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『新可笑記』巻一の五「先例の命乞ひ」の検討
―戦国武将豊臣秀吉の生き方と千利休切腹事件―
羽　生　紀　子
（武庫川女子大学文学部日本語日本文学科）
A Study of “Shin Kashoki” 1-5:
Toyotomi Hideyoshiʼs way of life as a military commander and
Sen no Rikyu's seppuku
Noriko HANYU
Department of Japanese Language and Literature, School of Letters
Mukogawa Women's University
Abstract
Shin Kashoki, a book published in 1688, is an ukiyo-zoshi by Ihara Saikaku. In this paper, I review sections 
1–5 of the book. The story begins with an incident of a carpenter begging for a prisonerʼs life. This action 
changes from the carpenter begging for anotherʼs life by an established custom to begging for anotherʼs life 
according to the precedent of justice. Right from the extraordinary response of the lord to the carpenterʼs exe-
cution, Saikaku portrays the samurai as someone who values honor and reputation.
This story, along with the other volumes of Shin Kashoki, stratifies the world into three levels. The act of 
the carpenter begging for anotherʼs life falls under the second level, whereas Toyotomi Hideyoshiʼs anecdote 
in the age of Nagahama and Sen no Rikyuʼs seppuku constitute the third level.
はじめに：三層構造と重層世界
私はこれまでに『新可笑記』の巻 1 の 1 から巻 1 の 4、巻 2 の 5・6 をそれぞれ検討し、その三層構造
を明らかにした 1）。第一層は故事や伝説・逸話などの素材（従来典拠や素材として指摘されてきた類の
もの）、第二層はさまざまな素材を自在に駆使して創作した具体的な話、第三層はそれらの上に重ねら
れた西鶴の最も描きたかった「重層世界」ということになる。重層世界は創作の根本的な発想と言えるも
ので、重層世界と各章の連関性を検討することにより、各章の主題についても明らかにすることができ
た。また序文にいう「二つの笑い」は、具体的には第二層にあたる本話と、第三層にあたる重層世界にみ
られる笑いであることも論じた。さらに出版時の編集によって、巻 2 の 5・6 は元巻 1 の 5・6 であった
ものが、それぞれ現在の位置に移動されたものであることも明らかにした。
『新可笑記』の表面的な素材については、多くはないものの指摘がなされてきた。しかしながら、それ
らを典拠とみて本話について論じるにとどまっており、重層世界については指摘されることはなかった。
これまでに私が明らかにした元巻一の重層世界は、朝廷の草薙の剣盗難事件、南北朝正閏論争、家光・
忠長の将軍位継承争い、家光と保科正之の逸話、武田信玄の上洛宣言、信玄の上洛作戦の挫折と遺志の
付託であった。重層世界という観点を明らかにした今となっては、これまで元巻 1 については正しく理
解されてこなかったといわざるを得ず、西鶴の作意も見過ごされてきたといえる。
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三層構造を明らかにしたことにより、各章の創作主題も明確となった。すなわち、巻 1 の 1・2 は神
国日本における武士のあり方（理・正義のための存在）、巻 1 の 3・4 は徳川幕府における武士のあり方（忠
と主命、新しい主従関係）、巻 2 の 5・6 は天下取りを目指した武将のあり方（言辞への矜持、覚悟・夢
の継承）を描いたものであった。
類聚方針についても具体的に明らかにした。これまでは部分的な各章間の連関についての言及にとど
まっていたが 2）、元巻 1 は、武士の精神の根本を描く中で朝廷、南北朝、徳川幕府が取り上げられ、さ
らに武田信玄の天下取り宣言とその挫折に続いていた。今後さらに論証していくこととなるが、各章は
前後の章とさまざまな関わりを持って展開しているのである。各章間にとどまらず、各巻、さらに『新
可笑記』全体が「武将逸話列伝」として構成されているとの見通しをもっている。
以上の観点から、本稿では元巻 2 の 1 である現巻 1 の 5「先例の命乞ひ」について検討する。
あらすじ：古例と先例、当例
巻 1 の 5 は、巻 1 の 4「生き肝は妙薬のよし」に続いて置かれているが、それは出版に際しての編集作
業によるものである。巻 1 の 4 との関連性は、命を救う妙薬、命乞いという点に見出すことはできるも
のの、それ以外には重層世界を含めて関連性は希薄である。それに対して、本章が巻 2 の 6（元巻 1 の 6）
「魂呼ばひ百日の楽しみ」に続いて置かれていたと考えると、その展開は密接である。冒頭文には「命を
延ぶる」とある。そして将棋に没頭する息子に対して、「目安作り」に腐心する大工が登場する。大工の
家職から「墨
すみ
金
がね
・角
す
水
みず
」を取り上げ、金と角で「魂呼ばひ」の将棋を匂わせている。さらに重層世界である
武田信玄の上洛作戦は、将軍足利義昭の信長討伐令に応じる形で上洛を目指して甲府を進発したもので
あったが、朝倉・浅井などとも連携するものであった。近江の浅井とは深く関わっている。そのような
展開を考慮しながら、本話は読むべきであろう。冒頭文と①②に分けてあらすじをとる 3）。
「古代、愚なる人に言へり。我が身の外世の事に構はねば、何か気に労する事なく、おのづから命を
延ぶるの得あり」。
① その頃、近江の浅井の領内では所の仕置きとして「古き牢屋を改め」た際、大工の作法で罪人一人の
命乞いができる慣例があった。折節、喧嘩の際に傍にいた少女と老女を殺した志賀と堅田の二人の
男が入牢していた。二人は「二年余りの牢住まひ、形も昔に変」わっていた。大工が縁のある志賀の
男の命を乞うと「古例に任せ」て聞き届けられたが、その男は同罪の自分一人が助かるわけにいかな
いと「存じ寄り」を述べた。殿に申し上げると、「町人には心ざし」と二人共に赦免なされた。
「先例をもつて助けし命」であるのに、大工は「自分の発明」によってこのような結果が得られたと、
「それよりはいらぬ所へ分別出だし、公事・裁許・口論、あるいは夫婦いさかひの事まで」調停しよ
うと、「無用の目安」に気を遣い、「天理を背き、形も悪事をたくみ、非を理に作り」、「国土の費え
をなして、虎
も が り
落といふ悪名を取」るまでになった。当世の人間は相応の知恵を持っているもので、「胸
当てして乳房くはふる子がもてあそびも、合点せねば取り難し」。横車を押し通すことはできない。
「身のためならぬ事を物好きなる公儀立て。兎角世の中に尽きぬもの悪人ぞかし」。大工はその家職
の「墨金・角水の見やう」をおろそかにして、「目安作りといふ名利」に没頭した。
② 大工は「さる屋形の奥座敷の内普請仰せ付けられ」、図面を作るために「御内証へ通り」、奥方の居間
や幾世川以下の局々の様子を見、殿様からは「この座敷きりに万事を沙汰する事なかれ」と申し渡さ
れる。「世間へ遠慮あそばし」ているのである。その後は殿様も心を許し、大工は隅々まで目にする
ことになったが、大工は学問所の片隅に十四、五歳の少女が縛
いまし
められ、「下
さげ
髪に中程過ぎて焼け」て
いるのを見て、子細ある科人とは思いながら、殿様に命乞いをする。「出家となし、浮世捨てさせ、
南都法華寺に送らん」と長口上段々申し上げる。殿様が立腹し、「己が手業の錐・鋸の事こそ役なれ」、
頼みもしない訴訟で、「かかる内証の事ども、外への取り沙汰よしなには申さじ」と処刑する。「こ
の大工分別なくは、長命たるべきものを」と、人々は気の毒に思った。
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素材と解釈：井伊直政・『是楽物語』・横笛
牢屋の改修が行われた際、大工が願い出れば罪人一人が助けられるという慣例、牢獄建築の恩赦は各
藩で実施されており、「古例に任せ」とあるように、一般的な慣習であった 4）。
大工が志賀の男の命を乞うと、「古例」に従って許された。志賀の男は、同罪の自分一人が助かるわけ
にいかないと牢を出ないので、殿は「町人には心ざし」であると二人を赦免した。殿は「古例」に従ったの
ではなく、「心ざし」に感じて許したのであり、それは「先例をもつて助けし命」と表現されている。古例・
先例の使い分けがなされ、武士同様の義・矜持を称賛したのであった。本話は、古例の命乞い（所の仕
置き）と先例の命乞い（心ざしに対する処置）、さらに新たな当例の命乞い（大工の自分勝手な理屈）とい
うように、命乞いが変化しているところに工夫があり、面白さがある。
章題「先例の命乞ひ」の先例とは何を指しているのだろうか。「町人には心ざし」というのだから、先例
は武士の義に関わるものであろう。近江の浅井氏は、織田と朝倉の戦いにおいて織田との新同盟ではな
く、先の朝倉との同盟を選択した。武士の義を想起させるが、肝心の「命乞ひ」が見当たらない。
西鶴は『諸艶大鑑』（巻 1 の 1）で、「時代前後もあるべし」と創作に際して時代の前後にこだわらない
姿勢を示している。本話には後述するように、時代前後する逸話が重ねられている。その意味で①の素
材として、北近江の彦根藩主井伊直政の真田信之による「命乞ひ」の逸話を指摘できる。
戦国時代、北近江は浅井から羽柴、石田などへと領主が替わるが、慶長 5 年（1600）関ヶ原の戦いの後
は、彦根藩として井伊直政が領主となる。前章の重層世界は武田信玄の上洛作戦の逸話であるが、その
武田氏の有力家臣真田昌幸は、関ヶ原の戦いで大坂方として徳川秀忠の参陣を遅らせる働きをした。関ヶ
原合戦後には次男真田信繁と共に、徳川家康によって切腹を命じられていた。徳川方の長男真田信之は
父昌幸の命乞いをする。「真田家武功口上之覚」には、次のような内容の逸話が見える 5）。
真田信之（伊豆守）は、井伊直政（伊井兵部少）と本多正信（本多中書）に一命を賭して父昌幸（安房守）
と信繁（左衛門佐）の助命を嘆願する。直政と正信は家康（権現様）の許しを得ることなく、昌幸への
切腹の命を撤回した。その報告を聞いた家康は立腹したが、直政は真田親子は分かれて「忠義」を尽
くしたのであり、ここで昌幸を誅するなれば、信之の家康への奉公も難しくなるだろうという。そ
れは私と本多においても同じだと、昌幸の助命の許しを得て高野山へ遣わした。
助命は徳川への忠義を第一とする論理によっている。この直政の駆け引きは、結果的に昌幸を助けた
のみではなく、信繁をも助けることになった。一人の命乞いが二人を救った先例なのである。
本話では、「作法」によって大工が命乞いをしたことによって、志賀の男が「存じ寄り」を述べることが
でき、それによって殿は古例を無視して二人を赦免した。大工にとっては、初めに志賀の男の命乞いを
した自分の発明だという論理になっている。大工は、義を第一にした殿の論理を、自己の発明・手柄と
いう問題にすりかえ、訴訟によって都合のよい結果を得ようと、思案に明け暮れるのである。大工は「無
用の目安」に気を遣い、「天理を背き、形も悪事をたくみ、非を理に作り」、「国土の費えをなして、虎落
といふ悪名を取」り、「目安作りといふ名利」に没頭する大悪人と決めつけられている。素材の義の逸話
からの大きな転回である。不義の話、不当な利益追求の話となっているのである。
この大工のあり方は、『是楽物語』にみえる何某是楽の衒学的なあり方を素材とするものであろう。内
容は次のようなものである 6）。
是楽は「三代相伝の曲
くせ
者
もの
」「摺切の名のみ富士の山と高」いが、「家に大事ある時は、此者ならでは叶
はざりけり」と、主人山本の何某友名に信頼されて、身近に出入りしている。友名が夏の午睡に「年
の齢二八ばかりなる姿やさしく匂ひ貴
あて
やかなる、女人ひとり忽然と来りて、相語らふ」夢を見て、
病になってしまう。灸針医等の治療も効果がなく、是楽を呼んで談合すると、是楽は衒学的な自論
を長々と展開し、遊山するのがよいと「有間へ御湯治あるべし」と出かけていくのである。
是楽のあり方は、『浮世物語』や『竹斎』、『東海道名所記』などの仮名草子の特徴的な主人公と共通する。
十六歳ほどの美女の登場、長々とした口上などは本話に重なるものである。何より、元は連続していた
とみることのできる『新可笑記』の巻 1 の 5、巻 2 の 1 と 2 は、『是楽物語』に載る説話を一連の素材とし
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て取り上げているのである。巻 1 の 5 で『是楽物語』の是楽の衒学的なあり方、巻 2 の 1 と 2 では『是楽
物語』中の陶朱公の故事、玄宗と楊貴妃の逸話を取り上げている。それらについては別稿で検討するが、
それぞれの話の構成が類似するなどのことから、大工の「非を理に作り」、「虎落といふ悪名を取」るあり
方は、『是楽物語』の是楽を踏まえたものとみて間違いないだろう。
この大工の訴訟事には世俗の些事ともいえる「夫婦いさかひ」が含まれ、また「胸当てして乳房くはふ
る子がもてあそびも、合点せねば取り難し」などという殊更な譬えもある。「天理を背き」「国土の費え
をなし」という過剰な悪評には違和感を覚えるが、それは重層世界へ導くためのシグナルなのである。
②の素材は、「出家となし、浮世捨てさせ、南都法華寺に送らん」に関わるものである。法華寺は男子
禁制の尼寺であり、『平家物語』巻十「横笛」の逸話で有名である。次に要約する 7）。
平重盛に仕えた斎藤滝口時頼は、建礼門院の雑仕、横笛を愛したが、父茂頼の諫めにあい、出家し
て嵯峨の往生院に入った。尋ねてきた横笛に会わず、高野山の清浄心院に籠った。「横笛はその思
おもひ
のつもりにや、奈良の法花寺にありけるが、いくほどもなくて、遂にはかなくなりにけり」。
大工は学問所の片隅に十四、五歳の少女が縛められ、「下髪に中程過ぎて焼け」ているのを見て不義の
罪と推測し、男子禁制の尼寺に送ればよいと勝手に判断した。親の許しを得ていない横笛と滝口とは不
義に違いなく、結ばれることなく出家している。大工は、十四、五歳の少女に横笛を重ね、法華寺へ送
り命を助けようとしたのであろう。それに対して殿は立腹したが、大工が自分の勝手な判断で武士の内
証に無用の口出しをしたから処刑するというのは、大袈裟で理不尽である。そこに読者は違和感を覚え
るはずである。
目録副題は「武士は内証を見せざる事」とある。殿は大工に対して、「この座敷きりに万事を沙汰する
事なかれ」と申し渡す。殿は「世間へ遠慮あそばし」ていると描かれている。大工が勝手な判断をして、
少女の命乞いをしたということは、「かかる内証の事ども、外への取り沙汰よしなには申さじ」と、殿を
貶める悪い噂や評判を広める可能性があるということである。単に新たな当例の命乞いをしたからでは
なく、武士の体面を保つために処刑したのであった。しかしそれだけでは、殿の行動は異常である。殿
の怒りは密通に起因するものではなく、自己の思惑とは異なった申し立てに対するものなのであろう。
「法華寺」ということで大工は横笛を連想したが、殿の連想は違っており、殿は自己の望みを否定された
のである。これも重層世界につながるシグナルである。
冒頭文には「古代、愚なる人に言へり。我が身の外世の事に構はねば、何か気に労する事なく、おの
づから命を延ぶるの得あり」とあった。冒頭に仰々しく掲げられた「世の事」は、単なる世間一般の俗事
の意味ではない。それは、世の中の政事の意味でなければならない。「愚かなる人」が政事に関わること
は普通には考えられない。愚人は「我が身の外世の事に構は」ないので、命を延ぶる得があるが、賢人で
も「我が身の外世の事に構」えば、命を落とすといっているのである。大工は、「天理を背き」「国土の費
えをなし」と大悪人とされてはいるが、「愚かなる人」とされているわけではない。本話では「世の事」は
政事であるが、そのためには「内証の事」を表向きにすることはできない。殿の武士としての体面・評判
に関わることなのである。それにしても大工のあり方を「世の事」と関わらせているところには、読者は
違和感を覚えるはずである。
重層世界：千利休の切腹事件と秀吉の長浜時代の逸話
本話において、この頃近江の浅井何某の領内では、牢屋の改修が行われ、二人の罪人が二年余り入牢
していたとあった。それは改修工事が二年余りに渡っていることを示すものである。浅井何某の領内で
の二年余りの改修工事ということになると、羽柴（豊臣）秀吉の長浜城の築城が想起される。秀吉は天正
元年（1573）に浅井氏が滅亡すると、その旧領北近江三郡（伊香・東浅井・坂田）十二万石に封ぜられた。
今浜の地を、信長の一字を拝領して「長浜」と改めたと伝えられ、古く京極高氏（佐々木道誉）の築いた今
浜城を改築して長浜城とし、天正 3、4 年に完成して入城している。秀吉は姓を木下から羽柴に改める。
信長の重臣、丹羽と柴田の双方から一字をもらっているのである 8）。
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本話は、そのような秀吉の長浜時代に、素材として関ヶ原合戦後の井伊直政の命乞いを嵌め込んでお
り、時代前後にこだわることなく全体が構成されている。
①で、大工は「天理を背き…非を理に作り」「国土の費えをなして」「目安作りといふ名利」に没頭する
大悪人と決めつけられている。②でも、大工が長口上段々申し上げると御前が立腹し、「己が手業の錐・
鋸の事こそ役なれ」、頼みもしない訴訟で「かかる内証の事ども、外への取り沙汰よしなには申さじ」と、
大工は処刑されてしまう。冒頭文では、大工の行動が「世の事」に関わるものであると位置づけられてい
る。殿は大工を身近に出入りさせているのだから、心を許していたのであるが、それにも関わらず大工
への処罰は峻烈である。①が秀吉と関わるものとすると、それらのシグナルは、秀吉と千利休との関係
を想起させる。殿と大工の関係は、重層世界（1）としての秀吉と千利休の関係なのである。②で、大工
が「ある時、さる屋形の奥座敷の内普請仰せ付けられ」とあるのは、利休が聚楽第の築庭を命じられたこ
とに重なる。
千利休の生涯は、次のようにまとめることができる 9）。
利休は十七歳で北
きた
向
むき
道
どう
陳
ちん
に、ついで武野紹鷗に師事、堺南宗寺に参禅する。茶頭として信長に仕え、
ついで秀吉に仕える。天正 13 年（1585）10 月、秀吉の正親町天皇への禁中献茶に奉仕、天正 15 年
の北野大茶会を主管、秀吉の重い信任を受けた。黄金の茶室の設計、聚楽第の築庭などを行う一方、
わび茶を完成して茶人として名声と権威を誇った。豊臣秀長は大友宗麟に「公儀のことは私に、内々
のことは宗易に」と言ったということからも、秀吉の内向きの事にも大きく関わっていた。しかし、
茶器鑑定・売買で不当な利益を上げるなどの売僧的行為があり、さらに天正 19 年、紫野大徳寺三
門に己の木像を置いたことで秀吉の逆鱗に触れ、堺に蟄居を命じられ、さらに切腹を命じられる。
死後、木像と共に利休の首は一条戻橋で梟首された。
本話の大工と殿（Ａ）と、利休と秀吉（Ｂ）の関係は次のように対比することができる。
Ａⅰ古例による命乞いをして、予想外のことが起こり、結果的に二人を救う。
ⅱ目安作りに腐心する。天理を背く大悪人と評される。夫婦いさかいを扱い、乳呑児にも合点さ
せられない理屈をこねる。
ⅲ信頼を受け内証に出入りする。
ⅳ自分勝手な理屈で娘の命乞いをして、殿の怒りを受け処刑される。
Ｂⅰ茶道に優れ、右府信長、後に太閤秀吉に仕えて、三千石を領する。
ⅱ茶法を改定し、わび茶を完成する。売僧行為で国賊と言われる。
ⅲ正親町天皇への禁中献茶に奉仕、北野大茶会を主管、聚楽第の築庭、黄金の茶室の設計などに
活躍する。
ⅳ秀吉の逆鱗に触れて切腹を命じられ、木像と共に一条戻橋で梟首される。
利休の切腹の理由（Ｂⅳ）は諸説あって定まらないが、福井幸男氏による詳細な研究がある 10）。
大徳寺三門楼上木像安置という不敬と、茶道具鑑定・売買不正の売僧行為という、表向きの口実に
より切腹させられたが、実は、石田三成を中心とする利休を排除しようとするメンバーによって密
かに練られた陰謀であった。朝鮮出兵に関して利休に不審の動きがあるという、捏造された偽情報
を秀吉に伝えたことによる。
現在の学術研究の成果としてはこのようなものであるようであるが、問題は当時の世俗的な理解であ
る。本話における西鶴の利休切腹事件の取り上げ方が、その代表的な捉え方であったのであろう。
Ｂⅱの利休の悪人としての評価は、西鶴にとっては当たり前のことであったのであろう。竹中半兵衛
の嫡子である竹中重門の著作『豊鑑』（寛永 8 年〈1631〉）には、次のようにある 11）。
上中下までもてはやす事愚ならず。茶の器物よしあし彼がいふ類に随ひあたひをましければ。とめ
る事たうしゆにをとらざらんといふ計なり。かた々々をごりをきはめぬれば。我心ひかるゝかたの
うつは物を悪敷をも能とし。あたらしきをも古とし。あたひを増せり。秀吉公是を聞。国の賊なり
とてさかひの津に下しかうべを切給ひ。をこれる者今も古も然也。
竹中重門は林羅山に師事しているが、その羅山の『豊臣秀吉譜』（寛永 19 年〈1642〉跋、明暦 4 年〈1658〉
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刊）にも同様の記事が見える 12）。
宗易茶器ノ新旧可否ヲ検定シテ、其ノ價ヒノ数ヲ決ス。是ニ因テ家富
とみ
贍
すく
フコトヲ得タリ。宗易大徳
寺僧宗陳（号古渓）ト相ヒ議シテ、己ガ木像ヲ彫テ之ヲ寺内山門ノ上ニ置ク。頃年宗易私僻ノ意ヲ含
ム、其ノ茶器ヲ見ルコト也。己ト親疎好悪ノ異同ニ依テ、或ハ新ヲ以テ旧トナシ、或ハ否ヲ以テ可
トナシ、仮ヲ以テ真トナシ、其ノ售
あたひ
ヲ高下シテ、屢々多ク人ヲ騙ス。秀吉之ヲ聞キ怒テ曰ク、是レ
国賊也。国賊禁ゼズンバ、則予ガ之大ナル過チ也。豈ニ将来ノ嘲ヲ醸サザランヤ。即宗易ヲ収
からめ
テ之
ヲ誅ス。（中略）其ノ後、秀吉宗易カ首ヲ一条反橋ノ下ニ梟シ、彼ノ木像ヲ掲ゲテ、其ノ首ヲ踏マシ
メ、柱ヲ以テ之ヲ挟ミ立ツ、数日視ル者市ノ如シ。
『多聞院日記』（天正 19 年 2 月 28 日条）には、次のようにある 13）。
スキ者ノ宗益今暁腹切了ト、近年新儀ノ道具共用意シテ高直ニウル、マイスノ頂上也トテ歟、以外
関白殿御腹立、則ハタ物ニト被仰出テ、色々トワヒコトニテ、寿像ヲ作テ、紫野ニ置テハタ物ニ取
上了、住屋検断、主ハ高野ヘ上ト、ヲカシキ事也、誠悪行故也、
以上のような利休に対する悪評は、かなり定着していたものと考えられる。Ｂⅳの大徳寺の三門にそ
の像を置いたという著名な出来事、一般的にはそれが切腹の理由であるはずであるのに、西鶴はその事
件を本話では省略している。国賊といわれるまでに不当な利益を貪ったことについては、大工を「目安
作り」をして勝手な理屈を弄んで「名利」を追究し、「天理を背く」「虎落」とまで言われる大悪人として描
いて、その悪評をＡⅱに取り込んでいるが、Ａⅳの処刑の理由とはしていないのである。
その意味で、本話のポイントはＡⅳの娘の命乞い、「内証」の問題に置かれていると考えるべきである。
Ａⅳでは横笛の説話を素材としていた。殿は出家させて法華寺に送るようにとの進言を受けるが、自分
の思惑と異なるので激怒して大工を処刑した。秀吉と利休の間で、女性の問題で思惑の異なった事件と
いうのは、その真偽はともかくとして、利休の娘を側室にしようとした著名な逸話が『千利休由緒書』に
みえる 14）。
『千利休由緒書』は、承応 2 年（1653）、紀州徳川家に茶堂として仕えていた表千家四代江
こう
岑
しん
宗左によっ
て語られた内容を、徳川家康年譜の作成にあたっていた藩臣、李一陽・宇佐美彦四郎が筆録したもので
ある。茶道史史料として利休関係茶書の中で高く評価されている。その中に、豊臣秀頼の小姓、古田九
郎八直談の「十市縫殿助物語」がある。概要は次のとおりである。
天正十七年二月、鷹狩に出かけた秀吉は、幼児三人を連れた三十歳くらいの女房を見かける。類ま
れな美しさをもつその女房は、「千利休娘ニテ、万
も
代
ず
屋宗安後家」であった。秀吉の内意に女房は応
じなかった。秀吉は前田玄以を使いとし、父利休に娘の奉公を命じた。利休は娘をご奉公に差し出
しての出世は思いも寄らぬと拒否した。秀吉は三度まで命じたが、利休は受け入れなかった。秀吉
は利休を深く怨んで機会を探っていたが、大徳寺三門の件にかこつけて、利休を誅伐した。
『壺中爐談』も利休関係茶書であるが、次のようにある 15）。
天正十九年二月廿八日、横難にかゝりて切腹す、（中略）、休の女、容貌美なるをもて、秀吉公、休
に召つかはるべきよし命あり、其前、婚姻の約ありしゆゑ、わび申されしかども事ゆかず、女もす
でに自殺せり、命に背くの御いきどほり少からず、讒佞の言も亦相まじりしかば、他事を挙て切腹
させらる、
利休の切腹について、利休関係の資料には、秀吉が利休の娘を側室にしようとしたが思惑通りにいか
ず、「讒佞の言」もあり、大徳寺三門の件のかこつけて切腹させたとある。しかし、西鶴は三門の木像設
置や「讒佞の言」にはまったく触れない。利休の娘を側室にと命じたと言うのも、利休切腹後七、八十年
経った利休側の資料に見えるだけで、捏造された噂というべきものかもしれない。西鶴はそのような噂
を利用し、大工（利休）が娘を法華寺に送るとして、殿（秀吉）の思惑を拒否したとしているのである。大
工の勝手な思い込みに利休側の資料による捏造を当て込み、利休の驕りや自己本位なあり方を誇張して
いる。利休に非を認め、「内証」へ自分勝手な口出しをしたとしている。勝手な口出しは、秀吉の私生活
にまでかかわったことをいうのである。
ところでこの逸話には、法華寺が出てこない。秀吉の周辺で法華寺にかかわる人物としては、秀吉の
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死後のことではあるが、淀殿がその再興に関わっている。法華寺は二度の兵火に巻き込まれ、慶長元年
（1596）の地震によって、東塔以外の建物を失った。慶長 6 年頃、淀殿が片桐且元を奉行として、本堂、
鐘楼、南門を復興した。
②で、大工は十四、五歳の娘の命乞いをする。利休の娘に重ねられているものの、年齢や捕らわれの
境遇などには相違が多すぎる。本話は秀吉と利休切腹事件を全体の主構造としながら、同時に①にみる
ように、秀吉の長浜時代の逸話が取り込まれている。十四、五歳の娘をシグナルとして、浅井の娘、茶々
を想起させようとしているのである。茶々は、浅井滅亡の時（天正元年〈1573〉）、十四、五歳であった。
天正 10 年、母市の柴田勝家との再婚に伴い北ノ庄に移るが、翌年勝家が秀吉に滅ぼされ、茶々ら浅井
三人の娘は秀吉の保護を受けた。その後天正 16 年頃に秀吉の側室淀殿となる。十四、五歳の娘に茶々
を重ねることで、重層世界（2）秀吉の長浜時代の逸話が想起されるのである。
大工は「天理を背き、形も悪事をたくみ、非を理に作」る大悪人なのに、「夫婦いさかひの事」「胸当て
して乳房くはふる子」が取り上げられている。大工の物事を曲解する思考、世の中に悪い噂・評判をば
らまくようなあり方が、その二つの事にも及ぶことを匂わしているのである。秀吉の長浜時代の「内証」
の逸話は、その二つに関わっているのである。
まず、「夫婦いさかひの事」については、天正 4 年（1576）頃のものと推定される信長の寧々宛書状が想
起される。書状の内容は、次のようなものである 16）。
仰せのごとく、こん度はこの地へ初めて越し、見参に入り、執着に候。ことに土産色々美しさ、中々
目にも余り、筆にも尽くし難く候。祝儀ばかりに、この方よりも何やらんと思ひ候へば、その方よ
り見事なる物持たせ候間、別に心ざしなくのまゝ、まづまづこの度はとゝめまいらせ候。重ねて参
りの時それに従ふべく候。就中それの見目ぶり、かたちまで、いつぞや見参らせ候折節よりは、十
の物廿ほども見上げ候。藤きちらう連々不足の旨申すの由、言語道断曲事候か。何方を相尋ね候と
も、それ様ほどのは、又二たびかの禿げねすみ相求め難き間、これより以後は、身持ちを陽快にな
し、いかにも上
かみ
様
さま
なりに重々しく、悋気などに立ち入候ては、然るべからす候。たゝし、女の役に
て候間、申すものも申さぬなりにもてなし、然るべく候。なを文体に、羽柴に拝見こひ願ふものな
り。又々かしく。（朱印）/ のふ / 藤きちらう　をんなども
信長の書状は 1122 通が現存すると言われる。自筆の書状は、細川忠興への簡単な感状と、この寧々
宛のものなど僅かだとされる。寧々宛の書状がどの程度、世間的に人々に知られていたかは不明である
が、秀吉の好色性は、本話で幾世川以下の局たちを取り上げていることからも、評判だったといえる。
初めて城持ちとなった秀吉にとっては、困った悪評なのである。うがった見方をすれば、寧々はあえて
信長に訴えることで、その容認を引き出し、「天下布武」の印を押した信長公認のお墨付きを手に入れて
噂を広げているのであり、秀吉・寧々の巧みな処世術とみえなくもない。先述の、「今浜」を信長の一字
を拝領して「長浜」とし、また「羽柴」と改名するなどにも相通じる処世術が垣間見える。
「乳房くはふる子」は、秀吉の庶長子の秀勝を踏まえるのであろう。秀吉には天正 2 年に男児が誕生し
たが、天正 4 年に没したという。その生母については不確かだが、宝厳寺の「竹生島奉加帳」に「石松丸」、
「南殿」の名が記されており、これには諸説あるが、秀勝とその母である側室を記したものと推定されて
いる 17）。秀勝を亡くした秀吉は、織田信長の四男於次丸をもらい受けて秀勝と名乗らせるが、その子
も天正 13 年に没する。次いで秀吉の姉である瑞龍院日秀と三好一路の次男で、秀次の弟小吉を養子とし、
やはり秀勝を名乗らせるが、文禄元年（1592）に朝鮮で没している。秀勝の他に女児も生まれたが、夭折
したのか詳細は伝わらない。前田利家の四女豪姫を二歳の時にもらい受けたのは、天正 4 年のことと考
えられ、秀吉の子への思いは一つの評判であったといえる。
おわりに : 武士は体面・評判を重んじる存在
本章は、大工の古例による命乞いから、先例の義による命乞いへ、さらに大工の勝手な解釈による当
例の命乞いへと展開していた。大工は、目録副題「武士は内証を見せざる事」を犯し、処刑されてしまう。
D11759_72001047_羽生紀子.indd   7 2020/03/13   10:12:53
（羽生）
－ 8 －
武士が、「内証」を見せないというのは、武士として世の事に関わって生きていくためには、その体面・
評判が大切だということであり、私生活などの乱れが悪評や噂となったりすることは禁物なのである。
本話は、思惑違いの命乞いをした大工を処刑するという、殿の異常なまでの対応を通じて、武士が体面・
評判を重んじる存在であるということを描いていたのである。
第二層である本話は、「先例の命乞い」という章題から想像する義の話を逆転し、意表をついた不義の
命乞いとするなど、素材を自在に駆使した面白い話であるといえる。しかし西鶴は、その第二層にさら
に第三層である重層世界を重ねて、読者の笑いを誘っている。千利休の切腹事件を枠組みとして、秀吉
の長浜時代の「内証」の逸話を重ねていた。豊臣秀吉は天下人になるためにいくつもの武功をあげたに違
いないが、それのみではなく、いかに「内証を見せざる事」にこだわり、体面・評判を大切にしていたか
が、重層世界として重ねられていたのである。
このように巻 1 の 5 は、戦国時代を勝ち抜いた武将としての秀吉の生きざまを追究したものであった。
元巻 2 の 1 として、巻 2 の巻頭に置かれるべき内実を備えている作品であるといえる。現行本の巻 2 の
1「炭焼きも火宅の合点」は、本話に続けて置かれるべき二話セットとも言うべきものなのである。そこ
では本話にみられた子供をめぐる逸話が取り上げられ、やはり秀吉の処世観、評判を常に大切にすると
ともに「道理」を重んじるあり方が主題となっている。それについては別稿に譲ることとする。
注
 1） 羽生紀子①「『新可笑記』の重層性―巻頭章と草薙の剣盗難事件―」（『日本語日本文学論叢』第14号、2019年3月）、
②「『新可笑記』巻一の二「一つの巻物両家にあり」の読み―南北朝正閏争いと「二つの笑い」の内実―」（『武庫川
女子大学紀要　人文・社会科学編』第 66 巻、2019 年 3 月）、③「『新可笑記』巻一の三「木末に驚く猿の執心」の検
討―家光・忠長の将軍位継承争いと武士のあり方―」（『武庫川国文』第 85 号、2018 年 11 月）、④「『新可笑記』
巻一の四「生き肝は妙薬のよし」の構造―夢幻能の利用と家光・正之の主従関係―（『武庫川国文』第 86 号、
2019 年 3 月）、⑤「『新可笑記』巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の検討―章番号の齟齬と武田信玄の上洛宣言―
（『武庫川国文』第 87 号、2019 年 11 月）、⑥「『新可笑記』巻二の六「魂呼ばひ百日の楽しみ」の検討―戦国武将武
田信玄の上洛作戦と挫折―」（『日本語日本文学論叢』第 15 号、2020 年 2 月刊行予定）。
 2） 杉本好伸「『新可笑記』の作品構成―各章間における相互関連の検証を中心にして―」（『鯉城往来』第 2 号、1999
年 10 月）・「『新可笑記』作品構成補遺攷」（『安田女子大学紀要』第 28 号、2000 年 2 月）
 3） 『新可笑記』本文は『井原西鶴集④』（広嶋進校注・訳「新編日本古典文学全集」、小学館、2000 年）による。
 4） 『井原西鶴集④』頭注
 5） 米山一政編輯『真田家文書　中巻』所収（長野市、1982 年）。原文は変体漢文。私に要約した。
 6） 『是楽物語』本文は『仮名草子集』（「新日本古典文学大系」岩波書店、1991 年）による。
 7） 『平家物語』本文は『平家物語②』（「新編日本古典文学全集」小学館、1994 年）による。
 8） 渡辺世祐『豊太閤の私的生活』（講談社、1980 年）・桑田忠親『豊臣秀吉研究』角川書店、1975 年）
 9） 『利休大事典』（淡交社、1989 年）などによる。
10） 福井幸男「千利休の切腹の状況および原因に関する一考察―関係史料の分析・検証および切腹原因に関する諸
説の批判的検討―」（『桃山学院大学人間科学』第 40 号、2011 年 3 月）
11） 『豊鑑』（「群書類従」第 20 輯、続群書類従完成会、1932 年）
12） 愛知県図書館所蔵。原文は漢文。私に訓み下した。
13） 『多聞院日記』巻 4（辻善之助編、三教書院、1938 年）
14） 筒井紘一「伝書」（『利休大事典』淡交社、1989 年）
15） 『壺中爐談』は、『茶道古典全集』第 4 巻（淡交社、1956 年）所収の「南方録」に参考文献篇として付されたものによ
る。
16） 信長の寧々宛書状は、「羽柴秀吉室杉原氏宛消息」（徳川美術館蔵）による。原文はほぼ平仮名。私に漢字仮名
交じり文に書き直した。
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17） 桑田忠親 『太閤豊臣秀吉』（講談社文庫、1986 年）など。
受理日　　2019 年 11 月 5 日
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Bull. Mukogawa Women’s Univ. 2019， 67， pp.11－20.
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3.11 原発事故をめぐる小学生新聞の投書
設　樂　　馨
（武庫川女子大学文学部日本語日本文学科）
3.11 The Nuclear accident in a Newspaper for Children
Kaoru SHITARA
Department of Japanese Language and Literature, School of Letters
Mukogawa Women’s University
Abstract
This study examines newspapers published for elementary school students. Asahi Shogakusei Shimbun, 
Mainichi Shogakusei Shimbun, and Yomiuri KODOMO Shimbun are three of the most popular newspapers 
for elementary school students in Japan. Newspapers generally include reports and editorials. However, these 
newspapers incorporate numerous articles that are directly concerned with subjects such as science, history, 
and the national language （Japanese）. In addition, these newspapers are used in the elementary school cur-
riculum. In terms of appearance, newspapers meant for children use larger written characters, less kanji, 
abundant illustrations, and multicolored printing. In doing so, they present an adult concept in a childish 
style.
This paper considers the viewpoint of children to discuss the coverage of the nuclear power plant accident 
by childrenʼs newspapers and to suggest an appropriate style for them. After the 2011 Earthquake in the Pa-
cific coast of Tohoku, the childrenʼs newspapers published varied opinions offered by their readers. For ex-
ample, an elementary school student accused everyone of overusing electricity, a junior high school student 
blamed the government, and one mother accused the Tokyo Electric Power Company （TEPCO）. These let-
ters to the editor in newspapers were written to be read by children, and not by adult editors. This paper ad-
dresses the following questions: What are the intentions of child readers who become writers? Do their text 
styles differ from those used by adults when these readers become writers? Finally, what is the appropriate 
writing style for children?
1．はじめに
言語研究において、研究対象としての新聞は従来、大きな意味を認められてきた 1）。継続的・習慣的
に読む新聞のことばは、読者である一般の人々に大きな影響を与えるものだと考えられるからだ。新聞
には、大人向けの一般紙以外にも、言語形成期である小学生向けに発行される新聞 1 がある。それら新
聞は、2012 年の学習指導要領変更以後、「教育に新聞を」（通称、News in Education の頭文字をとって
NIE）という潮流が浸透し、教育現場に取り入れられつつある。試みに、本学短期大学部日本語文化学
科１年生 43 名に尋ねたところ、半数近い 20 名が「小学生のとき読んだことがある」と回答した。彼女た
ちは、社会科や国語科の授業で教材として読んだり、図書館やクラスで自主的に読んだり、また、自宅
で購読していたという。
新聞の中でも投書は、建前としては一般の読者による文章である。「編集者によって手を入れられて
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いることは周知の事実」1）としても、一般の人々の言語意識が反映されたものだと考えられる。本論では、
新聞の中でも未だほとんど研究対象にされていない、小学生新聞を扱う。小学生新聞の中で、国語力を
育成しつつある読者によって書かれた投書を調査対象に、言語的特徴を計量的に分析して論じる。加え
て、調査対象を 3.11 原発事故に起因したエネルギー問題に限定し、投書のテーマや言語的手段、投書
掲載のレイアウトを批判的談話分析の手法を用い分析して、小学生新聞における投書の全体像を描きた
い。
2．調査対象
一般紙と異なり、小学生新聞に定期的に掲載される投書コーナーは無い。そのため、本論では、2011
年 3 月に起こった東日本大震災の、原子力発電所の事故責任を巡って読者同士で交わされた、「ゆうだ
い君
くん
の手
て
紙
がみ
」と題された投書群を調査対象とした。具体的には次の一連の掲載である。（末尾の「資料」に
見出しを挙げる。また、以後で紙面を引用する場合は、振り仮名を省略する。）
「ゆうだい君の手紙　東電と原発　キミはどう思う？」
5 月 30 日・31 日・6 月 1 日（第 26088 号、第 26089 号、第 26090 号）
「続・ゆうだい君の手紙　東電と原発　キミはどう思う？」
6 月 20 日・21 日（第 26108 号、第 26109 号）、7 月 27 日（第 26144 号）
中高生や大人の投書者を含め、投書者の合計は 39 名だった（内訳など詳細は 4 章に譲る）。
この投書群は、2011 年 8 月に『「僕のお父さんは東電の社員です」　小中学生たちの白熱議論！ 3.11 と
働くことの意味』2）（以下、サブタイトルは略す。）として出版された。書籍は、新聞の投書と異なったり、
末尾の投書者の情報が詳しかったりするので、適宜、参照する。
まず、投書が掲載された一連の経緯を、『僕のお父さんは東電の社員です』末尾の「出版に際して」から
まとめると、2011 年 3 月 27 日「毎日小学生新聞」の「ニュースの窓」（一般紙の社説に準じる内容）にお
いて、元毎日新聞記者で論説委員の北村龍行氏が、東京電力の無責任な体質を指摘したことに端を発す
る。この記事を読み、東京電力社員の子どもで小学 6 年生のゆうだい君（仮名）が、編集部に手紙を送る。
編集部員がゆうだい君の自宅にて本人と両親に面会する。東京電力の社会的責任が避けられない段階に
なった 5 月 18 日、「毎日小学生新聞」1 面で手紙の経緯を、2 面で手紙の本文を一部省略して掲載し、
同時に読者へ投稿を募る。
投稿を募る紙面として、1 面と 2 面のレイアウトを確認しておく。見出しについて、1 面は「僕のお父
さんは 東電の社員です」が最も大きなサイズの文字で配置される。2 面は「ぼくは、みんなで話し合うこ
とが大切だ、と言いたい」が最も大きなサイズの文字で、「ゆうだい君の手紙（一部省略しています）」は、
やや小さい。こうした見出しは、大きさに加えて、縦書きの文章が基本となっている中に、横書きにす
ることで視覚的に強く訴える。2 面の「ぼくは（以下略）」は、最も大きな文字サイズであることに加えて
横書きで、目を引く効果が強いものとなっていた。
レイアウトの一部として、図も分析する。すると 1 面に、福島市立飯野小学校での運動会が、原発の
影響により体育館で行われた写真がある。末尾に、「ゆうだい君の意見を読んで考えたことを、編集部
に手紙で送ってください。紙面で紹介します。」とあり、手紙の宛先を明示する。2 面には、2008 年の「発
電の内訳」（原子力のほか、天然ガス、石炭、火力等）と、「日本の電力会社がつくる電力量の移り変わり」
のグラフがある。
以上の見出しや写真、グラフを交えて読むと、投書群のきっかけとなった「手紙」は、特定の編集意図
が認められる。それは、「手紙」に対し、次世代を担う小学生にとってのエネルギー問題として読解し、
読者自身が意見交換を進めてほしい、というものである。その編集意図の元、「手紙」を読解した投書者
が投書を送った。
D11759_72001047_設楽馨.indd   12 2020/03/13   10:20:39
3.11 原発事故をめぐる小学生新聞の投書
－ 13 －
3．文章スタイル
先行研究を手掛かりに、本調査対象の文章スタイルを整理する。先行研究として、一般紙の投書の計
量的分析と、「毎日小学生新聞」の表現特性を扱った論考が存在する。
（1）一般紙の投書と比べて：計量的分析
計量的分析について、先行研究 1）では、投書データのサンプリング採取によって作成したデータファ
イルを用い、文と単語レベルでの集計結果を考察する。その結果、投書内容を公的なテーマと私的なテー
マとで分類している。本稿の調査対象はすべて公的なテーマに該当する。公的なテーマの基本スタイル
について、引いておく 1）。
大枠としてはいずれの文章も要約的な性格をもつと考えられた。新聞の投書という形式は、公的な
テーマの文章の方がより要約的な色彩が強く（以下、略）
加えて、新聞の投書欄が明治以来の長い歴史をもつことを指摘し、次のような示唆を与えている 1）。
　
こうした長い歴史の中で、掲載された文章の数は膨大な量になると同時に、掲載されなかった文章
はその何倍にも及ぶ。投書をしようとする人は掲載されることを求めているはずで、そのような人々
にとって、掲載された投書は一種のお手本となろう。掲載された投書に対して、それとは異なった
新しい形式を生み出すよりも、掲載されることを求めて、形式の模倣に走る可能性は当然高くなる
と推測される。その結果、いわば歴史のある投書界における伝統的なスタイルが守られることにな
るのではないか。
本調査対象は、そもそも社説の書き手であった元論説委員の文章に対して、編集部に届いた小学 6 年
生の書き手による意見文から始まる。つまり、小学生向けとはいえ、「社説風」に書いたものに対して意
見を述べたものである。その意見を読んで考えたことをもとに作成された投書群である。「掲載される
ことを求めているはず」という側面とともに、書き言葉の経験が浅い小学生ならば、投書のきっかけと
して読んだ文章が即座に影響する、ということは想像に難くない。
試みに、小学 6 年生による意見文及び、小学 6 年生が意見の元にした社説、そして、本調査対象（A）（B）
（C）、計 3 種の文章について、MVR2 と文長（対象全文を平均した値）を計量した（形態素解析処理は
MeCab4）を使用）。すると、投書としては MVR、文長ともに一般紙と小学生新聞のそれとで大差ない結
果となった。
表 1　計量的分析結果（MVR と文長）
MVR 文長（文字数）
一般紙の投書（佐竹（2009）の全
587 件の投書から求めた値）
40.5 37.1 字
（A）（B）（C）小学生新聞の投書
（全 39 件の投書から求めた値）
41.25 36.59 字
元論説委員による社説 50 39.44 字
小学 6 年生による意見文 54.69 30.43 字
表 1 に挙げた、MVR が 40 や 50 といった数値は、投書の修飾語（M）の比率が抑えられていて、あり
さまやようすの描写は少なく、比して動きの描写が多いことを示す。一般紙の投書「40.5」と小学生新聞
の投書（A）（B）（C）「41.25」という値は大差なく、文章の書き手が一人である社説「50」と小学 6 年生に
よる意見文「54.69」では、数値がさらに上昇していることがわかった。
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文長に関して、佐竹（2009）の結果では、私的テーマで、字数が減少している。私的テーマは、そのテー
マ故にデス・マス体が増える、という。平均字数は、公的テーマ 39.5 字、私的テーマ 35.0 字であった。
本論が取り上げる小学生新聞の本紙そのものは、デス・マス体が基本で、本調査対象（A）（B）（C）も
デス・マス体が多い 。小学 6 年生による意見文も「もちろん、東京電力です。」のようなデス・マス体が
基本の文末形式である。そして、大人の書いた社説は、ダ・デアル体だ。デス・マス体は、1 文の文長
が短くなる傾向があるのかもしれない。
（2）子どもらしさの生成をめぐって：文章スタイルが読者に与える印象
一般紙「毎日新聞」と小学生新聞「毎日小学生新聞」を比較するなかで、特に語句選択に詳しい湯浅
（2007）5）によると、小学生新聞の文章は話しことばの特徴へと近づけ、「子どもらしさ」を生成するとの
指摘がある。また、情報配列を詳述する湯浅（2006）7）は、「子ども向け」の文体に近づけ、小学生にとっ
てわかりやすい文章とされる特徴として、次の 3 点を挙げつつ、考察を深めている。
本稿では、一般の新聞と小学生新聞を対象に、子ども向けの文章の情報の配列を見ていった。そ
の特徴をまとめると次のようになる。
Ⅰ文章の凝縮化を解く
Ⅱ「逆三角形型」を強化する
Ⅲ「因果関係」や「時間的配列」といった、小学生にとってわかりやすい順序にする
（中略）一般の新聞と小学生新聞で、情報の配列にちがいを出すのは、こうした内容の理解度に対す
る配慮だけではなく、小学生が抱く関心を考慮してのものと思われる。
本調査対象は、小学生が書いた投書が多い（4 章にて詳述）。子どもが「子どもらしさ」を生成する、と
は言い難い。しかし、文体の特徴として、前節の引用を踏まえた検討「投書のきっかけとして読んだ文
章が即座に影響する」や計量的分析結果「デス・マス体は、1 文の文長が短くなる傾向がある」などと合
わせて考えてみると、次のようなことが言えるだろう。
小学生新聞の通常の文章は凝縮化を解き、1 文単位においても平易に書かれる。この文体の影響を受
けた投書者は、同じく 1 文単位を平易に書き、1 文における語句が減少し、つまりは文字が減少する。
それが「わかりやすい文章」として形成されている。
また、小学生新聞における振り仮名は、設樂（2019.3）6）にて考察した。そこでは、読み手に知識の定
着を求め、同語の 2 回目以降の振り仮名を削除する現象を指摘したが、投書ではそもそも漢字表記が可
能な単語をひらがな表記にすることがあり、「知識の定着を求める」ような学習効果を狙ったものとは考
えられない。通常、小学生新聞で漢字表記が可能な単語をひらがな表記にするのは、中学生以上で学習
する教育漢字の場合であるにも関わらず、小学生で学習する教育漢字、あるいは、投書者の学年を考慮
すれば学習したはずの教育漢字をもひらがな表記にする例が認められるのだ。例えば、「原子力」「原し
力」、「被災者」「ひさいしゃ」、また、１件の投書に「私」「わたし」を混用するものがある。
こうした不統一は、読者が生成する「子どもらしさ」あるいは「素人らしさ」として、あえて表記してい
るのではないだろうか。通常の編集方針に則った文章でない、用字の不統一のまま、あるいは、文体が
混用（デス・マス体とダ・デアル体が 1 件の投書内で混用する）したまま、そうした文章スタイルが表記
されるのは、本来であれば、新聞としての整合性を保つため、編集過程で修正されるべきだろう。しか
し、修正しないことで、「子どもらしさ」あるいは「素人らしさ」を読者に印象付けるのだ。
4．投書者の詳細
次章では、計量的分析では解明できないことを検討する。2 章で述べた、投書の前提とされるイデオ
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ロギー的内容、つまり、次世代を担う小学生にとってのエネルギー問題を読者自身が意見交換する、そ
うした枠組みの元に掲載された投書それぞれの、テーマや視覚的なレイアウトを分析する。投書に述べ
られた投書者の願いや怒りといった情動が強く、深いものだったからこそ、投書として掲載され、しか
も、書籍になって出版されたのかもしれない。そうした投書の構造を見る前に、本章では投書者につい
て整理する。
投書者は、ここまで一括して、小学生新聞の読者として扱った（表１では、（A）（B）（C）とした）。し
かし、2011 年時点では、電力会社別に電力供給地が限定されていたし 、読者とはいえ大人の投書者と
判断できる投書が含まれる。改めて、投書末尾に明記される、「（東京都小平市　S・H 君　小 6）」のよ
うな投書者の情報や、一部、『僕のお父さんは東電の社員です』を参考に、投書者を集計した。その結果
は、表 2 である。学年において補足すると、「小学生以外」は中学生 3 名、大学生 1 名、母 2 名、70 歳
代 1 名であった。
表 2　投書者の分析
電力供給会社 学年 性別
北海道電力 1 人 小学 2 年生 1 人 男性 11 人
東北電力（福島 1 校） 7 人 小学 4 年生 7 人 女性 23 人
東京電力 5（2 校含む） 22 人 小学 5 年生 6 人 不明（関東 1 校） 5 人
中部電力 1 人 小学 6 年生（2 校含む） 16 人
関西電力 4 人 小学生以外 7 人
九州電力 2 人 不明 2 名
不明 2 人
投書者は、ゆうだい君（東京都）と同じ「東京電力」が圧倒的に多かった。学年においても、ゆうだい君
と同じ「小学 6 年生」が最多で、約 4 割（計 39 人を母数とする）である。なお、7 月 27 日は、「東北電力」
とした福島県郡山市立赤木小学校 4 年 2 組による投書であった。この 7 月 27 日は、当校からの意見文
を掲載するとともに、編集部が当校を取材した記事も掲載している。この被災地の 4 年生を除くと、よ
り一層 6 年生に偏るものとなる。一方、『僕のお父さんは東電の社員です』には、新聞掲載の投書より多
く低学年の文章が採用されていた。それらは、文章というには短すぎて、そのために論理性を欠いて感
情的な主張に読めるものが多い。新聞では、ある程度の論理構成があり、意見としての説得性が求めら
れるようだ。
性別においては、ゆうだい君と異なる「女性」が 3 分の 2 以上で「男性」を圧倒した。佐竹（2009）にて男
女比は、全体では「それほど差がないが、年代別に見ると、若い層では女性の数の方が多」いと指摘する。
本稿の調査対象は、小学生、つまり 10 代以下の投書者で、佐竹（2009）の「若い層」に入り、一般紙の結
果と合致する。
表 2 の結果から、本稿の調査対象を末尾の「資料」のように区分し、いずれも掲載順に通し番号を付し
た。
（A）投書者が小学生であることが判明した 30 件
（B）投書者が中学生以上であることが判明した 7 件
（C）投書者の年代が判明しなかった 2 件
引用する場合は、上記の分類に従って、通し番号とともに資料を示す。
5．投書のテーマ、言語的手段そして構成
分析の観点として、誰にとって第一に主張すべきことが何であったか、そのテーマに注目する。次に、
意見を述べる立場がどのようであったか、言語的手段を検討する。最後に、見出しや視覚的なレイアウ
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トに注目し、1 紙におけるテクストの構成を分析する。
（1）テーマ：第一に主張すべきこと
「次世代を担う小学生にとってのエネルギー問題」というテーマは、大まかに 2 系統が認められる。一
つは今後の電力供給の課題、もう一つは 3.11 原発事故の責任の所在である。その他、福島県郡山市立
赤木小学校 4 年 2 組の投書の一部に、エネルギー問題に終始しない現実的な行動を求める内容が認めら
れる。
まずは今後の電力供給の課題を主張する投書を、抜粋して示す。
　（A-4） （前略）たしかに原発なら二酸化炭素は出ません。しかし、原発のタービン建て屋の中では、
燃料ぼうをくぐらせた熱湯を海水で冷やし、海水をそのまま海にもどしています。これでは、
ただ海をあたためているだけだというのが僕の意見です。
　（B-1） （前略）かんたんに原発からのがれることはできないでしょう。でも少しずつでいいから、電
気にたよらない生活を心がけてみればいいと思います。
（A-4）は、原子力発電が地球温暖化を防ぐ電力供給には不可欠であったと論じる「ゆうだい君の手紙」
に反論する。（B-1）は、引用部分の前部にて、電力会社だけに責任を負わせるのでなく、電気を使う国
民全体の責任を指摘しているが、引用の主旨では、電気による便利で安心した生活に依存し過ぎないこ
とを訴える。
一方、（A-1）（B-3）（A-15）は、責任の所在を追及する。
　（A-1） ゆうだい君の「みんなで考える」という意見には大賛成です。でも、東電の社員ばかりに責任
はないと言いたいようなゆうだい君の考えは甘いと思います。（以下、略）
　（B-3） ゆうだい君の考え方は間違っていない。（略）東電だけの責任ではなく、そこまでして電気を
作りだすことを望んだ、国民全体の責任なのです。（以下、略）
　（A-15） （原発の管理についての）長年にわたる認識の甘さは、東電の社長が悪いのでしょうか。（中
略）とすると、社長だけの問題ではなく、東電全体の体質がいけないのだと私は思います。
以上に挙げた「第一に主張すべきこと」は、小学生（A）か小学生以外（B）かに関わらず、責任の所在を
追及するものが多かった。
そのほか、エネルギー問題に限定しない意見がある。福島県郡山市立赤木小学校 4 年 2 組の投書であ
る。これらの投書は、未来を見据えた眼前の現実的課題を優先すべき、と訴える。
　（A-26） 「風評被害」という事件もあります。（中略）今、福島県民でマスコミをやっている人が、本
当の今の福島の状態を伝えればよいと思います。
　（A-27） 私たちに今何ができるのか、その一つ目は、マスクとぼう子を着用することです。（中略）
東電も悪いし、正しい情報を送らない政府も悪いと思います。けれど、自分たちでできる
ことは、実行したほうがいいと思います。
この 2 例が指摘する現実的課題とは、風評被害と「正しい情報を送らない」悪について、つまり、報道
が引き起こした二次被害である。二次被害について述べるということは、エネルギー問題から逸れるこ
とでもある。東北にいない読者たちによる、およそ、被災地では当面の課題とはいえないエネルギー問
題や責任所在（掲載時点で、東電の責任は明らかになり現地での謝罪が済んでいる）の議論は、被災者に
とって虚ろなものと感じられたのだろうか。放射能汚染におびえる現実のなかで、何を思っただろう。
被災者としての投書は、改めて（3）で検討する。
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（2）言語的手段：意見を述べる立場
被災者以外にも、投書者の立場を明示した特徴的な述べ方が認められる。例えば、70 歳代の投書者
による（B-3）は、1999 年東海村 JCO 臨界事故に触れて、風評被害や都心の電力供給の課題を批判する。
読み手（ここでは小学生）の知らない過去について語る部分を抜粋する。
　（B-3） 1999 年 9 月 30 日、茨城県では JCO で放射能が飛び散る事故がありました。今と同じで、茨
城県産の農作物が全く売れなくなってしまいました。東京の市場に行き、買ってくれるよう
お願いをし、夜、高速道路を茨城へと帰ってきました。その時見た、まばゆいばかりの東京
の夜景が今も忘れられません。
1999 年は、2011 年現在に小学生であれば生まれていないか、生まれていても乳児である。投書者は、
読み手が知らない情報として JCO の事故を語る。その後（B-3）の投書は、下記のように結ばれる。その
末尾を読むと、世代を超えた投書者から、読み手への期待を述べていることがわかる。結びにおいて、
直接的に読み手に訴えた投書はほかにもある。投書者の年代として「3 児の母」とある（B-5）は、東京電
力が安全よりお金儲けを重視した責任は取らなければならないことを訴えて、読み手への期待を述べる。
　（B-3） 私はすでに 70 歳を超えました。やがてゆうだい君たちが背負うであろう次の世代には、心の
豊かな社会を築いてほしいのです。ゆうだい君のような、しっかりした考えの若者がたくさ
ん育ってきてくれることを期待しています。
　（B-5） みんなでアイデアを出し合って、答えをえらぶとき、少々の「もうけ」よりも、命を大事にす
る大人になってください。
このように、読み手を子どもと位置付け、投書者としての自分自身を大人だと位置付ける投書がある
一方で、ゆうだい君と同じ子どもの立場だと位置付けて主張する投書もある。投書群の 1 件目は、誇り
をもって働く父を例にゆうだい君を励まし、共に成長することを呼びかける。
　（A-1） 僕たちは、毎日勉強できる環境、毎小を購読できることに感謝して、今僕たちにできること
を精いっぱいやって、いつか日本の役に立つ大人になりましょう。
対大人の視点としては、小学生ではないものの、中学 1 年生の（B-2）が、私たち（子ども）が節電して
いるのだから大人も（節電）してほしい、と訴える。（A-10）は、原発事故前の原子力発電に関する情報
が誤りだったとして大人を糾弾する。
　（B-2） 私も、節電を心がけています。学校の友だちも協力しています。だから、大人の人たちも、
協力してほしいです。
　（A-10） そんな教育を受けた私たちが、原発はあぶない！つくらないほうがいい！という意見をも
つことができたでしょうか。これからみんなで話し合って、大人が何を間違えたのか、を
考えていく必要があると思います。
意見を述べることは、（原子力発電に、または東京電力の責任に）「是か非か」を明示するだけではない。
意見の根拠や推論の精緻さに加え、投書者が「誰へ何を伝えたい」と願って投書するのか、自覚している
ことも主張を強めるのだと考えられる。調査対象の投書を含め、編集部に寄せられ掲載されなかった投
稿も合わせ、一連のゆうだい君への手紙が書籍になった事実は、本節で見たような直接的な訴えが読者
の心を強く刺激した結果だと考えられる。
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（3）テクストの構成：見出しと写真
ここでは、投書の掲載順あるいは、投書の脇に添えられる見出しや写真といった、掲載時の構成を分
析していく。
まず、掲載の前提として、投書の元となる意見文の募集時点、次世代を担う小学生にとってのエネル
ギー問題を読者自身が意見交換する、という枠組みがあった。この前提に含まれる「読者自身」とは、「ゆ
うだい君」を踏まえると、表 2 の分析における最大値、「東京電力」に電力供給を受けている「小学生 6 年
生」であろう、と考えられる。（ただし、表 2 の性別の最大値「女性」が多いことと、前提との因果関係は
不明である。）
では、見出しの分析に入る。5 月 30 日に投書掲載が始まり、以下のように、ゆうだい君への励まし
や賛成意見が 1 面を飾る。見出しの大きい順に挙げる。
　・批判されてもプロとして力発揮を
　・ゆうだい君の手紙上
　・全国の読者から反響
　・原発の安全性　さらに向上を
　・大変なのは東電だけじゃない／東電だけが悪いんじゃない／まずは、謝るべきだ
1 面最後は、反論（A-2）が配置されるが、ここで最大の見出し【批判されてもプロとして力発揮を】は、
投書と合わせて読むと、ゆうだい君のお父さんを励ます意図であることがわかる。写真を伴う【原発の
安全性　さらに向上を】は、原発存続が前提条件とみなせる。この面に掲載された写真は 2 枚あって、【原
発の安全性】を付した G8 サミットで記念撮影する首相らのほか、全国の毎小読者から編集部に届いた
手紙があった。裏をめくって 2 面は、「電気にたよらない生活を」が繰り返される（見出しは下記の通り）。
2 面の写真は 1 枚、ゆうだい君の手紙のみである。
　・電気にたよらない生活を心がけてみる
　・ゆうだい君の手紙上
　・電気にたよらない生活を／ゆうだい君の手紙
以上、5 月 30 日ではゆうだい君の手紙を強調し、ゆうだい君をクローズアップするように始まるも
のの、原発の安全性を求め、電力使用の削減を繰り返し、徐々にエネルギー問題へと、意見の観点が移っ
ていく。
翌日の 5 月 31 日は、風評被害の記事と「ゆうだい君の手紙」を 1 面に掲載し、「ゆうだい君の手紙」で
は【具体例あげて反対・賛成を】が最大の見出しである（見出しは下記の通り）。2 面は、【電気を望んだ、
国民全体の責任】と続き、6 月 1 日の 1 面【お金より命を大事にする大人に】、2 面【原発を止めるのでは
なく】と続く。賛否を織り交ぜているが、原発を肯定しながらゆうだい君の賛同派が多いことをうかが
わせる。
　・きらめく「佐藤錦」
　・具体例をあげて反対・意見を
　・風評被害に負けず
　・ 福島にあることが、おかしい／日本人がまとまるチャンス／原発だって温暖化につながる／被災者の気持ち
を／原子力にたよりすぎ
この 6 月 1 日 2 面【原発を止めるのではなく】にて、第一弾の投書の特集「ゆうだい君の手紙」が終了す
る。2 面に掲載する写真は、爆風で骨組みだけになった福島原発 1 号機で、写真下に「爆発で骨組みだ
けになった福島原発１号機。原発は必要なのか？もういらないのか？」と、問題提起を重ねる。なお、
投書の募集は 1 面に【まだまだ募集】の見出しで呼びかけている。
3 週間後 6 月 20 日に再開した特集「続ゆうだい君の手紙」は、1 面の見出し【原発は「もろはのつるぎ」】
といった原発の非難から始まる。投書の隣の囲み記事は、【こうやって測るんだよ　小学校で線量計を
経験】を見出しとして、授業の一環として体操着を着てマスクを付けた子どもたちが線量計を使う写真
を写す。2 面で【いいわけにしか聞こえない】と強い口調で東電批判をする投書とともに、ゆうだい君に
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部分的に同情する投書が掲載される。今まで、ゆうだい君に賛同する意見を上段に置き、どちらかと言
えば賛同派を強調していた性格は薄れ、議論の深まりを暗示させる。
翌 6 月 21 日は、小学校 2 校、2 クラス分の投書がまとめて掲載された日で、1 面の見出しは【命と電
気のどちらが大切か】から始まる。大人の責任を論じる投書が 5 本、投書者であろう小学生の集合写真
とともに掲載される。この 6 月 21 日には、再度【意見を送ってください】という囲み記事による、投書
募集がある。募集記事の一部には、「ゆうだい君が望んでいた『みんなで話し合う』ことが紙面を通して
できました。意見はさまざまでしたが、共通しているのはこれまでにない節電の大切さです。」とあって、
編集部は投書群が一定の役目を果たした、と考えていることが受け取れる。
約 1 か月後、7 月 27 日の福島県郡山市立赤木小学校 4 年 2 組の投書では、【本当のことが分かるよう
勉強を】とあり、5 章（1）に述べた、「報道が引き起こした二次被害」の中にいる被災者から安全や安心、
正確性の希求が述べられる。2 面は【行政、東京、政府が悪い】という見出しだ。東北にいない投書者、「報
道が引き起こした二次被害」を実感しない投書者とは違う観点で、事故責任を追及する。そして、「本当
の」知識や情報による正義を求めている。ここで 1 面の写真は、6 月 21 日のクラスごとの投書と同じく、
投書者であろう小学生の集合写真だ。2 面にも写真が 2 枚あり、放射能汚染を危惧する赤木小学校の日
常として、誰もいない運動場に敷かれたブルーシートを写したものと、窓が開けられずに教室の隅で回
る扇風機を写したものが掲載された。読者と変わらない小学生が、読者とは違う小学校生活を送ってい
る。自分たちが使わない東京の電力を作るための原発が爆発していること、危険な原発を受け入れた福
島の行政、責任を取らず正しい情報を発信しない政府、避難先で福島出身と分かればいじめられる事実、
そうした怒気と嘆きは、最後の投書の 2 文に明示される。
　（A-30）僕は、あったことをきちんと言わない人が一番きらいです。人にめいわくがかかるからです。
こうした被災者の投書は、（1）でも述べた通り、これまでの投書と質が異なる。異質性があるにも関
わらず、あえて取り入れ、しかも、議論の深まった後に置かれた。これは、表 2 に挙げた投書者の全体
が、異質性をもたらす投書者を含めて読者全体を網羅するもの、と企図されていたからかもしれない。
（4）まとめ
投書のテーマは、事故責任の所在を追及するものが多い。その意見の述べ立てにおいて、投書者が「誰
へ何を伝えたい」と願って投書するのか、直接的な訴えは読者の心を強く刺激するものだと考えた。投
書全体の構成として、投書のきっかけとなったゆうだい君への賛同を基調に始まり、エネルギー問題、
事故責任の所在へと議論が深まり、最終的に二次災害を被る投書者による、怒りを込めた主張で幕を閉
じた。
6．おわりに
小学生新聞の投書では、本紙全体に通底する「わかりやすい文章」の形成が認められるものの、用字や
文体の不統一を露呈することで読者へ「子どもらしさ」あるいは「素人らしさ」といった印象を与えてい
た。小学生が手本にすべき文章文体は、投書以外の本文であり、投書では投書者の手による「本物らしさ」
が強調されるのだ。また、新聞では、小学生対象であっても、ある程度の論理構成があり、意見として
の説得性が求められる。意見は、テーマを明示することと別に、その述べ方によって、もしくは述べる
べき願いの強さによって、強い訴えを確認した。さらに、見出しや写真によって、投書掲載の構成を分
析して、概ね編集部が募集した経緯に沿った流れがあることを確認した。その流れとは、ゆうだい君と
読者同士が活発に意見を交換する、というものだ。また、連載の最後に被災者の投書と取材を掲載する
ことで、読者全体を網羅した意見交換だった、と位置付けるのではないかと考えた。
以上本稿では、3.11 原発事故後のエネルギー問題を中心に、小学生新聞の投書の全体像を述べてきた。
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しかし、エネルギー問題を注視するなかで見落としたものもあると思う。それは、投書者側の、投書を
書く動機である。投書者の日常が変質したことで生じた強い情動が、文章を書く動機になったことがう
かがえる投書があった。報道情報を受容した結果、当時の社会に広まる空気を感じ取って、投書者が帰
属する集団が変質していったことは、複数の投書に描写されたいじめや節電生活にうかがえた。誰に向
けていいか分からない怒りや疑い、不安、正解を求める気持ちなどが、誰かに訴えたい強い願いになっ
たとき、人をつき動かす文章、より多くの読者を得る文章になるのではないだろうか。
資料
毎日小学生新聞　第 26025 号、第 26076 号、第 26088 号、第 26089 号、第 26090 号、第 26108 号、第 26109 号、第
26144 号（いずれも 2011）より調査対象の見出しを示す。
第 26088 号より　 （A-1）大変なのは東電だけじゃない　（C-1）東電だけが悪いんじゃない　（A-2）まずは、謝るべき
だ　（B-1）電気にたよらない生活を
第 26089 号より　 （B-2）福島にあることが、おかしい　（A-3）日本人がまとまるチャンス　（A-4）原発だって温暖化
につながる　（A-5）被災者の気持ちを　（A-6）原子力にたよりすぎ　（A-7）みんなが節電すべき
だ　（B-3）心の豊かな社会を築いて
第 26090 号より　 （B-4）東電や政府は逃げずに問題解決を　（A-8）地震で学んだことを忘れずに　（B-5）東電はもう
けを重視した　（A-9）電力会社がないと生活できない　（B-6）私たちは原発の恩恵を受けている
第 26108 号より　 （A-10）大人が何を間違えたのか、話し合おう　（C-2）役に立つが傷つけることもある　（A-11）東
電は本当の情報を出して　（A-12）東電は人々をだました　（A-13）原発に反対する声は前からあっ
た　（B-7）大人たちにも責任がある
第 26109 号より　 （A-14）母は経済産業省の職員　（A-15）東電の体質が悪い　（A-16）日本の大人たちの責任　（A-17）
電気は必要だけど…　（A-18）国民も、政府も、東電も悪い　（A-19）自分たちと…　（A-20）僕の
お父さんも…　（A-21）いままで…　（A-22）原子力発電所から…　（A-23）これからは、…
第 26144 号より　 （A-24）原発を造る時に考えていれば　（A-25）未来をどうするか考えよう　（A-26）風評被害防ぐ
のはマスコミ　（A-27）まずは自分たちができることを　（A-28）自然災害軽く見ていた　（A-29）
福島の大変さ分かってない　（A-30）あったことを正しく伝えて 
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3） 樺島忠夫，寿岳章子，「文体の科学」，綜芸社，京都（1965）
4）「形態素解析システム MeCab」 https://www.mlab.im.dendai.ac.jp/~yamada/ir/MorphologicalAnalyzer/MeCab.html
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1 子ども向けの新聞は 2019 年現在、全国紙として「朝日小学生新聞」「毎日小学生新聞」「読売 KODOMO 新聞」、
ほかに大人向けの地方紙やブロック紙に折り込まれたもの、学校配布による新聞が存在する。
2 樺島・寿岳（1965）3）で示された文体指標の一つで、「形容詞・形容動詞・副詞・連体詞の組の比率 M に 100 をか
けたものを動詞の比率 V でわった値」。
3 調査対象において、ダ・デアル体は 2 件のみである（ただし、1 件のなかの混用も認められる）。
4 家庭や商店を含む、電力の小売全面自由化は 2016 年 4 月 1 日からである。
5 富士市１名を含む（正確には東京電力エリアは富士川以東である。富士川は富士市内を流れ、投書者が富士川の
東西、どちらに居住しているのかは未確認である。）
受理日　　2019 年 11 月 20 日
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Abstract
Today, there are many regional varieties of the English language, especially in the parts that were once under the 
strong influence of Britain and America.  Although it has developed its own traits, each regional variety shows a 
tendency to follow either British English or American English.  The purpose of this paper is to examine short-term 
diachronic changes between the two mainstream varieties and the other regional varieties by comparing the data 
ten years ago and the recent one.  It will be demonstrated that the patterns have shifted and linguistic 
Americanization is underway.
1. Introduction
Today, the English language is spoken all over the world; however, not necessarily exactly the same English 
language is spoken.  There are many regional varieties, especially in the parts that were once under the strong 
influence of Britain and America (their colonies in many cases).  Since each of them has developed its own traits, 
they are regarded as distinct varieties, rather than one single English language spoken in different areas, and now 
they are sometimes lumped as "World Englishes" (see, e.g., Crystal 2003, Kachru et al. 2006, Jenkins 2009 and 
McArthur et al. 2018 among many others).  
It is well-known, apart from the unique characteristics it has developed, that each regional variety shows a 
tendency to follow either British English or American English owing to their historical background. That is, each 
variety shows more similarity to one of the two mainstream varieties than the other.  Lindquist (2009) surveyed 
such similarity patterns seen among nine English varieties by investigating the frequencies of two idiomatic pairs 
(cut a long story short vs. make a long story short; have green fingers vs. have a green thumb) in which the first 
expression in each pair is regarded as more favored in British English while the second one in American English. 
Since almost ten years have passed since Lindquist's survey, it is of interest to see whether the patterns have 
changed or remained the same over the past years.  Thus, the purpose of this paper is to examine short-term 
diachronic changes between the two mainstream varieties and the other regional varieties by comparing the data 
ten years ago and the recent one collected by the same method.  It will be demonstrated that the patterns have 
shifted and, to put it plainly, (further) linguistic Americanization is underway (see Fuchs 2017 for a concise 
summary of preceding studies on this topic).
The rest of the paper will proceed as follows. In section 2, the data collected ten years ago in 2008 by Lindquist 
will be presented.  In section 3, the data recently collected using the same method as in Lindquist (2009) will be 
shown and discussed.  In section 4, longer-term diachronic data by Google Books Ngram Viewer will be provided 
to deepen the observations made in the preceding sections.  In section 5, two recent studies will be reviewed in 
relation to the current study.  Some concluding remarks will be offered in section 6.
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2. Survey in 2008
In this section, the patterns seen among several World Englishes ten years ago will be shown through the data 
Lindquist collected in 2008.
2.1 Method
As pointed out in section one, each regional variety of English is known to show similarities to one of the two 
mainstream varieties, British English or American English.  In order to see which regional variety follows which 
mainstream variety, Lindquist (2009: 96) investigated the frequencies of two pairs of synonymous idioms (cut a 
long story short vs. make a long story short; have green fingers vs. have a green thumb) by searching Google. 
Before presenting his data, two details are in order, the English varieties surveyed and the method for data 
collection.
Examined in his survey were the varieties spoken in the following nine regions: Britain (UK), America (EDU), 
South Africa (ZA), India (IN), Philippines (PH), Hong Kong (HK), New Zealand (NZ), Australia (AU), and 
Canada (CA). The abbreviations in the parentheses are the Internet top-level domain codes that were used for 
Google search1.  Some regions have their own complicated history with Britain and America; therefore, it is 
sometimes difficult to determine which region is more influenced by which of the two, Britain or America. 
Roughly, however, the following simplified relations are assumed for convenience sake: the regional varieties that 
have stronger ties with Britain are South Africa (ZA), India (IN), Hong Kong (HK), New Zealand (NZ) and 
Australia (AU) while the ones with stronger ties with America are Philippines (PH) and Canada (CA). 
For his survey, as mentioned above, Lindquist used Google as a corpus. The total number of words in a Google 
search is unknown so that it is difficult to analyze the data statistically.  It is possible, however, to examine the 
number of hits on Google in terms of the frequency ratio.  Given the fact that the two idioms in each pair are 
synonymous, they can roughly be said to be in complementary distribution.  It is presumable that when a speaker 
(or writer) chooses an idiomatic expression to describe a situation, one variant in each pair (e.g. the cut variant) is 
necessarily chosen over the other (e.g. the make variant).  Thus, by comparing the percentages between the two 
variants in each pair, it can be observed which variety follows which mainstream variety.
2.2 Results and discussions
2.2.1 Cut vs. Make
One of the two pairs of idioms that Lindquist used for the survey was the pair cut a long story short and make a 
long story short. According to Longman Idioms Dictionary (1998), the former is described as British and the latter 
as American.  Therefore, first, it is expected that the cut variant is found more in British English and the make 
variant in American English in Google search. Second, it is also expected that the cut variant is found more in the 
varieties that have stronger ties with Britain such as South Africa (ZA), India (IN), Hong Kong (HK), New 
Zealand (NZ), Australia (AU) while the make variant is more frequent in the ones with stronger ties with America 
such as Philippines (PH) and Canada (CA). Table 1 is the data Lindquist obtained.
Table 1.　（Lindquist 2008: 96; percentages added)
Idiom EDU CA UK AU NZ ZA IN HK PH
cut a long story short
918
(10%)
1710
(12%)
46700
(88%)
11700
(70%)
1910
(84%)
2080
(60%)
3170
(36%)
151
(57%)
113
(30%)
1 The search method employed in this survey is as follows. The exact match method was used, in which the target phrase is 
surrounded by double quotation marks, and each search domain was specified by the "site:" operator in the Google search 
window.
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make a long story short
8100
(90%)
12200
(88%)
6280
(12%)
4900
(30%)
372
(16%)
1380
(40%)
5540
(64%)
115
(43%)
266
(70%)
Note: edu = American academic, ca = Canada, uk = United Kingdom, au =Australia, nz = New Zealand, za = 
South Africa, in = India, hk = Hong Kong, ph = Philippines. For each regional variety, the figure for the 
dominating variant is marked in boldface.
Source: From Google searches, 31 July 2008
The result was a mixed one.  As shown in Table 1, the cut variant and the make variant are more strongly 
favored in British English (UK) and American English (EDU), respectively.  Thus, the first expectation is born out. 
However, it is noticed that the distribution is not "all or nothing."  Even in British English, for example, a sizable 
number of the make variant, which is deemed as American, are found (12%).  Also, the cut variant is found in 
American English as well (10%).  This means that the degree of ratios could become a matter of discussion (i.e. 
the degree of Britishness or Americanness).
Regarding the second expectation, it is more or less born out, but a somewhat unexpected result was also 
obtained.  Among the five varieties (AU, NZ, ZA, IN and HK), which have a strong association with Britain, India 
(IN) shows a pattern similar to that of American English rather than British English contrary to the expectation. 
This suggests that Americanization had already been underway in India. Besides, Lindquist points out that, in 
terms of the ratio between two idiomatic variants, Philippine English (PH) does not seem to be influenced by 
American English as much as one might imagine.
2.2.2 Fingers vs. Thumb
The other pair used for the survey is the variants have green fingers and have a green thumb.  The former is 
regarded as British and the latter American (Longman Idioms Dictionary 1998).  Therefore, again, there are two 
expectations.  First, the fingers variant should be found more in British English while the thumb variant more in 
American English.  Second, the fingers variant should be used more often in the five varieties (ZA, IN, HK, NZ, 
and AU), which have stronger ties with Britain, while the thumb variant in the other two varieties (CA and PH), 
which have stronger ties with America. Table 2 shows the results. 
Table 2.　（Lindquist 2008: 96; percentages added)
Idiom EDU CA UK AU NZ ZA IN HK PH
have green fingers
7
(1%)
9
(1%)
1450
(65%)
67
(9%)
105
(87%)
30
(65%)
5
(45%)
2
(18%)
1
(14%)
have a green thumb
1010
(99%)
1590
(99%)
767
(35%)
717
(91%)
16
(13%)
16
(35%)
6
(55%)
9
(82%)
6
(86%)
Source: From Google searches, 31 July 2008
The first expectation is born out.  As shown in Table 2, the fingers variant and the thumb variant are more 
strongly favored in British English and American English, respectively.  Thus, a difference between British English 
and American English is once again confirmed.
The results seen among regional varieties were, however, somewhat unexpected.  Among the above five 
varieties (AU, NZ, ZA, IN and HK), which are expected to follow the British English pattern, only two, New 
Zealand (NZ) and South Africa (ZA), showed the pattern similar to that of British English and the remaining three 
varieties (AU, IN, and HK) showed similarity to American English.  It seems that, in addition to India (IN), which 
showed the behavior contrary to the expectation in the cut-make pair above, Americanization had been underway 
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also in the two regions (AU and HK).  Two more observations can be made.  One is that New Zealand (NZ), which 
favors fingers by 87%, is "more British" than British English (UK), which does so by 65%.  The other observation 
is that, as is pointed out by Lindquist, American and Canadian English strongly disfavor the fingers variant (just 
1%). 
2.3 Summary
The observations on the Lindquist's data collected in 2008 can be summarized as follows.  First, the demarcation 
line between British English and American English can still be clearly seen as long as the two pairs of idioms are 
concerned. Second, in some varieties, linguistic Americanization was already making its way ten years ago.  
3. Survey in 2018 
Ten years have passed since the Lindquist's survey in 2008, so it is of interest to see whether there has been any 
difference in the trends over the past ten years. Recently, I investigated the same idiom pairs as used in Lindquist's 
research in Google. Each pair will be discussed below in order.
3.1 Results and discussions
3.1.1 Cut vs. Make
Regarding the cut-make pair in the Lindquist's 2008 survey, four varieties (AU, NZ, ZA and HK) followed the 
British English pattern in which the cut variant outweighs the make variant, while three varieties (CA, IN and PH) 
showed the American English pattern, which has the opposite frequency pattern.　Table 3 is the result of the 
current survey in 2018.
Table 3.
Idiom EDU CA UK AU NZ ZA IN HK PH
cut a long story short
2510
(17%)
7490
(11%)
71700
(50%)
21800
(33%)
5040
(26%)
5320
(54%)
5360
(34%)
1160
(26%)
1380
(14%)
make a long story short
12000
(83%)
61400
(89%)
71300
(50%)
43300
(67%)
14200
(74%)
4460
(46%)
10200
(66%)
3270
(74%)
8560
(86%)
Source: From Google searches, 7 September 2018
A surprising result was obtained. As shown in Table 3, six varieties (CA, IN, PH, AU, NZ, and HK) exhibit the 
American English pattern. Only one variety, South Africa (ZA), retains the British English pattern.  What is 
interesting is that even in the two varieties, UK and ZA, which shows the British English pattern, the two variants 
are being used with almost equal frequency (almost a ratio 1:1).  It can further be pointed out that, given 54% for 
cut, ZA is now "more British" than British English (UK) in which cut is 50%. These findings strongly suggest that 
Americanization has been underway in all the varieties, including British English. This change in British English 
implies that it could become useless in the near future to use this idiom pair to distinguish British English and 
American English.  It might be worth noting in passing that American English has been slightly Britishized (10 % 
to 17 % for cut).
3.1.2 Fingers vs. Thumb
Even more surprising findings were obtained concerning the other fingers-thumb pair.  Table 4 shows the results.
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Table 4.
Idiom EDU CA UK AU NZ ZA IN HK PH
have green fingers
110
(4%)
2360
(1%)
9210
(4%)
3270
(2%)
1390
(3%)
1190
(57%)
407
(10%)
134
(20%)
6
(0%)
have a green thumb
2790
(96%)
158000
(99%)
235000
(96%)
158000
(98%)
50600
(97%)
911
(43%)
3530
(90%)
546
(80%)
20600
(100%)
Source: From Google searches, 7 September 2018
In the 2008 survey, two varieties (NZ and ZA) followed British English and five varieties (CA, AU, IN, HK, 
and PH) followed American English. In the current survey, however, six regional varieties (CA, AU, IN, PH, NZ, 
and HK) and British English (UK) follow the American English pattern. Out of the nine varieties examined, only 
one variety, South Africa (ZA), has retained the British English pattern observed ten years ago, which British 
English itself does not seem to retain any longer.  In this pair, American English and British English show the same 
percentage, 4%, for fingers. 
Several interesting observations can be made.  New Zealand (NZ) shows the most considerable change, which is 
beyond our imagination.  In 2008, 87% favored fingers, but in 2018 just 3% does so.  NZ was "more British" than 
British English in 2008 (see 2.2.2), but now NZ (97% for thumb) is "more American" than American English (96% 
for thumb).  As a matter of fact, there are three more varieties, CA (99%), AU (98%) and PH (100% after rounding 
up), which are "more American" than American English. Besides, the same change in American English as 
mentioned in the last part in the previous section is observed here again.  American English, which used fingers by 
1% in 2008 but uses it by 4% in 2018, has been somewhat "Britishized" over the past ten years.
Probably the most critical finding is that it is highly likely that this idiom pair has lost its linguistic status to 
demarcate British English and American English, although it could possibly be used to distinguish South African 
English from the other varieties.
3.2 Summary
The comparison between Lindquist's survey in 2008 and the current one in 2018 can be summarized as follows. 
In both idiom pairs, linguistic Americanization was observed among the regional varieties of English, including 
British English, although it had been seen to some extent in some regional varieties already in the 2008 data (India, 
Australia, and Honk Kong).  As long as the second pair, fingers-thumb, is concerned, it seems difficult to maintain 
the demarcation between British English and American English. 
One additional note is in order.  What is interesting is that some decrease in the percentages is observed in 
American English.  The percentages changed from 10% to 17% for cut and from 1% to 4% for fingers, 
respectively, both of which are deemed British.  It suggests that some "deamericanization" (or "Britishization") has 
happened in American English.  It implies that linguistic change is not always unidirectional.  We can catch a 
glimpse into a dynamic aspect of the linguistic ecology.
4. A survey on the historical distribution 
In this section, longer term historical distributions of the four variants (two idiom pairs) will be examined to see 
whether their historical distributions before Lindquist's survey in 2008 had been what we expect for them.
4.1 Google Books Ngram Viewer2
According to the dictionary used for reference (Longman Idiom Dictionary), the cut and fingers variants are 
2 http://books.google.com/ngrams
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deemed as British English and the make and thumb variants American English.  It is expected that one of the two 
variants is consistently used more frequently over the other in history regarding each of British English and 
American English.  The demarcation in the dictionary is made based on the usage or frequency at the time it is 
compiled.  That is, there is no guarantee that the four idiomatic variants in question have historically been used as 
consistently as one might expect.  
Now, it is possible to see how the frequency of expression has changed (or stayed the same) historically by 
using Google Books Ngram Viewer (GBNV hereafter) launched in 2008.  GBNV is an online search engine that 
graphically displays the frequencies (per million words) of the search strings delimited by comma.  It uses a yearly 
count of n-grams found in sources printed (i.e., books) between 1500 and 2008. It was surveyed by using GBNV 
whether the four expressions in question have historically been used with the expected pattern throughout history.  
Before examining the data, the following two things should be made clear. First, it needs to be noted that 
although the two types of data we use in this study, results of the Internet searches (Google) and GBNV, are both 
available through the Internet, the media types are different. While the former data, which we referred to in the 
previous sections, is from a large aggregation of texts in miscellaneous websites on the Internet, the latter data 
from GBNV is that of scanned texts in published books. Second, the default smoothing value three was used to 
create all the graphs below.
4.2 Make vs. Cut
Figure 1 shows the historical frequencies of the two variants in American English.  It can be seen that in 
American English, the make variant always outnumbers the cut variant throughout the period during which data is 
available.  This suggests that in American English, the make variant has been favored over the cut variant also in 
terms of history and it is reasonable to assume that this frequency balance between the two expressions is a pattern 
characteristic to American English in terms of long-term diachronic perspective as well.  That is, the expected 
historical distribution was found for American English.  On the other hand, however, in British English, this is not 
true.
Figure 1. (American English; Smoothing 3)
Figure 2 shows the frequency patterns of the two expressions in British English.  In British English, unlike 
American English, there is a historical twist regarding the frequencies of the two expressions.  As seen in Figure 2, 
first, the make variant outnumbered the cut variant from the earliest available year to around 1920, but it peaked 
around 1930 and decreased afterward. Around 1930, cut outweighed make and the same trend went on. On the one 
hand, some might question whether it is reasonable, given the historical twist, to use the distribution of this idiom 
pair as a characteristic trait of British English; on the other hand, however, it is true that the cut variant has 
outweighed the make variant in British English since the 1930s. Although the change in the frequency of the two 
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variants in the history of British English is intriguing, this is a topic for another investigation.  
Figure 2. (British English; Smoothing 3)
It might, however, be worth noting in passing that in OED, the expression cut a long story short cannot be found 
in the entire dictionary. Regarding the other one make a long story short, four matches in two entries are found. It 
does seem that both Longman Idioms Dictionary (1998), which was used for the previous sections about the past 
ten years, and OED neatly reflect the change in the trend seen in Figure 2.  
In sum, given the twist in the British English data, the overall picture regarding the cut-make pair is less 
straightforward than it might look at first sight. Although it does not invalidate what we found and discussed in the 
previous section, it seems necessary to take a closer look at the make-cut pair.
4.3 Fingers vs. Thumb
Now, let us turn to the other fingers-thumb pair.  Figure 3 shows the output of American English.  As shown in 
the graph, the trends in the two varieties are steady, and almost always the thumb variant has outweighed the 
fingers variant since the expressions emerged around the 1930s. The American English's overwhelming preference 
for the thumb variant, which was observed in both Lindquist's and our studies, is also confirmed by this graph. 
 
Figure 3.  (American English; Smoothing 3)
Figure 4 indicates the historical changes of the two variants' frequencies in British English.  The fingers variant 
consistently outweighs the thumb variant until around the 1990s, but after that they competed for a short period 
and fingers gained more popularity than thumb again until 2008, which matches what Lidquist found in 2008. 
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 Figure 4. (British English; Smoothing 3)
As seen in the four graphs, while basically the same patterns as in the previous sections were found for 
American English, British English shows more complex changes in frequency regarding the two variants in each 
idiom pair.  It seems to indicate that the direction of influence has largely been unidirectional from America to 
England rather than bidirectional as long as these two idiom pairs are concerned at least.  It is of interest to see 
whether the same phenomena can be observed regarding other synonymous idioms. This issue is another intriguing 
topic which could be usefully explored in further research.
5. Previous studies on linguistic Americanization
In this section, among many others, two recent studies on linguistic Americanization will be reviewed and 
discussed in relation to the current study.
5.1 Gonçalves et al. (2018)
Gonçalves et al. (2018) investigated Americanization seen in world-wide varieties of English in terms of 
spelling and vocabulary using Twitter and Google Books. First, they analyzed the Twitter data with geography 
information to see which vocabulary is used, the British word (e.g., railway) or the American word (e.g. railroad). 
They found that, with three exceptions out of 30 countries, all the countries use American vocabulary more or less. 
Regarding spelling, only seven countries, out of 30 countries, follow the British style.  They also investigated 
diachronic changes using Google Books.  Since around 1828 when Noah Webster's first American English 
dictionary appeared, the American style spelling and vocabulary have gained popularity to date.  The last 20 years 
have seen a rather drastic increase of the American spelling and vocabulary even among the books published in the 
UK.
There are similarities and differences between their research and the current one.  They are similar in both 
utilizing data from the Internet, although the types of data are not exactly the same since they specifically use 
Twitter data. The biggest difference is the scope of the investigation. While they surveyed thirty countries, nine 
countries were examined in the current study. 
5.2 Fuchs (2017)
Fuchs (2017) analyzed the Philippine English. The Philippines was once an American colony and, as a natural 
consequence, Philippine English is well-known to be under the American English influence from the beginning. 
Given this fact, some might wonder whether it can be a valid question whether Philippine English has been 
Americanized or not. Fuchs claims that the British English influence is still seen and the notion of Americanization 
is valid for the Philippine English as well. He carried out a diachronic comparison using the data from two corpora, 
Phil-Brown corpus for the 1960s and ICE-PHI corpus for 1990s. He investigated 17 pairs of synonyms such as 
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lorry/truck and film/movie and 11 spelling differences such as -ise/-ize in verbs and -isation/-ization in nouns. The 
result was that British spellings and lexis were found in the 1960s corpus to some degree; however, in almost all 
cases, the ratio of the British pattern diminished in the 1990s corpus.  
In Fuchs (2017), he specifically analyzed only Philippine English, so the type of inquiry is different from the 
current study.  His findings, however, coincide with the tendency we found.  In our data, the Philippine English 
had already shown the American English pattern (70% for make and 86% for thumb) in 2008 and the ratio changes 
to 86% for make and 100% for thumb in 2018.  That is, (further) Americanization of the Philippine English he 
found is also backed up in the current study as well.
5.3 Comparison with the current study
Both Gonçalves et al. (2018) and Fuchs (2017) analyze the data in terms of vocabulary and spelling.  That is, 
what both studies investigate is lexical and sub-lexical level.  The current survey, which is based on Lindquist 
(2009), is an investigation in terms of phrasal level.  Therefore, they complement each other in terms of linguistic 
level.  It was demonstrated in the current study that investigation at the phrasal level, both synchronic and 
diachronic, can provide another area of inquiry worth paying more attention to.
6. Concluding Remarks
In this paper, it was shown that regional varieties of English, World Englishes, have been changing and the 
American English pattern is becoming more dominant over the British English pattern.  The overall results 
obtained were something we had more or less anticipated: with almost no exceptions, Americanization was found 
in all the regions surveyed (exceptions: Hong Kong in the fingers-thumb pair and America in both pairs). Given 
the fact that global political, economic and cultural dominance for the rest of the world has shifted from the UK to 
the US and it is still continuing in the present, many of them should come as no surprise. There were some 
unexpected findings as well, however.
There were two significant findings worth mentioning again.  One is the degree of changes.  Among others, for 
example, New Zealand, which had been “more British” than British English in the 2008 survey, turned out to be 
“more American” than American English in the 2018 survey regarding the fingers-thumb pair (see 3.1.2). The 
other is the change in British English.  American English and British English had still shown clear contrasts in the 
2008 survey, so the demarcation between American English and British English was clear as long as the two idiom 
pairs were concerned. The difference, however, has been blurred due to the significant shifts in British English 
toward the American English pattern especially that there was almost no difference between American English and 
British English in frequency regarding the fingers-thumb pair in the 2018 survey.  This suggests that this idiom 
pair cannot be used to distinguish American English and British English any longer. 
A longer-term data of the two idiom pairs were also examined through Google Books Ngram Viewer.  While 
American English showed the expected discrepancies between the two variants in each pair throughout the data 
available, British English showed interesting twists in frequency, which needs to be further investigated in future 
research. 
This paper needs to be concluded with cautionary remarks.  It has been pointed out by many researchers, 
including Lindquist (2009), that using Google for academic purposes has many unsolved problems (see Kilgarriff 
2007 for known problems with using Google and possible solutions; also see Penchenick et al. 2015 for problems 
and limitations Google Books Ngram Viewer has).  The results of the survey based on them, obviously including 
this survey itself, could be undermined accordingly.  However, in order to create hypotheses and test them, the 
gigantic scale of Google is appealing, and it is still considered worth exploring.  As long as researchers are aware 
of its pitfalls, it should be useful as a tool to explore what has not been explored.
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Abstract
Twenty studies on developmental Gerstmannʼs syndrome, primarily case reports, were reviewed to clarify 
the focal points for diagnosing childrenʼs finger agnosia. The following four focal points were revealed: （1） 
Several finger agnosia tests, including both “verbal” and “nonverbal” types, should be conducted； （2） con-
crete and objective data （e.g., correct rates and not subjective descriptions） are required in the diagnosis pro-
cess； （3） the diagnosis of childrenʼs finger agnosia should be performed as objectively as possible through 
comparisons with children who are developing typically； （4） finger agnosia tests cannot adequately diag-
nose finger agnosia in children under 8 years of age.
はじめに
Gerstmann（ゲルストマン）症候群（Gerstmannʼs syndrome；GS）は、手指失認（finger agnosia）、左右弁別
障害（right-left disorientation）、失算 （acalculia）、失書（agraphia）の四徴を併せ持つ病態である。その責任
病巣は左半球角回（dominant angular gyrus）を中心とした頭頂後頭（parieto-occipital）領域 1）とされている。
GS 四徴の一つで本稿の主題である手指失認は、知的能力障害、精神障害、あるいは失語症などを認めず、
触れられた自己の指や他者の指の呼称や指示ができない、指で作る種々の指形もできないなど手指に
限った失認 1）である。GS は脳血管疾患などの後遺症として後天的（acquired）に発生する。
こうした後天的 GS とは別に、発達性 Gerstmann 症候群（Developmental Gerstmannʼs syndrome；DGS）2）
と呼ばれる発達障害の一種がある。GS とは異なり DGS は、四徴が出そろうのではなく、四徴が種々の
組み合わせで現れる不全型が多い 3）4）。また、四徴以外に構成失行（constructional apraxia）を合併するこ
ともよくある 4）。DGS 児は、知的水準はほぼ正常だが、計算や書字の困難さから、重篤な限局性学習
障害（SLD）に進展する可能性があると指摘 5）されている。つまり、SLD の重症例の中に DGS 児が含ま
れているということである。
SLD と診断はされたものの、その背後の DGS の存在を見過ごされた児は、相応の介入を受けられず、
低学力のまま小・中学時代を過ごす傾向が認められる 6）。しかし、DGS を疑い、手指失認検査が実施
されることは、本邦の臨床現場では殆どない。手指失認検査は SLD 児の中の DGS の検出と介入法の探
索に有効と思われるため、その普及が望まれる。
ただし、手指失認検査には、どのような検査を用いて、どのような所見が得られた場合に手指失認と
判断するかという判定上の課題がある。さらに DGS に限っては小児ならではの固有の課題もある。そ
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れは、成人とは異なり、小児の手指認知（finger gnosis）能力は未熟であり、それが成熟するのは思春期
頃 4）7）になることである。低年齢なら、たとえ健常でも、手指失認検査で失敗するのは普通である。こ
のような「正常」の失敗と手指失認すなわち「病的」な失敗を判別することの困難さ、つまり検査精度
（accuracy）の問題である。
DGS の手指失認判定に関する以上の問題意識に基づき、本研究では、DGS 関連の先行研究に採用さ
れた手指失認検査法及び判定法を検証し、小児を対象とした手指失認検査の留意点を明確化することを
目的に文献レビューを行った。
文献検索の方法
“developmental Gerstmannʼs syndrome” あるいは “developmental Gerstmann syndrome” をキーワードに
PubMed 及び Web of Science で検索した。さらに、CiNii 及び医中誌 Web を用いて「発達性 Gerstmann 症
候群」あるいは「発達性ゲルストマン症候群」をキーワードに検索した。ヒットした文献（学会抄録は除く）
の中から、手指失認を判定している文献を選択し、さらにこれらの論文末尾の引用文献の中から本研究
の主旨に合致した文献を収集した。その結果、欧文論文 11 本、邦文論文 9 本の計 20 本の文献が抽出さ
れた（Table 1）。
結果と考察
DGS研究の動向
Table 1 の文献は発行順に番号を付与して並べられている。Table 左端の整理番号 1（以下、本文中、
整理番号は、たとえば 1 番なら［1］と、［ ］に整理番号を入れて表記する）の Kinsbourne & Warrington
（1963a）8）の論文を嚆矢として、DGS を主題とした論文は、1970 年代、80 年代、90 年代、さらに 2000
年以降もコンスタントに発表されていることがわかる。ただ、研究数は極めて少なかった。今回の検索
から漏れた論文もあるだろうが、傾向としては、DGS は SLD 周辺の障害 3）ながら、SLD のように研究
者の関心を集めることもなく、50 年以上にわたり、非系統的に研究されてきたと言えるだろう。
研究スタイル・対象年齢・概要
Table 1 からわかるように、研究スタイルは殆ど（18/20 本）が症例報告であった。その中には純粋な
DGS 症例の報告［2］のほか、DGS と他の精神神経疾患（てんかん［5］［13］、多発性硬化症［11］、小児髄
芽腫［3］、Asperger 障害［17］、学習障害［6］［8］［16］［18］）や染色体異常（Fragile X 症候群［10］）の合併
例が含まれていた。すなわち Kinsbourne & Warrington（1963a）8）が指摘したように、DGS は単独でも、
他の障害との合併でも現れるということである。さらに、DGS は四徴ではなく、色々な組み合わせで
出現することが指摘 3）4）されており、事実、［11］［13］では書字障害を欠く「三徴」であった。 
実証研究は 2 つ（［6］［10］）みられた。一つは、計算障害のある児を、読字能力の高低で 2 群に分け、
両群間の手指認知能力に差が認められないことを示した研究 13）［6］であり、もう一つは、Fragile X 症候
群の女性患者（ヘテロ接合型）の 2/3 以上が DGS の症状を呈することを明らかにした研究 17）［10］であっ
た。
対象年齢に関しては、7 － 13 歳の年齢を対象にした研究が多く、この年齢域が DGS の診断がもっと
も行われやすいことがわかる。他方、4 歳 8 ヶ月から 10 歳まで長期観察を行った研究 5）［20］や成人 17）
25）26）［10］［18］［19］を対象とした研究もみられた。
手指失認検査と判定法
Table 2 は各論文で採用されていた検査法と判定法（基準）をまとめたものである。Table 2 の左端には
Table 1 と同様の順に整理番号が付与されている。また、Table 2 の中で示された代表的な手指失認検査
法について、それらが紹介された元文献等に記載された検査法を、書かれていた通りにできるだけ忠実
に記述したのが Table 3 である。Table 2 をみると、手指失認が認められた事実のみの記述に留まり、そ
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の判定に至る手続きが不記載の研究［11］［16］や、検査名の記載があっても、具体的な手続きには言及
していない研究［4］［10］もみられた。
最も採用頻度の高かった検査法は、検査者が被検者の指を触り、触られている指の名を被検者に答え
させる finger naming test （Table 3）であり、計 14 本の論文において本検査が採用されていた。この中の 2
本の論文［13］［20］では、finger naming test 単独で手指失認が判定されていた。
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,1
99
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分
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＋
D
G
S
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月
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頭
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性
ニ
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遊
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障
害
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女
児
症
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に
お
い
て
書
字
障
害
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除
く
D
G
Sの
症
状
が
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現
し
た
こ
と
を
報
告
T
ab
le
 １
．
D
G
Sに
関
す
る
先
行
研
究
Ta
bl
e 
1．
D
G
S
に
関
す
る
先
行
研
究
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＋
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で
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困
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ア
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D
G
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存
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深
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張
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症
例
D
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S
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歳
男
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D
G
Sの
既
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つ
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性
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効
果
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検
証
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S
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ま
で
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が
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受
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に
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摘
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整
理
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発
行
年
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に
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与
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て
い
る
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ら
れ
た
.
fi
ng
er
 n
am
in
g 
te
st
は
不
完
全
.f
in
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Table 3. 代表的な手指失認検査
finger naming test（手指呼称検査）
検査者が被検者の指を触り、触られている指の名を被検者に答えさせる検査。被検者にまず開眼にて（視覚的に確認させて）返
答させ、それが出来たら次に閉眼（視覚的な確認なし）で答えさせる。
two point finger test（二点指識別検査）（Kinsbourne & Warrington, 1963b）27）
検査者は被検者の同じ指か異なった指の 2 点を同時に触れ、何本（1 本あるいは 2 本）の指を触れられているかを返答させる。「私
が触っている指の数は何本ですか？一本ですか二本ですか？」と尋ねる。返答が得られるまで触り続け、その後、返答の正誤を
視覚的に確認させる。各手につき 4 回、両手で 8 回試行する。同じ指を二カ所触れるパターンと隣接した指（一カ所ずつ）二本を
触れるパターンを不規則に呈示する。各手 4 回の試行の中には、同じ指を二カ所触れるパターンと二本の指を触れるパターンを
2 回ずつ含まれる。検査に先立ち開眼で次のようにわかりやすく説明する。「今、私はあなたの一本の指を触っています。次は
二本の指を触っています。さて、今私はあなたの何本の指を触っていますか？」被検者が課題内容を正確に理解できるまで検査
は行わない。8 試行中 6 試行以上正答した場合を「通過」とする。
in between test（指間指数検査）（Kinsbourne & Warrington, 1963b）27）
検査者は被検者の 2 本の指を同時に触れ、触れられた指の間に何本の指があるかを被検者に返答させる。具体的には、「私が触っ
ている指の間に何本の指がありますか？中に何本ありますか？」と尋ねる。被検者が返答するまで触り続ける。返答の後、返答
の正誤を視覚的に確認させる。各手につき 4 試行、計 8 試行行う。指の触り方は不規則に行う。ただし、両手ともに正答が「0」
が 1 回、「1」が 2 回、「2」が 1 回含まれるようにする。検査に先立ち、被検者の理解を促す目的で、開眼で「今、間に何本の指が
ありますか？この場合は何本ですか？」と質問し、被検者が課題内容を確実に理解していることを確認する。理解が不十分な状
態では検査を始めない。8 試行中 6 試行以上正答の場合を「通過」とする。
wooden block test（積み木検査）（Kinsbourne & Warrington, 1963b）27）
4 種類の形態の木製の凸凹の積み木が机に置かれている。被検者に閉眼で、手のひらに積み木を一つ握らせ、開眼後、机上の
4 つの積み木の中から握った積み木と同型の積み木を当てさせる。「あなたの手の中にある積み木と同じ積み木はどれですか？」
と教示して検査する。被検者が返答したら、目を開けさせ、自分の答えが正解かどうか視覚的に確認させる。検査に先立ち、開
眼で「この積み木と同じ形の積み木がどれですか？」と尋ねる。被検者が課題内容を十分に理解してから検査を始める。
finger identification test（手指図同定検査）（Benton, 1959）28）
片手を開扇して机上に置かせ、児の正面にはその手と同側の手指図を置く。ボール紙のつい立てで視界を遮りながら、1 本あ
るいは 2 本の指に触れる。触れられている指を対側の手指で図示させる。
finger localization test（手指位置検査）（Benson & Geschwind, 1970）9）
片手を目の前に開扇して机上に置かせ、対側の手は背中側に（被検者からは見えないように）置かせる。検査者は被検者の背中
側に置かれた手指の何れかの指を触り、対側、すなわち被検者の目の前の手の対応する指を挙上させる。
naming of single fingers（被検者自身の手）（Poeck & Orgass, 1969）29）
検査者は被検者の指を指し示し、被検者にその指を呼称させる。その際、検査者は被検者の指に直接触れないよう注意する。
両手で 16 試行実施する。
naming of single fingers（図の手）（Poeck & Orgass, 1969）29）
検査者は図に描かれた手の指を指し示し、被検者にその指を呼称させる。両手で 16 試行実施する。
understanding of finger names（被検者自身の手）（Poeck & Orgass, 1969）29）
検査者は一本の指を呼称し、被検者に自身の該当する指を動かして示させる。両手で 16 試行実施する。
understanding of finger names（図の手）（Poeck & Orgass, 1969） 29）
検査者は一本の指を呼称し、被検者にその指を図示させる。両手で 16 試行実施する。
finger naming test に次ぐ高い頻度で用いられたのは Kinsbourne & Warrington（1963b）27）が開発した 3
検査（two point finger test、 in between test、 wooden block test）であった。3 検査すべて、あるいはそれらの
中の一つないし二つを実施した研究は計 6 本みられた。
Kinsbourne & Warrington（1963b）27）は、finger naming test のように言語能力が要求される検査は言語発
達に躓きがある対象者には適さない点を考慮し、言語能力の介入を最小限に抑える意図でこれら 3 検査
を考案したのである。これらの検査と同様、言語能力すなわち呼称や指名の理解を求めない検査には、
Table 3 に示すように、Benton（1959）28）による finger identification test や Benson & Geschwind（1970）9）が
考案した finger localization test がある。前者は［6］、後者は［2］［10］の文献で使用されていた。
多くの研究で複数の検査を組み合わせていた。最も多かった組み合わせパターンは finger naming test
と understanding of finger names（Poeck & Orgass、196929）；Table 3 参照）の組み合わせであった（計 5 本が
該当）。understanding of finger names（指の名の理解）は検査者が口頭で教示した指の名を理解し、それに
D11759_72001047_萱村.indd   38 2020/03/13   10:24:36
発達性 Gerstmann 症候群の手指失認検査に関する文献的検討
－ 39 －
該当する指を動かして返答する検査である。finger naming test と understanding of finger names はともに
言語能力が求められる。したがって、finger naming test 単独ないしこれら 2 検査の組み合わせから手指
失認を判定する場合、どうしても言語能力の影響を受けることになる。一方、finger naming test と
Kinsbourne & Warrington（1963b）27）の 3 検査（あるいはその一部）を組み合わせた研究も計 4 本（［7］［8］［9］
［12］）みられた。これらは、” 言語系 ” と ” 非言語系 ” 検査を組み合わせて多角的に手指失認を判定しよ
うとしたものである。Table 2 をみると、これら 4 つの研究の判定法は何れも、正答率や判断の基準に
された根拠（Kinsbourne & Warrington（1963b）27）による健常児の手指認知能力の発達データ）が明示され
ているなど、具体的かつ客観的に記述されていた。 なお、 スペインの Fournier, García Peñas, Gutiérrez-
Solana, & Ruiz-Falcó Rojas（2000）22）［15］の研究では “ 非言語系 ” の検査である Luria DNI の下位検査
（subtest 4）が使用されていた。
手指失認検査の留意点
上述のように、finger naming test と understanding of finger names の 2 検査は何れも音声言語能力が求
められるため言語発達に躓きのある対象者には適さない。その意味で、finger naming test 単独ないしこ
れらの検査の組み合わせで手指失認の存在を判定することには無理があり、これらの検査に言語能力を
あまり要さない “ 非言語 ” 的な検査を加えるのが適切と考えられる。
また、検査結果の示し方では、単に「呼称できなかった」「間違えた」などの主観的記述ではなく、正
答率等の数値を用いた具体的で客観的な提示が必要である。Kinsbourne & Warrington（1963b）27）は two 
point finger test、in between test 及び wooden block test を健常児に実施し、手指認知能力の発達データを
提示しており、今回も多くの研究において彼らのデータが引用されていた。彼らのほかにも手指認知能
力の発達研究 28）30）31）32）はいくつかみられる。本邦でも広瀬（1967）33）や筆者らの研究 7）34）35）36）などがある。
可能な限りこうした健常児の手指認知能力の発達データに基づき手指失認の有無を判定することが、判
定の客観性の向上につながる。
Kinsbourne & Warrington（1963a）8）は上記 3 検査において 7 歳 5 ヶ月で 95％の児が基準に達した（通過
した）ことから、 顕著な知的能力障害がなく、手指の識別の困難さがあるとき、8 歳を開始年齢にして手
指失認を判断することが妥当であると指摘した。換言すれば、8 歳よりも低年齢では検査の精度が低く、
手指失認の判定は難しいと言うことである。筆者 7）も健常児を対象に finger naming test、two point finger 
test、in between test 及び finger identification test の 4 検査を実施し、これらの中で、小学校 1 年生（6.3 － 7.3
歳）の時点で通過率が 95％を超えるのは two point finger test のみで、残りの 3 検査の小学校 1 年におけ
る通過率は 50 － 70％に留まることを明らかにした。したがって 8 歳より前の年齢では手指失認検査の
精度は低いと考えるのが妥当だろう。
DGS の手指失認の判定における留意点をまとめると、（ⅰ）“ 言語 ” と “ 非言語 ” の両面から複数の手
指失認検査を試みること、（ⅱ）検査結果は、正答率などの数値を用い、具体的かつ客観的に示すこと、（ⅲ）
健常児の手指認知能力の発達データの存在する検査では、可能な限りそのデータとの比較で判定を行う
こと、（ⅳ）8 歳より低年齢では手指失認検査の精度は低いこと、の 4 点になる。 
今後の課題
近年では GS 四徴の基礎に心的イメージの操作障害がある 37）とされている。これが DGS にも該当す
るとすれば、手の形態や操作のイメージに着目した検査法が今後求められる可能性がある。
DGS は不全型が少なくない 3）4）ため、DGS という疾患単位ではなく、徴候（手指失認、左右弁別障害、
計算障害、書字障害、構成失行）を基本単位にしたほうが実態に即しているようにも思われる。Table 1、
Table 2 の［10］に示す Grigsby, Kemper, Hagerman, & Myers （1990）17）が用いた「DGS を示唆する sign（徴候）」
すなわち “Gerstmann sign” はその一例である。Gerstmann sign の中の手指失認と左右弁別障害は soft 
neurological signs（SNS）でもある。このことは、手指失認や左右弁別障害は、計算障害や書字障害と関連
した SNS である可能性を示唆しており、実際、こうした考えに立脚した研究が少なからずみられる 39）40）。
計算や書字など高次機能の予測変数としての手指認知能力の意義を検討する研究が今後増加するとすれ
ば、手指失認（認知）検査の方法論がより問われることになるだろう。
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武庫川女子大学紀要
女子大生における心理学的タイプと精神的健康，主観的適応との関連
佐　藤　淳　一
（武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科）
Relations among Jungʼs psychological types, mental health and 
subjective adjustment for undergraduate female students
Junichi SATO
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women’s University
Abstract
The relations among Jungʼs psychological types, mental health, and subjective adjustment for undergradu-
ate female students were investigated.  Undergraduate female students （n = 256） completed the Jung Psy-
chological Types Scale （JPTS） and General Health Questionnaire 28 （GHQ 28）, whereas another female 
students （n = 240） completed JPTS and the subjective adjustment scale （Among 240 students, 153 students 
completed all scales）.  Results indicated that “anxiety and sleeplessness” and “tendency of depression” 
scores on the GHQ 28 were significantly lower in introverted feeling types than extraverted feeling types. 
Total scores on the subjective adjustment scale were significantly lower in introverted feeling or sensation 
types than extraverted feeling or intuition types.  These results suggest that the introverted feeling types of 
Jungʼs typology tend to be associated with relatively low levels of mental health and adaptation.
問題と目的
大学生は大学時代にさまざまな経験を通して、自分らしさや自分とはどのような人間かについて考え、
社会に出るための準備期間として位置づけられる。そのため、大学生の時期は自分という人間を見つめ
直しアイデンティティを確立していく時期と言える。疾風怒涛の時期と呼ばれるように、そもそも葛藤
や混乱を経ながら成長し、自己形成するものと従来は考えられてきた。
ところが近年は、葛藤や混乱を経て自己形成に至る前の段階で、学生生活自体に不適応を起こすこと
が深刻な話題となっている。たとえば、谷島（2005）の調査によると、約半数近くの大学生が入学後に一
度は大学を辞めたいと思ったことがあると回答し、その理由として、「目的意識・学力のズレ」、「学校・
授業への不満」、「人間関係」などを挙げている。葛藤や混乱を通して自己形成するのではなく、葛藤や
混乱を避けるために大学生活から遠ざかる様子がうかがえる。
かつて大学生の長期欠席はとくべつな事情を除いて、ある意味で学生本人の意思と捉えられる風潮が
あった。しかし現在、不登校の問題は大学においても大きな問題として取りあげられている （小柳，
2014）。大学生活に馴染めず、周囲に疎外感を感じ、不登校に至るプロセスが指摘されているが （太田・
甲村・児嶋，2008）、問題の背景には以前と比べて多くの人にとって大学進学が可能となり、将来の目
標や目的をもたずに入学する時代となったことも遠因として挙げられる。
また、大学生活の適応面だけでなく、大学生自身の精神的健康面も悪化しているという報告もある（平
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野，2005）。一般的に不適応状態が続いた後に精神症状を示すようになるが、なかには環境に表面上適
応していても精神的不健康に陥る場合もあれば、逆に不適応の状態であっても精神的健康を維持してい
る場合もありうる（北村，1965）。そのため、大学適応と精神的健康は分けて捉える必要がある。
近年、精神障害の神経生物学的側面が注目され、特定の生物学的、遺伝学的要因から診断を捉えよう
とする試みが研究の主流となり、以前のように精神障害の背景にあるパーソナリティを扱うことは減っ
てきている。しかし、いくつかの研究で単極性の大うつ病などの感情の基底をなすパーソソナリティが
明らかになっている（Heerlein, Richiter, Gonalez & Santander,1998）。このパーソナリティ特徴のなかでも、
内向性は単極性の大うつ病の中核的なパーソナリティであることが指摘されている（Janowsky，2001）。
向性の点から精神的健康との関連を調査したものとして、EysenckのMPIとGHQ28を用いた検討では、
精神的不健康は神経症傾向と正の有意な相関を示すのに対し、社会的外向性とは無相関であった（中川・
大坊，1985）。また、5 因子性格検査と GHQ を用いた検討では、外向性はうつ傾向と弱い負の関連を示
すが、精神的健康と関連は認められなかった（夏野，1998）。こうした結果から、向性は活動性やエネル
ギーの水準を示す概念であり、精神的健康とは独立したものと捉えられている。
ただし、このような調査の多くは特性論的アプローチに終始しているため、パーソナリティの全体像
を把握することが重要な臨床場面ではモザイク的、断片的な理解に留まってしまうおそれがある（河合，
1986）。そこで本稿は、類型論的アプローチの一つである心理学的タイプ Psychologiche Typen（以下、タ
イプ論と略；Jung，1921）の観点からパーソナリティ特性を捉えることとする。
タイプ論とは、外向（extraversion）、内向（introversion）と呼ばれる一般態度（general attitude）に、思考
（thinking）、感情（feeling）、感覚（sensation）、直観（intuition）と呼ばれる心的機能（psychological function）
を加え、それぞれの組み合わせによる 8 つの心理学的タイプからなる類型論のことである。一般的態度
は心的エネルギーの基本的な方向性を規定し、心的機能は現実世界と関わる際にどのように適応するか
を決定する。心的機能のうち、感覚と直観は心理的内容を取り入れる方法として知覚を用いるので知覚
機能とも呼ばれ、思考と感情は知覚機能を通して取り入れられた内容に対して評価したり意味を与えた
りして判断を行うので判断機能とも呼ばれる。これらの機能のうち、もっとも意識に分化しているもの
を優越機能、次に分化しているものを補助機能、逆に無意識的で未分化なものを劣等機能と呼ぶ。この
場合、優越機能と劣等機能には相反する対極性が働きつつ、無意識的には相補性が働くとされている。
この 2 つの一般態度と 4 つの心的機能の組み合わせにより、外向思考（Extraverted Thinking: ET と略）
タイプ、内向思考（Introverted Thinking: IT と略）タイプ、外向感情（Extraverted Feeling: EF と略）タイプ、
内向感情（Introverted Feeling: IF と略）タイプ、外向感覚（Extraverted Sensation: ES と略）タイプ、内向感
覚（Introverted Sensation: IS と略）タイプ、外向直観（Extraverted Intuition: EN と略）タイプ、内向直観
（Introverted Intuition: IN と略）タイプができあがる。
これまで、とりわけ北米を中心とした国外において、MBTI（Myers-Briggs Type Indicator）を用いたタ
イプ論の実証研究が蓄積されている （Myers，McCaulley，Quenk & Hammer，1998）。非臨床群を対象と
した調査では MBTI の内向得点と各種の抑うつ尺度との間に正の相関が認められている（Myers & 
McCaulley，1985）。また、単極性うつ病患者を対象とした調査からは、臨床群は対照群よりも一般態度
では内向タイプ、心的機能では感情タイプと感覚タイプの出現が対照群よりも有意に多くみられること、
また MBTI の 16 タイプに分類すると ISFP（内向 - 感覚 - 感情 - 知覚）が全体の 29％、ISFJ（内向 - 感覚 -
感情 - 判断）が 15%、INFP（内向 - 直観 - 感情 - 知覚）が 15％を占めることから IF タイプの割合が高く、
対照群と比べても多いことが報告されている （Janowsky，Hong & Morter，1998）。別の抑うつ患者を対
象とした調査結果でも ISFJ と ISFP の割合が高いことが報告され（Bisbee，Mullary & Osmond，1982）、
IF タイプを抑うつ発症の脆弱性要因と仮定してもおかしくないと述べられている 1。
一方、国内では非臨床群の大学生を対象とした調査から、心理学的タイプの測定尺度（Jung 
Psychological Types Scale、以下 JPTS）の「外向 - 内向」は NEO-FFI の神経症傾向（neuroticism）との間に負
の関連を示し（佐藤，2005）、心理学的タイプに類型化すると IF タイプは EF、EN タイプよりも神経症
傾向を高く示した（佐藤，2007）。もっとも、この 5 因子モデルの神経症傾向は一般的なパーソナリティ
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次元を指しており、臨床症状としての神経症傾向を検討する必要がある。
ここまでは実証研究の知見をみてきたが、Jung 理論から言えば、それぞれの心理学的タイプは価値
中立的な意味をもつので、何らかの心理学的タイプに該当すること自体が不適応や精神病理を意味する
わけではない。そうではなく、自我意識上で優越機能が著しく優勢になった場合、無意識下の劣等機能
がその偏りを補償しようとして、心理的問題や精神病理が生じると想定されている（Jung，1921; 河合，
1967）。それゆえ、どの心理学的タイプに該当するかが問題ではなく、自我意識と無意識との関係が問
題となるのである。
たとえば内向タイプは主体要因を優先するため周囲には理解されにくいが、主体要因も客体要因と同
じく現実的な基盤に根付いているので、それによって心的葛藤が高まることにはならず、なかには主観
的現実に根付いていることが豊かな内的充足を育むこともある。それとは逆に、周囲に理解されやすい
外向タイプであっても、客体要因を重視して主体要因を軽視するため、周囲に向けて過剰適応的に振舞
いすぎると内面が空虚となり、自己拡散や方向喪失に陥ってしまうこともある。
こうした理論的、臨床的な前提を考えると、心理学的タイプを実証的に検討する際はその知見をどの
ように位置づけるかが重要となる。これまで理論的、臨床的に指摘されていた点を客観化して全体的傾
向として把握することは、学生対応や学生相談の入り口で学生や来談者を理解しながら関係を作る際に
役立つ資料となりうる。また、不適応や精神的不健康のリスク要因につながりやすいパーソナリティ特
性がわかれば、学生へのメンタルヘルスの予防や心理教育に生かすことも期待できる。
以上の問題意識から、本稿は大学生の心理学的タイプと適応感、精神的健康との関連を検討する。心
理学的タイプのなかでも、抑うつの脆弱性要因や神経症傾向の高さが指摘されている IF タイプと、同
じ感情タイプでありながら脆弱性要因は指摘されず神経症傾向も低い EF タイプに焦点を当てる。
Jung 理論によると、EF タイプは自分の感情よりも、その場にふさわしい、客体の価値に合った判断
をする。こうした外界に適応的な判断機能によって、一般に EF タイプは、適切な人間関係を結び、容
易く外界に適応する 2。一方、IF タイプは主体のもつ価値や評価に方向づけられている。たとえば IF
タイプが「美しい」とか「良い」と感じる場合、周囲の価値は考慮に入れず、主観的な価値から判断を行う。
こうした判断機能によって客体の価値を受入れないために外界への適応に困難を覚えることになる 3。
このように考えると、EF タイプは環境や周囲との一致を感じやすく、精神健康状態も保ちやすいと予
想されるのに対し、IF タイプは環境や周囲との一致を感じにくく、精神健康状態も保ちにくいと予想
される。
なお、大学生の適応感の測定については、近年多様な価値観をもつ学生が多数存在することから、大
学生活に対するさまざまな主観的意味づけを考慮することが必要である。そこで適応感を「個人が環境
と適合していると意識すること」（大久保，2005） と定義し、主観的適応に焦点を当てることとする。
また、タイプ論の点からは大学生女子は男子に比べて感情機能が有意に高いことから （佐藤，2005） 、
性差によって心的機能のあり方が異なる。また、同じ大学生女子であっても、男女共学と女子のみでは
大学生活に違いがあると予想される。そこで、本稿は女子大学生に焦点を当てて検討する。
1 ここで疑問に浮かぶのは，この結果は抑うつの背景にある特性なのか，それとも抑うつの結果として生じた状態
なのかといった点である。Janowsky（2001）によると，多くの研究結果から単極性うつ病が寛解しても患者の向
性の変化はみられなかったこと，また内向タイプや感情タイプの比率は非臨床群では男女差が見られるのに対し，
抑うつ患者では男女関係なく内向タイプや感情タイプの割合が高かったこと，さらに双生児研究の知見から向性
の遺伝一致率は高いことから，パーソナリティが感情障害の存在や予後をかなりの程度決定すると考えて差し支
えないと結論づけている。
2 たとえば，この感情なくして気持ちの良いなごやかな交際など考えられない（Jung，1921），環境に対する「潤滑油」
ともいえる調整役ぶりを発揮し，会合やパーティには欠かせない人物である（河合，1967）。
3 「止水は深し」と表されるように，外界に示さない深い感情をもっているが「たいてい冷ややかで控え身に見える
ため，表面的に判断すると彼にはいかなる感情もないように見える。しかしそれは根本的に間違っている，とい
うのは彼の感情は外に向かうのではなく，内に向かうからである」（Jung，1921，邦訳 p419）。
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方　法
質問紙
a） JPTS（佐藤，2005）　一般態度の「外向－内向」（Extraversion-Introversion; 以下 E-I）、判断機能の「思
考－感情」（Thinking-Feeling; 以下 T-F）、知覚機能の「感覚－直観」（Sensation-Intuition; 以下 S-N）という
3 下位尺度に 9 項目対ずつ、計 27 項目対から構成されている。JPTS の特徴は、Jung 派分析家 2 名によ
る内容妥当性（佐藤，2005）や、心理学的タイプの類型化による併存妥当性（Sato，2017）など、信頼性な
らびに妥当性が確認されている。回答形式は、Jung の対極性の概念に基づき、項目対（a，b）について、「a
にまったく当てはまる」から「b にまったく当てはまる」までの双極型の 7 件法である。得点化は、E か
ら I、T から F、S から N の方向に 7 点から 1 点を与える。たとえば、「E － I」得点が高くなるほど外向
的で、低くなるほど内向的であることを示す。
b） 日本版精神健康調査票 28 項目短縮版（The　General　Health　Questionnaire　28 :GHQ28 と略）　神
経症者の症状把握、評価、発見のためのスクリーニング検査であり、健常の範囲から変化した症状の発
見に主眼が置かれている。「身体的症状」、「不安と不眠」、「社会活動障害」、「うつ傾向」の各 7 項目、計
28 項目からなる。得点化は Goldberg の GHQ 法に則り、回答が「あった」と「たびたびあった」は 1 点、「全
くなかった」と「あまりなかった」は 0 点を与える。得点が高くなるほど精神的健康が低い状態を示す。
c） 青年用適応感尺度（大久保，2005）　「個人が環境と適合していると意識していること」を主観的適
合感とし、個人と環境が適合しているときの認知や感情に焦点を当てている。「居心地の良さの感覚」
10 項目、「被信頼・受容感」6 項目、「課題・目的の存在」7 項目、「拒絶感の無さ」6 項目である。回答
形式は、「全く当てはまらない」から「かなり当てはまる」までの 5 件法である。
調査の対象と手続き
調査協力者は、JPTS と GHQ28 を私立文系の大学学部生および短期大学部生 240 名（女性。平均年齢
19.1 歳、SD=0.91。1 回生 146 名、2 回生 94 名）、JPTS と青年用適応感尺度を大学生 256 名（女性。平均
年齢 19.2 歳、SD=0.87。1 回生 113 名、2 回生 143 名）であった（うち 153 名がすべての尺度を回答）。必
要な倫理的手続きを行ったうえで、集団法により実施した。
結　果
JPTS、GHQ28、青年用適応感尺度の記述統計量を求めた（Table 1 参照）。JPTS の下位尺度ならびに青
年用適応感尺度のα係数はいずれも 0.80 以上であった。GHQ28 のα係数は身体的症状が 0.70 を下回っ
たが、ほかは 0.70 以上であった。中川・大坊（1985）によると GHQ28 の区分（臨界）点は合計 5/6 点だが、
大学生を主とする青年期では合計得点の平均値が高くなる（6.6 ～ 7.8 点）。それと比べると本結果の
GHQ 合計平均値はやや高かった。
なお、学年別の GHQ28 合計の平均値（SD）は、1 回生 7.87 （5.82）、2 回生 9.17 （5.80）であり、青年用
適応感尺度合計の平均値（SD）は、1 回生 88.11 （16.55）、2 回生 88.85 （16.00）であった。それぞれ学年別
で t 検定を行ったが、有意差は認められなかった（t（238）=1.57, t（254）=0.36; ともに n.s.）。
Table 1
JPTS, GHQ28、青年用適応感尺度の項目数、平均値、標準偏差、α係数
尺度名　 項目数 最小値 最大値 平均 SD α係数
JPTS a）
E-I 9 9 57 29.07 9.61 0.83
T-F 9 9 58 26.71 9.01 0.85
S-N 9 9 62 34.94 8.67 0.81
GHQ28 a）
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身体的症状 7 0 7 2.86 1.79 0.64
不安と不眠 7 0 7 2.87 2.00 0.72
社会活動障害 7 0 7 1.43 1.67 0.70
うつ傾向 7 0 7 1.28 1.88 0.84
合計 28 0 26 8.44 5.83 0.92
青年用適応感尺度 b）
居心地の良さ 9 11 45 32.85 6.94 0.89
被信頼感・受容感 7 11 35 26.00 5.31 0.88
課題・目的の存在 6 6 30 17.55 4.61 0.84
拒絶感の無さ 6 3 24 14.27 4.27 0.81
合計 28 34 129 90.66 16.40 0.92
a）N=256、b）N=240
JPTS の下位尺度と GHQ28 合計の相関係数を求めたところ、JPTS の「E-I」と GHQ28 の「合計」との間
にやや弱い有意な負の相関（r=-.190; p<.01）がみられたが、それ以外は無相関であった。次に、JPTS の
下位尺度と青年用適応感尺度の相関係数を求めたところ、JPTS の E-I と青年用適応感尺度の「居心地の
良さの感覚」、「被信頼・受容感」、「合計」との間に弱い程度の正の相関（それぞれ、r=.309, r=.353, 
r=.309; すべて p<.001）、JPTS の「T-F」と青年用適応感尺度の「居心地の良さの感覚」との間に弱い程度の
負の相関が認められた（r=-.243; p<.01）。
次に、調査協力者を 8 つの心理学的タイプに判別した。まず、E-I、T-F、S-N の下位尺度得点から E/
I タイプ、T/F タイプ、S/N タイプの類型化を行った。 それぞれの下位尺度得点は連続体であるため、
理論上の中央値（項目ごとに 4 点、下位尺度合計では 36 点）を基準とし、E-I 得点、T-F 得点および S-N
得点が 37 点以上ならそれぞれ E、T、S タイプ、35 点以下なら I、F、N タイプ、36 点なら判別不可と
した（Sato，2017）4。次に、一般態度と心的機能を組み合わせた 8 つの心理学的タイプに判別するため、
T-F と S-N について中点からの絶対値得点をそれぞれ求め、得点の高い機能を優越機能、低い機能を補
助機能とし、同点であれば判別不可とした。そして、一般態度と優越機能を組み合わせて 8 つの心理学
的タイプに分類した。
その結果、JPTS と GHQ28 の回答者は、判別不可となった人を除くと、ET タイプ 5 名、EF タイプ
38 名、ES タイプ 5 名、EN タイプ 8 名、IT タイプ 7 名、IF タイプ 116 名、IS タイプ 28 名、IN タイプ
21 名であった。JPTS と主観的適応感尺度の回答者は、判別不可となった人を除き、ET タイプ 5 名、
EF タイプ 37 名、ES タイプ 3 名、EN タイプ 13 名、IT タイプ 7 名、IF タイプ 124 名、IS タイプ 33 名、
IN タイプ 20 名であった。ET タイプ、ES タイプ、IT タイプの人数はどちらも 10 名未満であったため、
今回の分析対象から省いた。
心理学的タイプを要因とする GHQ28 得点の分散分析を行った（Table 2 参照）。その結果、GHQ28 の「不
安と不眠」、「うつ傾向」に心理学的タイプの主効果が認められた（F （4,206）=3.09, F （4,206）=2.58; とも
に p<.05）。等分散の場合は Tukey の HSD 法、等分散でない場合は Games-Howell 法による多重比較を行っ
た結果、IF タイプは EF タイプより「不安と不眠」、「うつ傾向」が有意に高かった。
心理学的タイプを要因とする青年用適応感尺度得点の分散分析を行った（Table 2 参照）。その結果、「居
心地の良さの感覚」、「課題・目的の存在」、「被信頼・受容感」、「合計」において心理学的タイプの有意
な主効果が認められた（F （4,222）=6.45, p<.001; F（4,222）=3.45, p<.01; F （4,222）=5.575, p<.001, F （4,222）
=6.45, p<.001）。多重比較の結果、「居心地の良さの感覚」については EF タイプが IF、IS タイプより高く、
EN タイプは IS タイプよりも高かった。「課題・目的の存在」については EF、EN タイプが IS タイプよ
り高かった。「被信頼・受容感」と「合計」については EF、EN タイプが IF、IS より高かった。
4 理論上の中央値を心理学的タイプの判別基準としたのは，MBTI や GW/JTS （Wheelwright, Wheelwright & Buehler, 
1964） と同様である。
D11759_72001047_佐藤淳一.indd   47 2020/03/13   10:27:25
（佐藤）
－ 48 －
Table 2
心理学的タイプを要因とする GHQ28、青年用適応感尺度得点の分散分析結果
心理学的タイプ 分散分析
尺度名 EF a） EN b） IF c） IS d） IN e） F 値 下位検定結果
GHQ28
身体的症状 平均 2.68 3.00 3.09 2.86 3.14 0.44
SD 1.71 2.45 1.77 1.78 1.82 
不安と不眠 平均 2.05 3.00 3.33 2.82 2.90 3.09 * IF>EF
SD 1.80 2.51 1.94 2.16 1.84 
社会活動障害 平均 0.95 2.13 1.49 2.00 1.57 1.90
SD 1.64 2.80 1.51 1.98 1.86 
うつ傾向 平均 0.53 1.50 1.53 1.18 2.00 2.58 * IF>EF
SD 1.31 2.51 2.03 1.91 2.26
合計 平均 6.21 9.63 9.43 8.86 9.62 2.36 †
SD 5.09 9.20 5.46 6.35 6.79
青年用適応感尺度
居心地の良さ 平均 36.57 36.31 31.73 29.82 32.25 6.44 *** EF>IF, IS
SD 6.68 6.20 6.39 6.55 7.67 EN>IS
課題・目的の存在 平均 26.81 27.92 24.97 23.94 27.15 3.45 ** EF, EN>IS
SD 4.73 4.70 4.57 4.40 6.21
被信頼・受容感 平均 19.16 20.54 16.19 16.18 16.90 5.57 *** EF, EN>IF, IS
SD 4.57 3.93 4.25 4.28 5.76
劣等感の無さ 平均 15.30 14.54 13.27 14.88 14.80 2.39 †
SD 4.20 2.99 4.17 4.48 4.79
合計 平均 97.84 99.31 86.16 84.82 91.10 6.05 *** EF, EN>IF, IS
SD 17.14 13.49 14.16 16.21 21.32
† p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
a）JPTS と GHQ28 は N=38, JPTS と青年用適応感尺度は N=37
b）JPTS と GHQ28 は N=8, JPTS と青年用適応感尺度は N=13
c）JPTS と GHQ28 は N=116, JPTS と青年用適応感尺度は N=124
d）JPTS と GHQ28 は N=28, JPTS と青年用適応感尺度は N=33
e）JPTS と GHQ28 は N=21, JPTS と青年用適応感尺度は N=20
考　察
心理学的タイプ別に精神的健康を検討したところ、心理学的タイプによって精神健康状態は異なり、
IF タイプは EF タイプよりも不安と不眠、うつ傾向を高く示した。また、心理学的タイプ別に主観的適
応感を検討したところ、EF や EN タイプは IF や IS タイプよりも環境や周囲と適合する感覚を高く示し
た。総じて言えば、IF タイプは精神的健康や主観的適応感が比較的不全な状態であるのに対し、EF タ
イプは比較的良好な状態にあると言える。
こうした結果から、IF タイプは他のタイプよりも大学生活への不適応や精神的不健康のリスク要因
につながりやすいことが示唆された。これは仮説をおおむね支持しており、臨床群を対象とした国外の
調査結果報告（Janowsky，2001）、あるいは一般性格傾向としての神経症傾向の結果（佐藤，2007）とも一
致していた。一般態度に心的機能を組み合わせた心理学的タイプで検討したことで、より明確な特徴が
得られたと言える。
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もっとも、ここで IF タイプをたんなる脆弱なパーソナリティであると結論づけるわけではない。た
だし、感情機能が主体の価値に方向付けられることで主体の内面に感情が沈み込み、さまざまな気持ち
を内側にためやすいことが不適応や不健康のリスク要因につながりやすいと理解することは可能であろ
う。一方、共感性との関連結果から、IF タイプは他者理解の際に他者の感情を共有しつつ自他の個別
性を認識しようとする共感スタイルをもつことが示唆されており（佐藤，2010）、対人感受性の豊かさを
合わせもっているがゆえに対人関係に葛藤を抱えやすくなる可能性も考えられる。
また、EF タイプが環境への適応や精神的健康で良好状態にあった。これも仮説をおおむね支持して
おり、従来の理論的知見を明確にしたと言える。GHQ28 の大学生の平均値範囲（6.6 点～ 7.8 点）（中川・
大坊，1985）と比べると、本結果のなかでその範囲内にあるのは EF タイプのみであった。感情機能が
他者の価値に方向付けられることは周囲との一致を感じやすく、また感情が外に向かうことはさまざま
な気持ちを解放することにつながり精神健康が良好に保たれるのかもしれない。EF タイプは 5 因子性
格モデルの外向性（extraversion）や調和性（agreeableness）が比較的高いことから（佐藤，2007）、活動性の
高さや対人関係の円滑さは適合感とも結びつく。一方、共感性との関連結果から、EF タイプは他者理
解の際に他者の感情を共有するものの個別性の認識の弱い共感スタイルをもつことが示唆されている
（佐藤，2010）。これは逆に言えば個別性の認識が弱いゆえに対人葛藤を抱きにくくなっているとも考え
られる。
今回新たに見出されたのは、IS タイプは IF タイプと同じく適応感が低い状態にあったことである。
IS タイプは五感の感覚機能が内面に向かうことを意味し、IN タイプと同じく主観的知覚に方向づけら
れる。外界からの刺激そのものよりも、それをどう受け止めたのかという内的な感受性を頼りとしてい
る。それゆえ、その行動は外から見る限りまったく不可解に見える場合が多いという（河合，1967）5。
こうしたことから、IS タイプの主観的適応感が低かったのは、たんなる脆弱性というよりも鋭敏な内
的感性あるいは感覚的感受性に方向づけられているせいで、刺激の多い大学生活は疲れ果ててしまうか、
あるいは自らの感性に合う興味や関心を持ちづらいために環境との一致を抱きにくいのかもしれない。
本結果で「課題・目的の存在」が低かったのも、たんに課題意識が低いというより内的な感受性を頼りと
するせいかもしれない。
また、EN タイプは EF タイプとともに主観的適応感を高く示した。EN タイプは外的なことがらに対
してすべての人が認めている現実的な価値ではなく可能性を求めて行動すると言われる（河合，1967）。
事実よりも可能性の知覚を追求する直観機能が外界に向かうため、未知なる環境にも臆せずに入り込み、
それだけ適合を抱きやすくなったと考えられる。また、EN タイプは 5 因子性格モデルの神経症傾向が
比較的低く、誠実性（conscientiousness）が高いことからも（佐藤，2007）、従来理論的に想定されていたパー
ソナリティ像よりも安定性や統制感を備えていることが示唆される。
今回、類型別にみた実証的な傾向を把握できたことにより、大学生女子の心理支援、あるいはメンタ
ルヘルスの心理教育の際、有益な基礎知見となることが示唆される。とりわけ IF タイプは、精神健康
や適応が低い状態であるものの、大学生女子に限らず他の心理学的タイプのなかでもっとも該当者が多
いので（佐藤，2007，2010）、ある意味でタイプ論の平凡反応とも呼べる。それゆえ、先にも述べたよう
に一面的な理解に陥らないよう、知見の伝え方には注意が必要である。
なお、IF タイプの該当者が多くなることへの対応として、先の MBTI の知見でも単極性うつ病患者
に IFS の割合が高いことから（Janowsky et al., 1998）、補助機能の知覚機能と組み合わせて IFS（Introverted 
feeling-sensation）と IFN（Introverted feeling-intuition）に分け、補助機能の違いでどのような特徴がみられ
るか検討することも考えられる。
5 「彼らの目は豊かな習慣的な出来事に釘づけになっている。内で生じることがあまりに魅力的で，尽きることの
ない刺激を送ってくるため，それについて周りに伝えることが，自分自身の中ではそれと一つになるほど体験を
しているのに，決まってそのごく一部しか含んでいないことに全然気づかないのである」（Jung，1921，邦訳
p435）。
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本研究の限界としては次の 3 点がある。第 1 に、今回は ET、ES、IT タイプの該当者が少なく検討で
きなかったため、心理学的タイプの特徴を網羅して明確にできなかった点である。第 2 に、大学生女子
のみを対象としたため、感情タイプの割合が多くなった可能性がある。第 3 に、本知見は非臨床群を対
象としたものであるため、臨床場面へ一般化するには慎重であるべきである。
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Abstract
The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology has been allocating school social 
workers to schools since 2008 to assist children with various issues.  In addition, the Cabinet decided to ap-
portion about 10,000 school social workers in 2019, thus placing one school social worker in every public ju-
nior high school district.  However, since most schools are still confused about the purpose of this move, 
school social workers have not been effectively utilized.
 This study attempts to identify why teachers hesitate to work with school social workers and what roles 
the social workers should play in school.  Factors that influence or cause confusion in teachers are follows: 
（1） The difference between student guidance from teachers and from social workers is unclear, and there is 
confusion regarding role sharing; （2） Teachers consult with school social workers on case only as a last re-
sort. Regardless of the severity or content of the case, intervention from school social workers in the assess-
ment of an incident from an early stage is important. In addition, emphasizing child advocacy and support for 
independence as a unique viewpoint of school social work also leads to the promotion of understanding 
school social workers are assigned to schools
1．はじめに
（1）日本におけるスクールソーシャルワークの導入の背景
近年、就学後の子どもたちを取り巻く貧困やいじめといった課題に対応するためのシステムが整えら
れてきている。スクールソーシャルワーカーの配置もその一つである。日本におけるスクールソーシャ
ルワークの起源については諸説あるが、「スクールソーシャルワーク」という名称を用いたものとしては、
1986 年から埼玉県所沢市で山下英三郎が教育相談員として始めた活動がある。山下（2003）は 1970 年代
後半から 1980 年代前半にかけて校内暴力が大きな社会問題となっていた時期に、学校内に子どもたち
をサポートするシステムが不足していることに問題意識を持ち、1983 年に渡米しスクールソーシャル
ワークを学んだ。1986 年には校内暴力などの問題行動への対応と、この頃から増加しつつあった不登
校の子どもたちへの対応を期待されて教育センターの教育相談員となり、1998 年まで相談支援に携わっ
た。
その後、2000 年に兵庫県赤穂市、茨城県結城市、2001 年に香川県、千葉大学付属小学校、2005 年に
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大阪府に少しずつ自治体レベルでの配置が増え、2008 年度から文部科学省のスクールソーシャルワー
カー活用事業が始まり、同年度内には全国 45 都道府県 141 地域にスクールソーシャルワーカーが配置
された。翌 2009 年度に活用事業は 1/3 補助事業となり一旦配置人数は減少したが、事業の有効性を認
識する一部の自治体は財政負担を覚悟のうえで事業を継続した。その後一旦撤退した自治体においても
配置人数は再び少しずつ増えてきた。また、東日本大震災に対する支援として 2012 年度に始まった「緊
急スクールカウンセラー等派遣事業」において、被災した東北の各県において再びスクールソーシャル
ワーカーの配置・増員がなされた（高橋ら 2016）。
そして「学校をプラットフォームとした総合的な子供の貧困対策の推進」（文部科学省 2013 年）、「い
じめ対策等総合推進事業」（文部科学省 2013 年）、「ニッポン一億総活躍プラン」（厚生労働省 2016 年）、
「ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト」（厚生労働省 2016 年）、不登校、児童虐待防止対策、
さらには「チームとしての学校」（文部科学省 2016年）等の過程の中で、2014年にスクールソーシャルワー
カーを 5 年で約 1 万人に増やすことが閣議決定されている。2019 年度である今年度がまさにその完成
年度となり、約 1 万人に拡充されることによって、全公立中学校区に 1 名ずつスクールソーシャルワー
カーが配置されることになる。
教育的観点からのアプローチだけではなく、心理社会的な側面のケアを含めて多角的に子どもたちを
支援する上で、教員やスクールカウンセラーに加え、スクールソーシャルワーカーが学校に配置拡充さ
れ、教育・心理・福祉に関する多様な専門性をもつ人材が学校現場でチームとして組織化されることは
望ましいことと言える。しかし、全中学校区に配置されるまでに発展してきたとはいえ、スクールソー
シャルワーカー活用事業開始から 12 年目を迎える現在においても、スクールソーシャルワーカーの配
置に多くの学校が困惑し、有効活用しきれていない状況にあると筆者は考える。
（2）アメリカにおけるスクールソーシャルワーカーと教員の役割のすみわけ
約 20 年前にすでに 1 万 8000 人のスクールソーシャルワーカーが活動していたアメリカでは、スクー
ルソーシャルワーカーが、様々なニーズをもつ子どもたちの支援を行う学校スタッフの一員として機能
している。この背景には、1990 年に制定された障害児教育法（Individuals with Disabilities Education Act、
以下 IDEA とする）において特別教育（special education）を要する子どもたちに対して適切な教育を提供
するための関連サービス提供者としてスクールソーシャルワーカーが位置づけられたということが大き
い。特別教育における多職種チームには教員、スクールカウンセラー、スクールサイコロジスト、言語
療法士など、様々なスタッフが含まれているが、この多職種チームによって、対象となる子どもの状況
についてアセスメントを行い、個別教育プログラムを作成し、それに伴って必要な支援を提供し、定期
的にその支援の見直しが行なわれている（半羽 2006）。
このように、配慮が必要な子どもたちへの教育・支援において、アメリカでは教員がスクールソーシャ
ルワーカーと当然のごとく協働する背景に IDEA という法的根拠があることは大きい。しかし、ただそ
れだけでは教員とスクールソーシャルワーカーが実質的にチームとして機能することは難しい。
ではなぜアメリカでは円滑な協働が可能なのか。それは教員とスクールソーシャルワーカーの役割に
明確な違いがあるからである。アメリカにおける教員は教科指導が主な役割であり、子どもたちへの進
路指導やメンタル面のケア、教育に支障をきたす生活上の課題等に対応するのはスクールカウンセラー、
スクールサイコロジスト、スクールソーシャルワーカーなどの他の専門スタッフである。スクールカウ
ンセラーは日本でいう進路指導のような役割として相談支援を行い、心理検査の実施や心理カウンセリ
ングはスクールサイコロジストが行う。スクールソーシャルワーカーは子どもたちの生活背景の調査、
子どもたちや保護者の思いの聞き取りや代弁、学校外の社会資源の紹介などを担っている（Allen-Meares 
2000）。
このように、アメリカにおいては、複数の専門職が協働して特別な支援を要する子どもたちをケアし
ているが、一部その役割や機能に重複があるものの、一定のすみわけができている。特に教員とスクー
ルソーシャルワーカーの役割には大きな違いがあり、役割分担で混乱することは考えにくい。
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（3）教員によるスクールソーシャルワーカーの役割理解についての課題
日本の場合、教員は教科教育はもちろん、生徒指導や進路指導など、アメリカであればスクールカウ
ンセラーやスクールソーシャルワーカーが行うことも伝統的に担ってきた。そのような状況の中にス
クールソーシャルワーカーが導入されることで、教員にとってはこれまで自分たちが行ってきたことと、
スクールソーシャルワーカーが行うことのすみわけが不明瞭で、どのように活用すればよいのか困惑す
ることも理解できる。中ら（2012）は教員を対象に行った調査をもとに、教員がスクールソーシャルワー
カーの活用に疑問や不安があり、活用方法がよくわからないと感じていることや、実際の現場とスクー
ルソーシャルワーカーの動きがあまり結びつかず、イメージできない状況にあることを明らかにしてい
る。調査対象者は多くはないが、筆者も実践上の経験から同様の認識を持っている。しかし、この状況
を今後克服していかなければ、スクールソーシャルワーカーが機能的に活動できないままになってしま
う。
そこで本論文では、教員がスクールソーシャルワーカーの配置に困惑し効果的な連携・協働に至らな
い要因を生徒指導との関連を中心に考察する。その上で、スクールソーシャルワーカーの役割を再考し、
学校でスクールソーシャルワーカーが有効に機能するための課題と展望を検討する。
2．生徒指導におけるガイダンスと児童ソーシャルワーク
（1）生徒指導とガイダンス
日本の小中学校における現在の生徒指導について述べる前に、生徒指導におけるガイダンスについて
触れたい。ガイダンスは戦後の中等教育の新教育として導入された。ガイダンスは「生活活動のあり方
について各自が生活を設計し営んでいく上で、必要な援助を必要なときに適切に与える用意とプログラ
ムをさす」（教師養成研究会 1948）。ジョーンズ（Jones,A 1945）は「ガイダンスは誰かによって与えられ
る個別的な援助」であり、「その人の人生の中で生じる問題を解決する中で援助すること」で、「それは個
人の問題を解決するのではなく、個人が問題を解決することを援助」すると述べている。さらに、ガイ
ダンスでは「問題に焦点がおかれるのではなく、個人におかれて」おり、「その目的は個人が自己指導能
力を成長させる中で援助すること」だとしている。
「個人が問題を解決する」というゴールを目指すということに関しては、ガイダンスもソーシャルワー
クも大きな違いはない。しかし、ゴールに向けてのアプローチの方法には違いがある。ガイダンスは個
人の指導能力の成長に力点を置いているが、ソーシャルワークでは個人の成長にも着目する。ソーシャ
ルワークでは個人の力が発揮できない環境要因に着目し、そこに積極的に働きかけていくことで、個人
の力が発揮される環境を作ることに着目する。
とはいえ、こうしたガイダンス導入期に、児童福祉法に触れて論じるものがいた。1949 年に『ガイダ
ンス』を著した赤井（1949）は、児童労働問題などに触れ、家庭の経済問題に “ 触れざるを得ない ” とし、
児童相談所や児童養護施設などの紹介をするとともに、学校関係者にその素養を求めた。1950 年前後
は戦後の混乱の中で戦災孤児が街頭で靴磨きや新聞売りなどをして命をつなぐなど、子どもの貧困問題
は深刻であった（中村 2011）。そのような中、一定の環境改善への働きかけを教員の仕事として位置づ
けているのである。「ガイダンスワーカー」を紹介している澤田（1949）によると、ガイダンス・ワーカー
とは、①学校の教室およびホームルームにおいて、また課外活動の援助者として働く教員、②先の①と
の連携調整や援助、補足するガイダンスのリーダー、③精神医学や心理学、社会事業、職業選択といっ
た専門家、④社会教育、地域の医療機関、児童相談所、司法、レクリエーションなどの諸機関として、
教員一人で対応できるものではない職種で、③を学校に配置することが難しいため、②に着眼し、「教
師には児童福祉の素養があり、児童生徒の要求に敏感であること」（澤田 1949）が求められる。つまり、
教員による環境への働きかけの期待を示している。これは、現代の生徒指導の機能と同様のものである。
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（2）スクールソーシャルワーカーの職務内容
このあとに議論する生徒指導との役割の混乱に関連する内容であることから、ここで、スクールソー
シャルワーカーの配置形態と職務内容について触れておきたい。
スクールソーシャルワーカーの配置形態には、学校配置型、拠点校型、派遣型の 3 種類があり、派遣
型は学校から派遣依頼を受け取った上で学校等に訪問して相談にあたる。拠点校型は、拠点校を含む学
校区を管轄することが一般的で、拠点校以外の学校については派遣依頼があった際、あるいは月 1 回、
月 2 回など回数と時間を決めて定期訪問するという形態である。一方、学校配置型は一つの学校のみを
担当する。
文部科学省によるスクールソーシャルワーカー活用事業におけるスクールソーシャルワーカーの職務
内容は以下のとおりである。
1．問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働き掛け
2．関係機関等とのネットワークの構築、連携・調整
3．学校内におけるチーム体制の構築、支援
4．保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供
5．教職員等への研修活動　等（文部科学省 2008）
生徒指導提要（文部科学省 2010）によれば、「スクールソーシャルワーカーは、社会福祉の専門的な知識、
技術を活用し、問題を抱えた児童生徒を取り巻く環境に働きかけ、家庭、学校、地域の関係機関をつな
ぎ、児童生徒の悩みや抱えている問題の解決に向けて支援する専門家」と説明されている。そして「チー
ムとしての学校」においては、専門性に基づくチームの一員としてスクールソーシャルワーカーが位置
づけられている（文部科学省 2016）。
こうしたスクールソーシャルワーカーについての職務内容に関する説明から、今村・下田（2017）も指
摘しているように、「スクールソーシャルワーカーと言えば、『連携』『協働』『チーム』『つなぎ』といっ
たキーワードが先立って出てくる」。しかし、ここにスクールソーシャルワーカーと生徒指導に携わる
教員の役割とのすみわけを混乱させる要因がある。
（3）無境界性
佐藤（1997）は教員の仕事には「無境界性」という特徴があると分析している。その仕事内容には専門職
や関係機関との連携による対応が求められることとなり、つまり「連携」「つなぎ」を実践していると解
釈できる。非行防止対策における学校と警察の「連携」は積極的に行われているし、市の福祉や児童相談
所とも該当ケースを通して一定の繋がり（「連携」）がある。もちろん、それらの関係機関とも「協働」して
おり、チームとして関わっている。中学卒業後に就職する生徒についてはハローワークや地域との「連携」
を通じて生徒と就職先を「つなぐ」役割も担っている。佐藤（1997）はこの「無境界性」は教員の教科指導と
いう専門性を空洞化するものだと問題視している。確かに、こうした「連携」や「つなぎ」の仕事は教員に
とってはある意味専門外の仕事であり、時間のかかる作業でもあるので労働を増加させることにもなる。
筆者は日本の教員のオーバーワークの一端がここにあり、チーム学校の導入には、教員の専門外の仕事
を軽減し、教員の力を発揮できる環境を整えていく意図があると推測する。しかし一方で、佐藤（1997）
はこの「無境界性」が教員の「専門領域に総合性と統合性と自立性を要請する基盤を準備している」と指摘
している。つまり、佐藤の指摘をふまえれば、これまで教員が行ってきた無境界性にもとづく仕事は、
物理的な負担はあるが、教員として総合的に機能していくためには必要な要素であるといえる。
そう考えると、単にスクールソーシャルワーカーが配置され、「連携」「つなぎ」はスクールソーシャ
ルワーカーの専門領域であると言われても、教員の仕事から「連携」「つなぎ」を切り離すというわけに
はいかない。まして、週に 1 回など限られた時間しか配属されないスクールソーシャルワーカーに、ど
のタイミングで何をどこまで相談・依頼すればよいのか困惑するのはある意味当然のことかもしれない。
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スクールソーシャルワーカーは、こうした教員の「無境界性」と自身の勤務形態、そして学校アセスメン
トを踏まえた上で、教員との協働のあり方について検討していく必要がある。学校アセスメントは、す
でに述べたスクールソーシャルワーカーの職務内容の「学校内におけるチーム体制の構築、支援」に該当
する。学校の規模や伝統、子どもたちの様子、教職員の知識や意識、これまでの生徒指導体制、保護者
や地域の特性などを考慮に入れ、それぞれの学校に合った校内支援体制の構築を図ることは重要である。
3．生徒指導提要における生徒指導とスクールソーシャルワーカーとの連携の課題
生徒指導の理論や考え方、実際の指導方法等を取りまとめた教員向けの基本書として『生徒指導提要』
（文部科学省 2010）がある。この『生徒指導提要』は、『生徒指導の手びき』（1965）が『生徒指導の手引（改
訂版）』（1981）となったものを全面改訂したものである。
生徒指導提要には、生徒指導の意義として、「一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図
りながら、社会資質や行動力を高めることを目指して行われる教育活動」で「学校生活がすべての児童生
徒にとって有意義で興味深く、充実したものになること」と明示されている。
生徒指導提要には、他職種との連携について、「連携とは、学校だけでは対応しきれない児童生徒の
問題行動に対して、関係者や関係機関と協力し合い、問題解決のために相互支援すること」で、「何か問
題があった場合に、『対応のすべてを相手に委ねてしまうこと』」ではなく、「学校に『できること』と『で
きないこと』」を見極め、学校ができない点を外部の専門機関などに援助してもらうこと」と記されてい
る。これは「スクールカウンセラー、専門機関等との連携」と題して生徒指導提要の第 5 章第 3 節の 1 に
記載されているが、この節に専門機関等としてスクールソーシャルワーカーも説明されている。つまり、
改訂前は、この担い手は教員が中心であったが、『生徒指導提要』ではスクールカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカー、その他の専門機関等とのチームによる支援の意義が記され、多様な人材の活用が
望まれていると解釈できる。
この「連携」のあり方についての記述に、スクールソーシャルワーカーを学校で有効活用することを妨
げる要素がある。それは「学校だけでは対応しきれない」という部分である。ここでいう「学校」とは「教員」
を指すものと思われ、スクールソーシャルワーカーは含まれていない。つまり、スクールソーシャルワー
カーは学校内のチームの一員ではなく、「外部の専門機関」という捉えになる。
「学校をプラットフォームとした総合的な子供の貧困対策の推進」や「ニッポン一億総活躍プラン」等に
おいて 1 万人に増員されたスクールソーシャルワーカーは、中学校配置を基本とする学校配置型、ある
いは配置された中学校区の小学校も必要に応じて担当する拠点校型である。学校配置型として原則週 1
回、配置校にスクールソーシャルワーカーが勤務することになる。学校配置型としたのは「チームとし
ての学校」を強化し、より迅速にケース対応することが期待されてのことである。そこには、「外部の専
門機関」としてのスクールソーシャルワーカーではなく、学校内のチームの一員として機能することが
期待されているはずである。スクールソーシャルワーカーとしてより機能的・効果的に活動するために
は、「学校だけでは対応しきれない」状況に陥る前から関わる必要がある。
4．「チームとしての学校」におけるスクールソーシャルワーカーの役割
（1）チームとしての学校の概要
「チームとしての学校」では、学校現場で直面する複雑化・多様化した課題を解決していくために、学
校の組織としての在り方や学校の組織文化に基づく業務の在り方などを見直し、子どもたちに必要な資
源や能力を身に付けさせることができる学校像を目指している。そのために、①専門性に基づくチーム
体制の構築、②学校のマネジメント機能の強化、③教職員一人一人が力を発揮できる環境の整備という
3 つの視点から転換を図ろうとしている（文部科学省 2016）。
「①専門性に基づくチーム体制の構築」は教員以外の専門スタッフの参画が謳われているが、スクール
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ソーシャルワーカーもその中に位置づけられている。ただし、チームの中心は教員である。教員が中心
となってスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーと連携・分担をしながら学校の教育力や
組織力を向上させることを目指している（文部科学省 2016）。
（2）アセスメントへの参加
今村・下田（2017）は、スクールソーシャルワーカーにとって「学校という現場でより機能しやすい専
門性は、子どもたちの『状況分析』」であると指摘している。今村・下田のいう「状況分析」とは、「課題が
複雑化している中で、課題の本質を見抜くこと」であり、アセスメントを意味している。今村・下田は、
アセスメントはそれらの課題を可視化するもので、学校において欠かせないものであると述べている。
ただ、このアセスメントの場にスクールソーシャルワーカーが参加すること自体が容易ではないとい
うそもそも論が存在する。高石（2016）は教員へのインタビュー調査から、専門職を含めたチーム対応の
必要性を教員が認識するのは、教員が学校内の対応だけでは状況が改善しない「学校対応の限界」を感じ
たときであると分析している。典型的な例を紹介すると、スクールソーシャルワーカーの当該校への勤
務が週 1 回の場合、スクールソーシャルワーカーが不在時の学校の様子やケースの状況を、次の勤務日
にスクールソーシャルワーカー担当窓口教員から聞いたとしても、それは「相談」ではなく「報告」に留ま
り、具体的なケースへの介入に至らないということはよくあることである。そこで報告されるケースは、
教員（学校）として対応中であるので、まだスクールソーシャルワーカーに相談するというラインには
至っていないということになる。連携の困難さが浮き彫りになる一例である。
あるいは、高石（2016）は連携初期段階においても「教師はスクールソーシャルワーカーに相談をもち
かけるものの、その一方で、スクールソーシャルワーカーが何をしてくれるかわからず『とまどいなが
らの導入』」になりやすいことを指摘している。さらに高石（2016）は、「スクールソーシャルワーカーが、
教師の困り感を捉えて『相談しやすい関係性の構築』を行う」ことで教師が相談しやすくなり、さらには
その相談過程において「子どもを中心に考える価値観や他機関との連携を通して、『スクールソーシャル
ワーカーの専門性を実感』」し、さらにそれが「信頼関係構築による実際の活動への発展」に繋がると述べ
ている。一定の経験年数やソーシャルワークの理論基盤を持っているスクールソーシャルワーカーであ
れば、高石の分析どおりの展開が期待できる。しかし、新任のスクールソーシャルワーカーや福祉のバッ
クグラウンドを持たず、かつ福祉的視点の理解が不十分なスクールソーシャルワーカーである場合注ⅰ、
筆者の実践上の経験では、教員のとまどいがそのままスクールソーシャルワーカーのとまどいとなり、
さらなる混乱を招く事態となりかねない。
そもそも教員が「学校対応の限界」を感じなければスクールソーシャルワーカーに相談しない、つまり
「学校対応の限界」が生じたときのみスクールソーシャルワーカーに相談するという構図は、支援の視点
から考えて効率的ではない。これはすでに述べた、スクールソーシャルワーカーを外部の専門機関とみ
なし、「学校だけでは対応しきれない」状態になってから相談をするという状況と同質である。「学校対
応の限界」を感じたケースはすでにかなり厳しいケースといえる。筆者の実践上の経験から述べること
であるが、学校が対応に限界を感じるケースは、子ども－学校間、あるいは保護者－学校間の関係性が
非常に悪く、子どもや保護者が支援を頑なに受け入れない状況になっており、スクールソーシャルワー
カーが子どもや保護者に出会うことすら難しいものも少なくない。まずはスクールソーシャルワーカー
が当該の子どもや保護者に「出会う」ところまでで時間を要し、信頼関係を構築するのにさらに時間を要
することから、具体的な支援につなげるまでに相当な時間が必要となる。
中には長い年月をかけて支援を必要とする状態に至ったというケースもある。そういうケースに対し
ては、多くの場合スクールソーシャルワーカーが介入したとしても、短期間で状況を改善することが難
しく、できることも限られてくる。これも筆者の経験によるものであるが、例えば長期にわたる不登校
ケースなどはそれに該当する場合が多い。不登校となった当初は不登校となった理由があったかもしれ
ないが、不登校状態が長く続いたことで、そのきっかけとなったこと自体がすでに学校に足が向かない
理由になっていないにも関わらず、登校しようとすると腹痛や吐き気などの身体症状が現れて登校でき
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ず、結局不登校状態が継続しているようなケースがある。このようなケースでは、当該の子ども自身も
自分が不登校になっている理由が複合的でわからなくなっていることが多く、ゆえに登校に向けて具体
的な手立てを講じることが難しい。このようなケースにおいてできることは、まずは当該の子どもや保
護者の辛さや不安を受容しながら寄り添うということである。しかし、例えばスクールソーシャルワー
カー活用事業においては、スクールソーシャルワーカーが子どもたちと関われるのは中学校を卒業する
までというタイムリミットがある。このようなケースについて卒業間近に相談があっても、卒業までに
大きな変化を期待できないことも少なくない。
スクールソーシャルワーカーの介入をより効果的なものにするには、できるだけ早い段階、つまり問
題が深刻化・長期化していない段階でスクールソーシャルワーカーがアセスメントのプロセスに加わる
ことが重要である。早期に関わることでターゲットとなる具体的な課題が見えやすくなり、それによっ
て可能な支援が増え、結果として状況を改善することへの可能性も高まることは言うまでもない。
（3）スクールソーシャルワーカーの認知
「とまどいながらの導入」も「学校対応の限界」が来てからの導入も、その根底にそもそもあるものはス
クールソーシャルワーカーが何をするのかわからないという不安感だろう。これは先に述べた中ら
（2012）の研究でも明らかとなっている。スクールソーシャルワーカー活用事業の職務内容は既に示した
とおりだが、具体的にスクールソーシャルワーカーが何をするのかは教員の側からは見えにくい。だか
ら、教員にしてみればどのようなケースを相談したらよいかが判断できない。さらに週 1 回という勤務
日数も、教員にしてみれば連携が組みにくい。問題状況が起きたその時に不在であると、すぐに相談を
かけることができず、結局教員間で対応することになる。教員が「毎日そこにいて子どもに関わる」中で
日々さまざまな問題が生じるわけだが、そのタイミングにスクールソーシャルワーカーが居合わせれば、
「今ここで」の対応のために、教員がスクールソーシャルワーカーに相談しやすいが、週 1 回という勤務
でそのタイミングに居合わせるチャンスはあまり期待できない。そうなると、一旦教員間で対応に着手
したケースについて途中からスクールソーシャルワーカーに改めて相談をかけるということは、日々多
忙な教員の負担になることも想像に難くない。ましてや一旦落ち着いたように見えるケースに関して、
改めてスクールソーシャルワーカーのアセスメントを求めるに至らないことも同様に首肯できる。しか
し、教員の対応によって一旦落ち着きを見せても、必ずしも子どもたちにとって学校が、あるいは家庭
や地域が安心・安全な状況になっているとは限らない。問題状況が再燃したり、子どもたちが不本意な
ままで終わってしまったりする場合もある。例えば、いじめの対応において、被害児童生徒や加害児童
生徒の思いや望んでいる対応方法などについて十分な聞き取りをしないまま、あるいは加害児童生徒の
思いや言い分を十分聞かないまま、加害児童生徒が被害児童生徒に謝罪するような場を設定しても、両
者ともにその方法に納得していなければ、表面上は解決したとみなされても、本人たちは理不尽な思い
をしたままである。そのようなことがないように、チーム学校として担任、生徒指導担当教員、スクー
ルカウンセラー、そしてスクールソーシャルワーカーがそれぞれの専門性からアセスメントを行い、そ
れらを共有して支援や対応策を組み立てていくことが重要となる。
5．スクールソーシャルワーカーによる子どもたちの権利擁護と自立支援の視点
スクールソーシャルワーカー活用事業の職務内容にも記されているように、環境への働きかけはソー
シャルワーカーの特色といってよい。「学校等における児童虐待防止に向けた取り組みについて（報告
書）」（2006）では、「環境に働きかけるプロセスにおいては、連携、仲介調整などの機能が不可欠であり、
それらの機能を発揮することがソーシャルワーカーの特性であり、役割でもある」と示されている。し
かし、環境に働きかけるには子どもたちの権利擁護や自立支援の視点があることが重要である。
権利擁護と自立支援の視点について、自閉症スペクトラムの子どもを例に考えてみよう。今現在は学
校で適応をみせている場合、スクールソーシャルワーカーの介入は不要だと判断されることがある。確
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かに、大きなトラブルはなく、子ども自身も安心して学校生活を送れている。しかし、それは学校とい
う守られた環境であるから安定していると推察できる。学校という枠組みから出て社会で生活し始める
と、これまで守り支えていた教員等の不在によって不安定な生活を強いられる危険性を推察できよう。
このようなケースに対しては、スクールソーシャルワーカーは予防的な観点で関わることができる。学
校というサポートシステムがなくなった後も社会生活を安心して送れるように、保護者の子どもの将来
に対する不安な思いを軽減するために、在学中からしかるべき社会資源と繋ぎ、権利擁護と自立支援に
向けた新しいサポートシステムを構築するという支援が必要である。
このように、スクールソーシャルワーカーは現在目の前にある課題解決のために環境に働きかけるだ
けではなく、将来的な自立支援の視点をもって子どもの状況をアセスメントし、予防的に環境に働きか
けることができる。これは安心安全な生活という子どもの権利を擁護する働きかけでもある。そう考え
ると、顕著な生活上の課題などはなく教員間で対応できていて、スクールソーシャルワーカーの直接介
入は必要ないと思われるケースであっても、子どもたちが安定しているという状況からスクールソー
シャルワーカーがアセスメントに加わることに意味がある。そもそも、誰がどのように支援するのかと
いった分担はアセスメントの結果として導き出されるものである。スクールソーシャルワーカーやス
クールカウンセラーの勤務時間が限られる中で、多職種で集まるという状況を作り出すこと自体が容易
ではない。しかし、早期段階で多職種が集まってアセスメントをすることで、短期介入での状況改善や
予防的介入が期待できる。この早期段階の多職種によるアセスメントの有用性をスクールソーシャル
ワーカーが教員に伝え続けることは、子どもたちの権利擁護と自立支援の視点からも意義があると考え
る。
おわりに
複合化した様々な問題が子どもたちを取り巻く中で、スクールソーシャルワーカーの有用性が評価さ
れ配置拡充が広がっているにもかかわらず、学校現場ではスクールソーシャルワーカーが十分機能しき
れていない状況について、その要因を検討した。
学校が困惑している要因としては、①これまで教員が行ってきた生徒指導とソーシャルワークとの違
いが見えにくく、役割分担の混乱が生じていること、②スクールソーシャルワーカーに相談を持ちかけ
るのは学校対応の限界を感じた場合であること、③スクールソーシャルワーカーの配置目的と配置状況
が市町村レベルで曖昧であること、が挙げられる。これらを踏まえ、スクールソーシャルワーカーは自
立支援の視点や権利擁護という観点から早期にアセスメント場面に加わることの重要性を強調する必要
がある。また、学校・教員もスクールソーシャルワーカー自身も、スクールソーシャルワーカーの配置
拡充に至った政策的な背景を理解し、限られた勤務時間数で活動する目的と活動することの意義を各学
校・市町村教育委員会で検討する必要がある。
スクールソーシャルワーカーの本格的な導入は 1995 年に始まったばかりである。スクールソーシャ
ルワーカーが学校のスタッフとして自然に認識されるようになるまでにはしばらく時間が必要かもしれ
ない。しかし、スクールソーシャルワーカーが自分たちの役割を理解し、チーム学校の一員として自覚
し、積極的に教員にアプローチしていくことが求められる。
一方、スクールソーシャルワーカーの必要性が認められ配置拡充されることは、子どもの健全育成の
観点から望ましいことではあるが、その一方で課題も出てきている。筆者の経験から最も大きな課題の
一つと感じるのは、スクールソーシャルワーカーの導入について具体的なビジョンを持たないまま配置
だけを拡充している都道府県・市区町村教育委員会が少なからずあるということである。既に述べたよ
うに、文部科学省はスクールソーシャルワーカーの職務内容を明示しているが、限られた勤務時間の中
で何をどこまでするのか、優先順位をどうつけるかを判断する基準は、雇用側がスクールソーシャルワー
カーの配置によってどのような状況を目指しているのかというビジョンに係わる。ビジョンの不明確さ
は、教員だけではなくスクールソーシャルワーカーも困惑させ、有用性を妨げる結果を招くことになる。
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「学校をプラットフォームとした総合的な子供の貧困対策の推進」や「ニッポン一億総活躍プラン」で
は、スクールソーシャルワーカーを 1 万人に増員し、中学校への配置、あるいは中学校を拠点校として
校区内の小学校を管轄する中学校区モデルという実施方法を掲げている。一方で、「学校教育法施行規
則の一部を改正する省令」においては、「スクールソーシャルワーカーは、小学校における児童の福祉に
関する支援に従事する。」と明文化されている。中学校区モデルは校区内の小学校も管轄するとはいえ、
実際は問題が山積している中学校の対応で手一杯で、小学校までなかなか手が回らないというところも
少なくない。また、スクールソーシャルワーカーの人材不足は顕著で、社会福祉士や精神保健福祉士の
有資格者を確保できない地域も多い。支援の質を担保するためにも、今後研修やスーパーバイズの体制
を整えていくことや、安定した人材供給を目指していかなければならない。
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線の描画による回想データの数値化の試み
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Abstract
In this study, we suggested the Searching Continuous Line （SECLINE） method to measure dynamic 
changes in psychological variables directly from retrospective line graphs drawn by participants. We assessed 
the reliability and validity of the method by using the K6 screening scale （Kawakami et al., 2004）, which 
measured depressive psychological states. In Study 1, we asked undergraduates （n＝44） to complete retro-
spective questionnaires to rate the K6 items by using a Likert-type scale as well as the SECLINE method. In 
Study 2, we asked undergraduates （n＝79） to complete retrospective questionnaires as with Study 1, which 
involved a distractor task between a Likert-type scale and the SECLINE method, and order effect was coun-
terbalanced. Cronbachʼs α for the K6 scores measured using the SECLINE method was above.80 in both 
studies. Moreover, in both studies, the K6 scores measured by a Likert type scale and the SECLINE method 
showed high correlations. These results indicated that the K6 scores measured using the SECLINE method 
had some degree of reliability and validity.
問題と目的
我々の自己やパーソナリティは、過去の経験や記憶に基づいて構成されている（神谷・伊藤，2000）1）。
本研究では、時間的変動を含む心理変数の回想データを測定する手法として、これまでに開発されてき
たいくつかの手法の特徴と問題点について述べた上で、それらの手法のデータ化に関する問題点の改善
を試みる手法である “Secline 方式（Searching continuous line method）” を提案する。
線の描画による回想データの測定　一定の時間幅をもった過去の回想を測定するために、従来の研究
では、線を描画することによって回想を求める複数の手法が開発され、その有効性が示されてきた（e.g. 
福田・古川，20072）；石桁・岩崎，9903）；河村，20004）；大久保，19925）；山田，20046））。これらの手法
は、横軸を時間、縦軸を程度（“ 良い―悪い ” 等） とした 2 次元グラフ上に線を描くことによって、心理
変数の回想データを可視化する点が共通している。その一方で、線の描画法や、描かれた線の処理の仕
方が異なっている。以下では、線の描画法に注目し、大きく 2 つに分類してまとめる。
第 1 に、回答者がある時点における縦軸の得点に関する評定を行い、それらの得点をグラフ上にプロッ
トした後に直線で結ぶ手法である。ライフヒストリーグラフ（河村，20004）；山田，20046））では、回答
者は、縦軸に “ 良い―悪い ” の程度、横軸に過去から未来までの時間が示されたグラフ上に、過去の印
象的な出来事をプロットし、そのプロットを結んだ折れ線グラフを描画するように求められる。横軸は
明確な区分はなされておらず、回答者が自由に時間幅を変化させる場合（山田，20046））もあるため、描
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かれた線は、主にプロットされた点の変化パターンを分類し、質的な変数として分析される。また、ラ
イフライン （人生満足度曲線；福田・古川、20072）；Gramling & Carr, 20047）；Martyn & Belli, 20028））では、
回答者は、まず自身の人生について 1 歳ごとに満足度を評定する。そして、その評定値を、縦軸を幸福
感、横軸を時間としたグラフ上にプロットし、それらの点を直線で結んだ折れ線を描画するように求め
られる。福田・古川（2007）2）は、描かれた折れ線について、縦軸のゼロの直線を底辺とした多角形の面
積を算出し、分析に用いた。これらの手法では、描かれた線はプロットされた評定値を結んだものであ
るため、測定という意味では評定法と同等であり、線の描画は必須ではない。
第 2 に、回答者が線を描画し、その後研究者が描かれた線について線形の変化の個数を数えたり、任
意の時間軸上の得点を読み取ったりして、描かれた線を数値化する手法である。浮沈曲線（大久保，
19925））では、回答者は、縦軸を “ － 2” から “ ＋ 2” までの 5 段階の浮沈度、横軸を “10 代前期 ”“10 代中
期 ” といったカテゴリとしたグラフ上に直線を描画するように求められる。また、高澤（2001，2002）9）
10） は、大久保（1992）5）に基づき、職業展望に関して浮沈曲線（職業展望浮沈曲線）を用いて測定した。
高澤 （2001，2002）9）10）では、回答者は、15 歳から現在までの職業に対する意識と今後の職業に対する
展望とを、ゼロを境界としてポジティブイメージがプラス側に、ネガティブイメージがマイナス側にな
るように、1 本の曲線を描くように求められる。そして、描かれた曲線について、研究者が線形の方向
の明確な変化の個数を数え、その転換点の数を量的変数として分析する。IGF 法（inner graphic formula 
method；石桁・岩崎，19903））では、回答者は、縦軸を “0” から “100” までのやる気の程度、横軸を等間
隔に目盛りが割り振られた任意の時間としたグラフ上に曲線を描画するように求められる。石桁・岩崎 
（1990）3）では、回答者自身が、1 年間の曲線について月ごとに 3 点の合計 36 点を抽出し、各点におけ
る縦軸の数値を読み取ってマークシート上にマークをすることによって、個人ごとの曲線が数値化され、
得られた数値が量的変数として分析される。
これらの手法は、描かれた線が個人の過去体験の回想を反映しており、線自体が意味をもつ。第 1 の
手法は過去体験の測定の面では評定法と同等であるため、以下では、主に第 2 の手法である、描かれた
線を研究者が数値化する手法について議論する。
線を描画する手法の測定面での利点　線を描画する手法の利点は、回答者の過去の回想を、回答者自
身の認識に合わせて測定できる点である。例えば、研究者が、大学生を対象として、質問紙によって最
近 1 年間の抑うつ状態の変動を測定するために、3 ヶ月間ごと計 4 回の回想を求め、それぞれの時点に
おける抑うつ状態の数値を測定し、4 時点分の抑うつ状態の推移データを得ようとしたとする。一方、
回答者にとっては、例え最初の 3 ヶ月に抑うつ状態が変動する経験を多くしていたとしても、質問紙上
で回答できる箇所は 1 箇所であり、その経験は 1 つの回答としてしか回答することができない。そのた
め、研究者は、得ようとしていた変動を十分に測定できないことになる。このジレンマは、回想する時
点を増やせば解消することができるが、回想する時点数と回答者の負担とはトレードオフ関係にある。
加えて、特定の回答者にとっての “ 最適 ” な回想の時点数は、実際に回答を求めてみないと分からない
ため、研究者が統制することはできない。したがって、このジレンマは、時間幅をもつ回想を、特定の
時間幅で切り分けて測定しようとする際に必然的につきまとう。
それに対して、線を描画することによって回答者の回想を測定する場合、描かれる線は連続的であり、
回答者は自身が想起できる回想にしたがって、自由に回答することができる。研究者は、回想を求める
時点数に頭を悩ませる必要はなく、回想を求める期間を横軸とし、回答を求めたい程度を縦軸とした 2
次元のグラフ用紙を用意すれば、当該期間内の心理変数の変動を測定することができる。上述の例でい
えば、抑うつ状態を測定する尺度の項目それぞれにあてはまる程度を縦軸とし、測定したい期間を横軸
とした 9 枚のグラフ用紙を用意し、回答者に当該期間の回想を求めればよい。
線を描画する手法の測定面での問題点　従来の線を描画する手法には、以下の 2 点の問題点が挙げら
れる。第 1 に、線を描画する手法では、回答者によって自然に描かれた線を数値化する手法が確立され
ていないという問題点がある。高澤 （2001，2002）9）10）の職業展望浮沈曲線では、研究者の目視によって、
描かれた線の変化を読み取り、その個数を数えることで数値化している。この手法は、どのような線形
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の変化を、研究者が “ 変化 ” として数えるかによって得られる数値が異なる可能性があることや、計量
する研究者の負担が大きく、1 回の調査で収集できる線の本数が限定されることが問題点として挙げら
れる。また、IGF 法（石桁・岩崎，1990）3）では、自然に描かれた線を極力忠実に数値化するために、回
答者自身が、自分が描いた線を読み取りマークシートにその数値を記入する。この手法は、描かれた線
を直接数値にするという点で優れているものの、その作業を担う回答者の負担は非常に大きい。
第 2 に、信頼性や妥当性に関する統計的な検討が難しいという問題点がある。描かれた線は、一定期
間の回想に対する現在の認識を反映している。その認識を、線を描画することによってどの程度安定し
て測定できているかを確認することは、描かれた線を信頼性のある測定指標として扱う上で必須となる。
しかし、従来の研究の多くは、描かれた線を量的変数として扱っていないため、信頼性を統計的に検討
できない。線の数値化を試みている IGF 法（石桁・岩崎，1990）3）であっても、描かれる線の本数は 1 本
である。そのため、再検査法でしか信頼性を検証できず、実用面で問題がある。また、1 項目のみで（1
本の線のみで）複雑な構成概念を表現し回答してもらうことは難しい（堀野，1998）11）。さらに、扱いた
い心理変数の変化を 1 本の線で測定した場合、曲線を描くときに手が滑った、といった回答時の偶発的
な事象による影響を排除することができないため、回答結果の安定性の面で問題がある。
第 2 の問題は第 1 の問題に付随するものであり、第 1 の問題が解消され、描かれた線が容易に数値デー
タ化されれば、概ね解消できる。したがって、従来の線を描画する手法の問題は、どのようにして 2 次
元グラフ上に描かれた線を数値データ化するのかに集約できる。
本研究の目的　線を描画する手法を用いたこれまでの研究の問題点を踏まえ、本研究では、時間的変
動を含む心理変数の回想データを測定するために、2 次元グラフ上に描画された線を数値データ化する
手法として、Secline 方式を提案する。
Secline 方式を提案する意義は以下の 2 点である。第 1 に、線を描画することで回想データを収集す
る手法を更に発展させることができる点である。Secline 方式では、先行研究と同様に、回答者は、縦
軸を程度、横軸を時間とした 2 次元グラフ上に線を描画する。先行研究では、回答者または研究者が描
かれた線を目視し手作業で数値化していたが、当手法では研究者がドキュメントスキャナやカメラ等の
機器を用いて画像データ化し、画像認識ソフトウェアによって描かれた線の横軸からの高さを数値化す
る。これにより、個人の主観による数値の読み取りの歪みや疲労によるミスをなくし、効率的かつ客観
的に、回想された時間的変動に関する数値データを得ることが可能になると期待される。
第 2 に、線を描画することで得た回想データを効率的かつ客観的に数値化することによって、回想デー
タを扱う研究の自由度を増し、研究の幅を広げることができる点である。このことは、例えば、過去の
戦争捕虜の体験（Port, Engdahl, & Frazier, 2001）12）や幼児時の虐待被害体験（Dube, Williamson, Thompson, 
Felitti, & Anda, 2004）13）、惨事体験（松井，2005）14）といった、後ろ向き研究が必要な研究テーマを扱う
際に、特に有効であると考えられる。Secline 方式を用いることによって、時間幅をもった過去の記憶
と現在の自己認識やパーソナリティとの関係や、それらの記憶が現在の心理状態にどのような影響を及
ぼすのかを検討する際に、より柔軟に時間幅をもった過去の経験の測定を行うことができるようになる
と期待される。
本研究では、Secline 方式によって測定する心理変数として、K6（Furukawa, Kessler, Andrew, & Slade, 
200315）；川上・近藤・柳田・古川，200416））を取り上げる。K6 は、抑うつ状態、特に気分・不安障害の
スクリーニングを目的として開発された尺度であり、約 1 ヶ月間の経験を尋ねるものである。K6 を取
り上げる理由は以下の 3 点である。第 1 に、抑うつ状態が時間的に変動すると考えられることから（坂本，
201017））、Secline 方式による測定に合致しているためである。第 2 に、K6 は、川上他（2004）16）により
信頼性と妥当性が確認されており、標準化され広く使用されているためである。第 3 に、項目数が 6 項
目と少なく、線の描画に伴う回答者の負担を軽減できるためである。
本研究では、K6 の 6 項目についてそれぞれ線の描画を求め、それらを数値化した上で、信頼性と妥
当性を検証する。ここで検証する信頼性と妥当性は、K6 の項目内容のものではなく、Secline 方式によ
る測定値の信頼性と妥当性である。回答者に対して、心理尺度の各項目について、2 次元グラフ上に線
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を描画して回答するように求め、それらの信頼性や妥当性を統計解析によって確認しようとする試みは
他にない。そのため、Secline 方式によって得られた数値データが、一般的な統計解析の俎上に載せる
ことのできるか否かを確認することは必須である。そこで、すでに評定法による測定で信頼性と妥当性
が確認されている K6 の項目を使用して、評定法と Secline 方式とで同程度の信頼性（α係数）が得られ
れば、Secline 方式は、評定法と同様に安定して K6 の項目内容を測定可能であると考えられる。また、
評定法と Secline 方式とで、それぞれ測定された K6 の得点が同程度であれば、Secline 方式による測定
は評定法と同程度に妥当な測定が可能な手法であると考えることができる。
研究 1
目　的
研究 1 の目的は、Secline 方式が、評定法と同程度に安定して抑うつ状態を測定可能か否か、また、
評定法による測定結果と一致するか否かを検証することである。両手法が、個人の回想を同様に測定可
能であれば、それぞれの測定結果に大きな差はみられないと想定される。
方　法
調査対象者　2008 年 12 月 21 日に大学生 44 名（男性 20 名、女性 24 名、平均年齢 19.5 歳）を対象とし
て質問紙調査を行った。対象となった大学生は、11 月 20 日から 26 日が定期試験期間であった。
手続き　評定法によって短期的な抑うつ状態を測定する K6（川上他，2004）16）の 6 項目について尋ね、
その後 Secline 方式によって同様の 6 項目について線の描画を求めた。使用した 6 項目は、“ 何をする
のにも骨折りだと感じる ”、“ 神経過敏に感じる ” 、“ 絶望的だと感じる ”、“ 自分は価値のない人間だ
と感じる ”、“ そわそわ、落ち着かなく感じる ”、“ 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないよ
うに感じる ” であった。使用した選択肢は、K6 の信頼性・妥当性の検証の際に使用されたものと合わせ、
“ 全くない ”、“ 少しだけ ”、“ ときどき ”、“ たいてい ”、“ いつも ” の 5 件法であった。
Fig.1 Secline方式による質問項目の例（横72mm，縦140mmの描画領域；B4用紙に４つ配置した）
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評定法による K6の測定　K6 の評定は、調査実施日である 12 月 21 日からさかのぼって、約 40 日間
を約 10 日ごと 4 期間に区切り、その各期間での回答を求めた。具体的には、第 1 期が “11 月 11 日から
20 日 ”、第 2 期は “11 月 21 日から 30 日 ”、第 3 期は “12 月 1 日から 10 日 ”、第 4 期は “12 月 11 日から
12 月 21 日 ” であった。回答者は 4 期間について 6 項目ずつ答えるため、合計で 24 項目に回答した。
Secline方式による K6の測定　K6 の 6 項目について、線を描画することで回答を求めた。まず、各
項目で、6 枚のグラフ用紙を用意した（Fig.1）。グラフ用紙は、縦軸に評定法と同様の 5 件法の選択肢を
提示し、各選択肢の側に等間隔に目盛線を引いた。また、横軸は、“11 月 11 日～ 20 日 ” といった時間
を表すものであった。そしてグラフ用紙に、各時期における K6 項目に対する評定を想起し、線で描く
ように求めた。線の描画における注意点として、左側に戻らないように描くこと、垂直上昇・下降する
線は描かないこと、線を途中で切らず 1 本の連続線で記入することを、回答例を示して教示した。
Secline方式の回答の数値データ化　描画された線をドキュメントスキャナで取り込んで画像化した。
その後、画像認識ソフトウェアを用いて、1 本の線を 200 個のドットに分解し、各ドットの横軸からの
高さを変数として数値化した。数値は 0―4 点に分布し、1 本の線について 200 個の数値が得られた。
結果と考察
記入漏れや回答の不備があった 4 名を除き、分析対象者は 40 名（男性 16 名、女性 24 名）であった。
研究 1、2 共に統計解析には、統計ソフト IBM SPSS Statistics 19 を用いた。
信頼性の検討　K6 の 6 項目について、川上他（2004）16）に従い、“ 全くない ” から “ いつも ” までを 0
―4 点と得点化した。評定法による K6 について、各期のα係数を算出したところ、第 1、2 期は .78、
第 3 期は .88、第 4 期は .84 であった。また、Secline 方式による K6 について、200 時点のα係数をそれ
ぞれ算出したところ .80―.86 であった。したがって、K6 について Secline 方式によって描画された線は、
評定法と同様に高い内的一貫性をもつことが示された。そこで、評定法と Secline 方式それぞれについて、
6 項目の合計得点を算出し尺度得点とした。なお、Secline 方式と評定法との比較をするため、Secline
方式で数値化した 200 時点の得点のうち、評定法と同様の 4 期間に含まれるものをそれぞれ平均し、4
期の尺度得点を求めて後の分析に用いた。
妥当性の検討　K6 の尺度得点 （Fig.2）は、全体的にみると、試験期間直前である第 1 期から右下がり
の推移を示していた。K6 の回答を 0―4 点と得点化した場合の重症精神障害のカットオフポイントは
13 点、一般レベルの心理的ストレス評価は 5 点（川上他，2004）16）であり、ストレスフルな試験期間中
であることを考えれば、妥当な値の変化であると考えられる。続いて、評定法と Secline 方式との一致
の程度を検討するために、相関係数を算出した。その結果、第1期（r＝.74，p＜.01）、第2期（r＝.83，p＜.01）、
第 3 期（r＝.75，p＜.01）、第 4 期（r＝.84，p＜.01）と、全ての期間において、強い正の相関がみられた。
K
6 得点の平均値
**p＜.01
Fig.2 Secline 方式と評定法による K6 の得点と両手法の得点の相関係数（研究 1）
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研究 1のまとめと問題点　研究 1 では、Secline 方式によって測定した K6 の得点が十分に高いα係数
を示すことと、評定法と Secline 方式のそれぞれで測定した K6 の尺度得点が強い正の相関を示すこと
を明らかにした。このことから、K6 を用いた Secline 方式による抑うつ状態の測定は、評定法と同程度
に個人の回想を測定可能であると考えられる。一方で、1 回の質問紙で両手法による測定を行っており、
その順番も評定法が先で、Secline 方式が後と固定していた。そのため、評定法による自身の回答の記
憶が、Secline 方式での回答に影響した結果、実際の関連よりも相関係数が高くなった可能性が考えら
れる。そこで研究 2 では、記憶の影響を低減させた上で研究 1 の結果を再確認する。
研究 2
目　的
研究 2 の目的は、研究 1 で得られた結果を、記憶の影響を低減させて再確認することである。そのた
め、評定法と Secline 方式それぞれの回答の間に妨害課題を挟み、先の回答が後の回答に影響しないよ
うにして測定する。また、Secline 方式による回答と評定法による回答との回答順もランダムにカウン
ターバランスし、常に一方の回答が他方に影響しないようにして測定する。
方　法
調査対象者　2014 年 12 月 13 日に大学生 79 名（男性 65 名、女性 13 名、不明 1 名、平均年齢 18.9 歳） 
を対象として質問紙調査を行った。対象となった大学生は、11 月 25 日から 12 月 2 日にかけて定期試
験期間であった。
手続き　使用した尺度は、研究 1 と同様の K6 であった。調査は、90 分の大学の授業の前後に、それ
ぞれ 1 回ずつ実施した。回答者には、授業前の調査において、ランダムに決められた評定法もしくは
Secline 方式による K6 の質問紙の一方のみに回答するように求めた。そして、回答済みの質問紙は封筒
に入れるように教示した。授業後の調査においては、残りの他方の質問紙について回答するように求め
た。その際、手元の封筒の中にある、授業前の調査の回答用紙は参照しないように教示した。回答終了
後、同様に回答済みの質問紙を封筒に入れて提出するように告げた。
評定法による K6 の測定　K6 の 6 項目について、研究 1 と同様に回答を求めた。K6 の評定は、調査
実施日である 12 月 13 日からさかのぼって、約 40 日間を 10 日ごと 4 期間に区切り、その各期間での回
答を求めた。具体的には、第 1 期が “11 月 1 日から 10 日 ”、第 2 期は “11 月 11 日から 20 日 ”、第 3 期
は “11 月 21 日から 30 日 ”、第 4 期は “12 月 1 日から 12 月 10 日 ” であった。
Secline 方式による K6 の測定　K6 の 6 項目について、研究 1 と同様に線を描画することで回答を求
Fig.3 Secline方式と評定法によるK6の得点と両手法の得点の相関係数（研究2）
K
6 得点の平均値
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めた。得られた線の数値データ化も、研究 1 と同様に行った。
結果と考察
信頼性の検討　K6 の 6 項目について、研究 1 と同様に得点化した。評定法による K6 について、各
期のα係数を算出したところ、.87―.89 であった。また、Secline 方式による K6 について、200 時点の
α係数をそれぞれ算出したところ .83―.90 であった。研究 1 と同様に Secline 方式による K6 のα係数
は十分に高かった。そこで、評定法と Secline 方式それぞれについて、研究 1 と同様に 6 項目の合計得
点を算出し尺度得点とした。
妥当性の検討　K6 の尺度得点（Fig.3）は、全体的にみると、定期試験期間である第 3 期に向けてやや
上昇し、その後低下する推移を示していた。研究 1 に比べればやや値は低かったが、試験期間に合わせ
て変化する妥当な値であると考えられる。続いて、評定法と Secline 方式との一致の程度を検討するた
めに、相関係数を算出した。その結果、第 1 期（r＝.90，p＜.01）、第 2 期（r＝.87，p＜.01）、第 3 期（r＝.89，
p＜.01）、第 4 期（r＝.89，p＜.01）と、全ての期間において、非常に強い正の相関がみられた。
得られた結果は、4 期の変動の程度によって影響を受けた可能性がある。すなわち、全て同じ得点と
なるような回答者が多く、変動がないからこそ両手法の値が一致しやすかった可能性や、逆に変動が大
きいからこそ、その経験の回想が容易であり、両手法の値が一致しやすかった可能性が考えられる。そ
こで、Secline 方式による合計得点について 4 期の標準偏差を回答者ごとに算出し、その高群（n＝35，
標準偏差の平均 0.45、標準偏差 0.23）と、低群（n＝44，標準偏差の平均 0.07，標準偏差 0.06）とで、それ
ぞれ Secline 方式と評定法との相関係数を改めて算出した。この分析により、4 期の K6 の値の変動が大
きく、期間内に K6 の値が大きく上昇したり下降したりしていた標準偏差の高群と、変動が小さく、期
間内の K6 の値が一様であった標準偏差の低群とで、それぞれ両手法の値の一致の程度を確認可能にな
ると考えられる。分析の結果、標準偏差の高群では、rs＝.83―.89（ps＜.01）、低群では、rs＝.71―.79（ps
＜.01）と、群分けしない場合に比べてやや相関係数は低くなるものの、全ての期間において強い正の相
関がみられた。
以上の分析から、Secline 方式と評定法とでそれぞれ測定した 4 期の K6 の値の一致の程度は高いこと
が示された。また、その一致の程度には、回想した期間内の K6 の値の変動の大小はほとんど影響して
いなかった。
総合考察
本研究の目的は、心理変数の時間的変動に関する回想データを測定するために描画された線を数値化
する手法として、Secline 方式を提案することであった。抑うつ状態を測定する尺度である K6 を用いて
2 つの研究を行い、Secline 方式による測定値の信頼性と妥当性を検討した。
Secline方式による測定値の信頼性　本研究では、評定法による 4 期間のα係数と、Secline 方式によ
る 200 時点のα係数とを算出した。その結果、α係数の最小値は評定法では .78 であり、Secline 方式で
は .80 であった。本研究において、川上他 （2004）16）と同様の評定法で測定した K6 のα係数は十分に高
く、K6 の内的一貫性の高さが再確認されたといえる。加えて、Secline 方式によって測定した K6 は、
研究 1、2 共に評定法と同程度に高いα係数を示した。K6 の測定値について、評定法でも Secline 方式
でも共通して高いα係数が示されたことから、Secline 方式によって描かれた線は、少なくとも評定法
と同程度に安定して、回答者の抑うつ状態を測定可能であると考えられる。
Secline方式による測定値の妥当性　研究 1 では、評定法と Secline 方式との相関係数を算出し、4 期
全てにおいて相関係数が高いことを示した。研究 2 では、研究 1 の方法論上の問題点を解消した上で、
研究 1 と同様に、評定法と Secline 方式とで強い正の相関関係がみられることを示した。加えて、4 期
の K6 得点の標準偏差を回答者ごとに算出し、その高低で群分けをした上で、それぞれの群別に評定法
による K6 の値と Secline 方式による K6 の値の相関係数を算出した結果、低群の方が高群よりもやや弱
くなっていたものの、いずれも強い正の相関がみられた。
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これらの結果は、約 1 ヶ月程度の回想であれば、K6 について、Secline 方式による測定は評定法によ
る測定とほぼ一致することを示している。もちろん、評定法で尋ねた場合、各期につき 1 つの回答しか
出来ないため、10 日の幅のある期間の平均的な値を回答したのか、印象的な値を回答したのか、それ
以外の方法かは個人によって異なるであろう。一方、Secline 方式の場合、10 日の幅のある期間を線で
描画し、それを数値データ化した上で当該期間の平均値を尺度得点としていた。回答形式や得点化の手
法が異なるため、両手法で測定した値が完全に一致するとは考えづらい。そのため、すでに評定法によ
る測定で項目内容の妥当性が確認されている K6 について、評定法と Secline 方式とによる測定値が強
い相関を示したということは、K6 を用いた抑うつ状態の測定において、Secline 方式による測定は、評
定法と同程度に妥当な測定値を示すものと解釈される。
Secline方式の位置づけ　Secline 方式は、浮沈曲線 （大久保，19925）；高澤，20019），200210））や、IGF
法（石桁・岩崎，19903））といった、過去の経験を想起して描かれた線を数値化し、その様相を分析しよ
うとする手法の方法論を、測定データの数値化の側面でさらに発展させたものであると位置づけられる。
先行研究では、いずれも回答者や研究者が目視によって描かれた線を数値化していたため、その労力は
大きく、主観による歪みが数値化に影響する可能性があった。Secline 方式により、これらの問題が解
消し、容易で客観的な数値化が可能となった。先行研究における問題点として指摘した、信頼性や妥当
性に関する統計的な検討が難しいという点について、本研究では、Secline 方式によって数値データ化
した値を用い、α係数や相関係数を算出し、信頼性や妥当性の検証が可能なことを示した。また、その
検証を通して、評定法によって抑うつ状態について尋ねた結果と、Secline 方式によって同期間の抑う
つ状態を測定した結果とが、ほぼ一致することを示し、Secline 方式によって得られた数値が妥当なも
のであることを明らかにした。
従来の線を描画する手法では、回答者によって自然に描かれた線を数値化する手法が確立されていな
いという問題点については、Secline 方式を用いることによって解消できる可能性が考えられる。Secline
方式は、2 次元グラフ上に描かれた線を数値データ化する手法である。したがって、描かれた浮沈曲線
や IGF 法による曲線を、Secline 方式によって数値データ化し、統計解析につなげることが可能になる。
このことは、線を描画することによって時間幅をもった心理変数を測定しようとするさまざまな研究を、
描かれた線の数値データ化における技術的な制限から解放し、より自由な研究が可能となるようにする
ものであると考えられる。
本研究の限界と今後の課題　本研究の限界として、実際に数値データ化し、統計解析を行った尺度が
K6 のみであることが挙げられる。Secline 方式は、描画された線を数値データ化する手法であるため、
時間的変動を含むさまざまな構成概念に適用可能であると考えられる。しかし、現段階では、K6 のみ
でしか確認されていない。今後の課題として、状態不安や心理的ストレス反応といった、時間的変動を
もった他の心理変数についても同様に数値データ化し、得られた数値が統計解析に使用できるか否かを
確認する必要があると考えられる。
また、本研究では、評定法との比較を目的としたため、Secline 方式によって数値化された 200 時点
の K6 得点を 4 時点に圧縮して使用した。これは、任意の時点数に数値化可能な Secline 方式の利点を
ほとんど活かしていない。描画された曲線に近似した数値化を行うことにより、例えば、マルチレベル
分析を利用して、曲線の変化に影響する要因を検討することが可能になると考えられる。
付　記
1）本研究の一部は、日本心理学会第 73 回大会、日本青年心理学会第 20 回大会で報告されている。
2） 本研究では、画像認識ソフトウェアとして Graphcel （http://www.vector.co.jp/；当該ソフトウェアの配
布サイトが個別のウェブページへの直接リンクを許可していないため、当サイトよりソフトウェア名
を検索して閲覧する必要がある） を用いた。本ソフトウェアは、垂直上昇・下降するような線を数値
化できないため、そのような線は描かないことを教示した。
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武庫川女子大学紀要
中原中也の「見た」人魚
山　口　　豊
（武庫川女子大学教育学部教育学科）
Ａ mermaid imagined by Chuya Nakahara
Yutaka YAMAGUCHI
Department of Education, School of Education
Mukogawa Women’s University
Abstract
The word “mermaid” appears in the poem “North Sea”, one of Nakahara's masterpieces.Mermaids are leg-
endary creatures that are well-known regardless of whether they are east or west, but their images differ 
greatly. The Western mermaid was a bright image, while the Eastern one was dark.
Before Nakahara released this work, Mimei Ogawa wrote a fairy tale “Red Candles and Mermaids” and 
claimed that Nakahara was greatly influenced by this work.
1．中原中也「北の海」の先行研究による解説
海にいるのは、
あれは人魚ではないのです。
海にいるのは、
あれは、浪（なみ）ばかり。
曇った北海の空の下、
浪はところどころ歯をむいて、
空を呪っているのです。
いつはてるとも知れない呪。
海にいるのは、
あれは人魚ではないのです。
海にいるのは、
あれは、浪ばかり。
中原中也の詩の中でも有名な「北の海」は、昭和 10 年（1935 年）２月の作で、「歴程」の昭和 10 年５月
号に掲載されたのち、詩集『在りし日の歌』の 30 番目に収録されているものである。
この詩の解釈をめぐっては、これまで多くの人がそれぞれの評を行っている。
「中原の詩の中で一般にしたしまれているのは、「北の海」のような種の詩である。それは童謡風で
少年の孤独な訴えに近いものがあるが、しかし冷いイメージとして凍りついている詩情ではなく、
永遠につきることのない寂寥感として流れている。そこに意識的な近代詩の主知的手法と対立する
彼の住み場所がある。」吉田精一『中原中也詩集』（注１）
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「詩題「北の海」とは、寒々と冷たい女性の暗喩であろう。中也身辺の寒々とした女性とは、心なら
ずもめとった妻Ｔ女以外にはあるまい。妻の海に ” 人魚 ” がいなくて″浪″だけがあるとは、妻に愛
の魂が欠けていてただ愛の形式のみがある－との謂いであろう。そのＴ女の愛と相容れぬのはむろ
ん、過ぐる日のＨ女の愛である。二聯の〈Ｔ女が歯をむいてＨ女を永久に呪う－〉というのはどうも
苛酷な表現ではあるが、過去のＨ女を忘れ得ずしてなお迎えた妻に対する中也良心の苛責が、かか
るイメージを定着せしめるに至った―と考えられよう。ともあれ、この詩などは新妻を主題とし、
Ｈ女を副次としている点が珍しく、またそのことが注目される作品ではある。」太田静一『中原中也
詩研究』（注２）
「この「空」は「曇った空」として抑圧的で停滞した、出口なしの気分を示し、「浪」は荒涼として「北海」
の動きとして戦闘的な志向を示すと解することができる。（中略）　初期短歌にいう「悪魔心」の表現
と理解したい」吉田凞生『中原中也必携』（注３）
「詩人の心はさむざむとした寂寥にみちているが、だからといって荒廃しているわけではない。彼
の心は波の単調だがくりかえして倦きない徒労に慰めをみているのだし、うかびくる人魚の幻想と、
それを打ち消すことに心の安らぎを覚えている。そして、ここには詩人の北の海への共感がある。」
中村稔『中也を読む』（注４）
「従来の読みでは、中也の残した詩の背景は満たされておらず、空しい「ことばばかり」が残されて
いたように思う。だが、「北の海」には、もっと普遍的な憂鬱と悲しみ、喪失感を読むことができる
と思うのである。」松本修「中原中也の「北の海」における人魚について」（注５）
このように詩の解説は様々である。というのもいきなり「人魚」という言葉が出てきたと思うと、すぐ
にそれを否定することで読者にとまどいと疑問を与えるからである。
中原中也の詩の中に人魚が登場していない。人魚ではなく浪だというのである。
ではどこに人魚はいるのだろうか。いないと否定するからには、中也のいう人魚がいるはずなのであ
る。あるからこそないといえるのである。
そこで本稿では中也がそこにはいないと言った人魚、いい換えれば中也が「見た」とすればどのような
イメージの人魚だったのかということについて考えてみるとともに、どうしてそのような発想に至った
のかということについても言及していきたい。
2．人魚のイメージ
そもそも我々は人魚についてどのようなイメージを持っているのだろうか。
平成が終わり、令和の時代を迎えた今も我々の周りには人魚のイメージが描かれているものが多く存
在する。デンマークの人魚像をはじめ、ディズニーアニメ、劇団による舞台芸術、映画、漫画、ボート
レースやエステサロンのコマーシャル映像など人魚をあちらこちらでよく見かける。誰も一度も実物を
見たことがないにもかかわらずである。
そこで、現代の女子大学生たち 100 名に以下のようなアンケートを行い、彼女たちの持つ人魚のイメー
ジを探ってみることとした。
質問　あなたの「人魚」に関するイメージを教えてください。
Ａ　性別は　　　・男　　　・女　　　・両性具有
Ｂ　髪の長さは　・身長ほどの長髪　　・背中までの長髪
　　　　　　　　・首までの短髪　　　・肩までの短髪　　　・その他
Ｃ　髪の色は　　・黒　　・金　　・緑　　・茶　　・赤　　・その他
Ｄ　肌の色は　　・アジア系　　・欧米系　　・インド、アフリカ系　　・その他
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Ｅ　瞳の色は　　・黒　　・金　　・青　　・茶　　・その他
Ｆ　体臭は　　　・する　　・しない
Ｇ　どんな能力を持っていると思いますか
Ｈ　人魚というとどんな物語を思い出しますか。
回答を集計したところ、次のような結果が得られた。
Ａ　性別については、男（0％）、女（92％）、両性具有（8％）であり、圧倒的に女性のイメージが強い。
Ｂ　髪の長さは、身長ほどの長髪（11％）、背中までの長髪（86％）、首までの短髪（0％）、肩までの短
髪（0％）、その他（3％）であり、やはり長髪のイメージが多いことがわかる。
Ｃ　髪の色は、黒（8％）、金（52％）、緑（0％）、茶（8％）、赤（29％）、その他（3％）であり、金髪と答え
た者が多く、黒髪と答えた者は一割にも満たなかった。
Ｄ　肌の色は、アジア系（11％）、欧米系（84％）、インド・アフリカ系（1％）、その他（4％）であり、金
髪の女性の肌ということで白い肌を想像している者が多かった。
Ｅ　瞳の色は、黒（6％）、金（3％）、青（77％）、茶（12％）、その他（2％）であり、やはり白人女性のイメー
ジである。
Ｆ　体臭は、する（10％）、しない（90％）であり、しないと答えた者が多かったが、いい匂いがすると
答えた者も数名いた。
Ｇ　能力については、陸上でも水中でも呼吸できる能力、魚と話ができる能力、歌がうまい、魔法が
使えるといったことを挙げていた。
Ｈ　人魚というとどんな物語を思い出しますかという問いの回答として何といってもアンデルセンの
「人魚姫」、ディズニーの「リトルマーメイド」と答える者が圧倒的に多かった。
今私たちが抱く人魚のイメージはアンデルセンの「人魚姫」、ディズニーの「リトルマーメイド」に代表
されるイメージが大半であるといってよいだろう。
大正６年に発表された谷崎潤一郎の小説「人魚の嘆き」に登場する人魚も同様のイメージで語られてい
る。本文は『人魚の嘆き・魔術師』中公文庫　1978 による。
・その瞳は、ガラス張りの器に盛られた清冽な水を透して、あたかも燐のように青く大きく輝いてい
ます。（中公文庫　34 頁）
・暗緑色の髪の毛は海藻のように顫え悶えて（同　34 頁）
・彼の女の純白な、一転の濁りもない、皓潔無垢な皮膚の色でした。（同　35 頁）
・麝香のような馥郁たる薫りを、部屋の四方へ放ちました。 （同　36 頁）
このことからも我々が抱く人魚のイメージは色の白い美しい風貌をしていると捉えていると言ってよ
いだろう。谷崎は人魚の故郷を「地中海」であるとも記している。
こうしたイメージの人魚を仮に「アンデルセン型人魚」と呼ぶとすれば、彼女たちには共通した特色が
ある。それは呪力を持っていないということである。アンデルセンの「人魚姫」は人間に恋をし、成就し
なければ泡になってしまうというのに、我が身を顧みず呪うことはしていない。コーヒーチェーンのス
ターバックスのロゴであるセイレーンという人魚も歌声で人々を惑わすことで西洋では恐れられる存在
でもあるが、恨みを抱いて船乗りたちを呪うことはしない。
谷崎の作品に出てくる人魚も嘆きこそするが、主人公の貴公子を呪ったりしていない。
このように暗さや哀しみを抱えた人魚も存在するが、概して西洋の人魚のイメージとして思い浮かぶ、
人を呪わない「アンデルセン型人魚」に対して、人を呪う人魚も存在する。それは中国・日本に古くから
伝わる人魚たちであり、仮に「呪怨型人魚」と呼ぶことにしよう。
その「呪怨型人魚」の典型が八百比丘尼伝説の人魚や小川未明の「赤いろうそくと人魚」に出てくる人魚
である。
この詩と小川未明の関連についてはすでに萩原昌好が「詩を「読む」ということ　―抒情への接点を求
めてー」という論文で指摘している（注６）。萩原もまた「呪い」に注目し、「この人魚のイメージは西洋のメ
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ルヘンの中の人魚ではあるまいという考えが浮かび出て来る。それは日本化された人魚であり小川未明
の「赤いローソクと人魚」の人魚であると思う」と述べている。
ところで、日本における人魚の記述は『日本書紀』にもあり、619 年頃であったという。
原文：廿七年夏四月己亥朔壬寅、近江國言、於蒲生河有物。其形如人。〇秋七月、攝津國有漁父、沈
罟於堀江。有物入罟。其形如兒。非魚非人、不知所名。（『日本書記　下』　日本古典文学大系 68　202 頁）
書き下し文：二十七年の夏四月の己亥（つちのとゐ）の朔壬寅（ついたちみずのえとらのひ）に、近江国
言さく、「蒲生河に物有り。其の形人の如し」とまうす。秋七月に、摂津国に漁父有りて、罟（あみ）を堀
江に沈けり。物有りて罟に入る。其の形児の如し。魚にも非ず、人にも非ず、名けむ所を知らず。
現代語訳：二十七年の夏、四月一日に近江国で言うことには、蒲生河である物がとれたが、其の形は
人のようであった。その年の七月に摂津の国のある漁夫が網を堀江に沈めたところ、何者かが網にかかっ
た。その形は子供のようであり、魚でもなく、人間でもなかった。何というものかわからなかった。と
記載されている。
1254 年に成立したとされる『古今著聞集』にも人魚の記述がある。
原文：七一二　伊勢國別保の浦人人魚を獲て前刑部少輔忠盛に献上の事
伊勢國別保といふ所へ、前刑部少輔忠盛朝臣くだりたりけるに、浦人日ごとに網をひきけるに、或日
犬なる魚の、かしらは人のやうにてありながら、齒はこまかにて魚にたがはず、口さしいでて猿ににた
りけり。身はよのつねの魚にてありけるを、三喉ひきいだしたりけるを、二人してにないたりけるが、
尾猶つちにおほくひかれてけり。人のちかくよりければ、たかくをめくこゑ人のごとし。叉涙をながす
も人にかはらず。おどろきあさみて、二喉をば忠盛朝臣のもとへもてゆき、一喉をば浦人とりてけり。
忠盛朝臣おそれ思けるにや、すなはち浦人にかへしてければ、うら人みなきりくひてけり。されども
あへてことなし。そのあぢはひことによかりけるとぞ。人魚といふなるは、これ訂の物なるにや。（『古
今著聞集』　日本古典文学大系 84　533 頁・504 頁）
現代語訳：伊勢国の別保という所へ、前の刑部少輔である忠盛朝臣が京から任官したときに、浦人は
毎日網をひいていたが、ある日犬きな魚が、頭は人のようにてありながら、歯は細かく魚と同じであり、
口は飛び出していて猿に似ているものが網にかかった。からだは普通の魚のようであったが、三匹網か
らひきだして、二人がかりで担いだけれども、尾は地面につくほどであった。人がちかくに寄ると、た
かくわめく声は人のようであり、叉涙をながすのも人とかわらなかった。おどろいて二匹ば忠盛朝臣の
所へ持ってゆき、一匹を浦人がとった。忠盛朝臣はおそろしく思ったのだろうか、すぐに浦人に返して
きたが、浦人たちは残りの一匹をみんなで切って食べてしまっていた。しかし特になにごともなかった。
その味は特によかったということだ。人魚というものは、こういうものをいうのだろう。
 江戸時代になると、怪異譚が多く語られるようになるが、井原西鶴が『武道伝来記』の「命とらるる人
魚の海」や『好色一代男』の「夢の太刀風」という作品で人魚を書いたり（注７）、絵師の鳥山石燕が『今昔百鬼
拾遺』で人魚の姿を描いたり（注８）、寺島良安により『和漢三才図絵』などが作成されたりしている。
また、日本ではこうした文献に現れる資料の他に、口承伝承が多く残されている。肉を食べたため死
ねない体になった八百比丘尼伝説や佐渡の娘と旧大潟町の若者の悲しい恋物語「人魚伝説」（注９）などが
それである。日本における人魚の出現記録や人魚伝説の分布については吉岡郁夫「人魚の進化」（注 10）に
紹介されている。
さらに各地には人魚のミイラなどが多く伝わっている。それらは江戸時代に作られた興行用の精巧な
細工物が多いが、いずれも美形のイメージのある「アンデルセン型人魚」とは正反対のグロテスクで凄惨
なイメージのものが「呪怨型人魚」なのである。佐賀県佐賀市本庄町の東光寺には両目をぎょろつかせた
男性の人魚の掛け軸が残っているという。しかし、江戸時代中期以降、人魚は遊女のイメージが重ねら
れ、明治になってアンデルセンの翻訳が広まると、人魚のイメージは一気に「アンデルセン型人魚」に書
き換えられていき、谷崎をはじめこの世のものとは思えない美しさを持ったものとして日本人の心にも
定着していったのである。
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3．小川未明の描いた人魚
「人魚は、南の方の海にばかりすんでいるのではありません。北の海にもすんでいたのであります。」
という文から始まる「赤いろうそくと人魚」は小川未明が大正 10 年に発表した作品である。
寂しい北の海に住む人魚は、明るく見える人間の世界に憧れ、我が子を人間の手で育ててもらえば、
きっと幸せに育つに違いないと信じてとある山のお宮に我が子の人魚を産み落とす。それを麓の蝋燭屋
の老夫婦が見つけ、大切に育てていく。大きくなった娘の人魚が絵を描いた蝋燭をお宮に灯し、その燃
えカスを身に着けるとどんな嵐の時でも遭難しないというご利益があり、店は繁盛していく。
ある日香具師が老夫婦の前に現れ、言葉巧みに大金を渡し、人魚を身売りさせてしまった。懇願も聞
き入れてもらえなかった人魚は真っ赤に塗った蝋燭を置いてゆく。恨みに思った人魚の母親と思しき者
が赤い蝋燭を買い取り、お宮に灯すと大嵐が起こり、香具師の船も転覆する。それ以来お宮に赤い蝋燭
が灯されると不吉なことが起こるので、とうとう蝋燭屋をはじめ、町も寂れてしまったという悲しい童
話である。
小川未明は新潟の生まれで、北陸には人魚の肉を食べたため、死ねない体となり数百年も生き永らえ
ざるを得なかったという八百比丘尼伝説もあり、こうした恨みを抱いた人魚の話も聞いていたと思われ
る。九頭見和夫は『日本の人魚像』（和泉書院）の中で、「時期的に見て小川未明は、同じ童話作家の西城
八十が翻訳したこの「人魚ものがたり」に刺激を受け、これまであたためてきた越後伝説をモチーフにし
た童話を二ケ月後の大正一〇年二月、「東京朝日新聞」に『赤い蝋燭と人魚』の題名で発表した可能性は低
くないと推測される（注 11）。」と述べている。
作家が他の作品に刺激を受け、モチーフとすることは珍しくない。芥川龍之介が『今昔物語集』をモチー
フに「鼻」や「地獄変」を書いたり、太宰治が西鶴の『武道伝来記』の「命とらるる人魚の海」をモチーフに「人
魚の海」を書いたりしていることは有名な話である。
もちろん、作家である以上、そのまま使うのではなく、自分なりの解釈や設定を加えてアレンジして
いる。小川未明は「アンデルセン型人魚」では日本海の荒波にはふさわしくないと感じ取り、自分の作品
に描いた人魚は「日本型人魚」であり、人間に恨みを持ち、仇をなす存在としての人魚を選択したのであ
る。
確かに「大きくなるにつれて黒眼勝な美しい、頭髪の色のツヤツヤとした、おとなしい怜悧な子とな
りました。」とあるように「アンデルセン型人魚」のような一面もあるが、同時に「絵の描いた蝋燭の燃え
さしを持ってさえいれば、決して海の上では災難に罹らなかったものが、今度は、赤い蝋燭を見ただけ
でも、その者はきっと災難に罹って、海に溺れて死んだ」という呪力も持っている「呪怨型人魚」であっ
たのだ。
4．小川未明との共通点
では、改めて中原中也「北の海」に使用されている語と小川未明の「赤いろうそくと人魚」を比較してみ
よう。
「北の海」という語は「人魚は、南の方の海にばかりすんでいるのではありません。北の海にもすんで
いたのであります。」という冒頭の語と一致する。
その「北の海」の「浪はところどころ歯をむいて」いるのだが、それは荒れた海を表していることはいう
までもない。これは未明のいう「はてしもなく、何方を見まわしても高い波がうねうねとうねっています。
そして、岩に砕けては、白い泡が立ち上っています。」という表現に相当する。
次に「いつはてるとも知れない呪」という文である。中也の「呪」とはどのようなものだったのだろう。
九頭見の「わずか二歳でこの世を去った長男文也にささげられたこの詩集は、その一年後結核性脳膜
炎で障害を終える中原中也の深い絶望感を表現している。（中略）長男文也を失った中原中也のみつめる
北の海には、人魚の姿はなくただ人間を飲み込んでしまうかもしれない恐ろしい浪ばかりである。」とい
う指摘は文也が亡くなるのは発表した翌年であるから当てはまらず、愛する者を失ったことへの呪いで
はない。
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その「呪い」は「いつはてるとも知れない呪」である。信頼していた人間に裏切られた悲しみは呪いや恨
みとなって、自分の心を苦しめ続けるのだ。それこと「いつはてるとも知れない」のであり、「曇った北
海の空」に表されるような「心の様子」を未明の作品を通して実感できるのである。
そして「人魚」という語である。穏やかな南の海を見て人魚を思い浮かべる人はいても、荒れ狂う北の
海の波を見て、人魚を想像する人はまずいないだろう。にもかかわらず、中也は「人魚」という言葉を使っ
ている。ここに未明の「赤いろうそくと人魚」を踏まえて、詩の世界へと誘っているとすれば、読者は納
得するに違いない。
5．「北の海」の成立について
中原中也と太宰治の仲が悪いのは有名な話である。檀一雄の「小説　太宰治」に酒の席で中也が太宰に
絡み、取っ組み合いの喧嘩になったことや中也が酔って太宰の家に押しかけたりしたことが書かれてい
る。太宰も中也のことを「ナメクジみたいにてらてらした奴で、とてもつきあえた代物じゃない」とこき
下ろしたと言ったともいわれている。
そんな太宰が西鶴の『武道伝来記』の「命とらるる人魚の海」を『新潮』に「人魚の海」としてアレンジした
作品を発表しているが、これは昭和 19 年に出版されたものであるから、太宰の作品に反対する気持ち
で書いたものでないことは明らかである。
とすれば、やはり中也に大きな影響をあたえたものは小川未明の「赤いろうそくと人魚」の世界ではな
かっただろうか。中原中也の「見た」人魚は髪を振り乱して呪い続ける哀れな人魚だったのだろう。
未明と同じく童話作家でもあった宮沢賢治に中也は大変感銘を受けている。「宮沢賢治の詩」「宮沢賢
治の世界」を書いたり、『銀河鉄道の夜』に刺激をうけて昭和９年には「夜汽車の食堂」という童話を書こ
うともしたりしている。
また、中也の代表作「一つのメルヘン」も宮沢賢治の影響を受けているという指摘もある（注 12）。
こうした中也であるから、小川未明の作品の影響を強く受け、自身の思いを重ねて「北の海」という独
自の作品世界を作り上げたのであろう。
青木健は「一つのメルヘン」を「『銀河鉄道の夜』への一つの反歌のようにして成ったのではないだろう
か」と推測している（注 13）。
「反歌」は長歌の後に置かれ、長歌の意の要約，補足や，比較的客観的に事を叙した長歌に対し詠嘆す
るものなどが多いが，なかには同時同所の作という理由で反歌とされているものもあるという。
その意で言えば同じように「北の海」にも当てはまる。中也の詩の中の人魚は姿こそ現していないが、
確かにそこにいる。中也が「見た」と感じる人魚は呪う人魚であり、未明の作の母親の人魚と同じく、悲
しみを白く砕ける波に託している。それゆえこの「北の海」もまた「赤いろうそくと人魚」という作品の「反
歌」としてとらえてよいと考えている。
注１　吉田精一『日本の詩集 10　中原中也詩集』　角川書店　1968
注２　太田静一『中原中也詩研究』　審美社　1966
注３　吉田凞生『中原中也必携』　學燈社　1981
注４　中村稔『中也を読む　詩と鑑賞』　青土社　2001
注５　松本修　「中原中也の「北の海」における人魚について」　上越教育大学国語研究 11　1997
注６　萩原昌好「詩を「読む」ということ　―抒情への接点を求めてー」月刊国語教育研究 266　日本国語教育学会　
1994
注７　花咲一男『江戸の人魚たち』　太平書屋　1978　「菱川師宣が連続絵画本として編作した『大和絵のこんげん』
下巻に、頭は女。あし鳥のごとし。胴体は魚にまぎれず。浪の磯による声のして。世之介さま。我を忘れ給ふか。
石垣町の鯉屋の小まんの執心。思ひしらせんといふ。」とあり、恨みを述べている。P88
注８　鳥山石燕『今昔百鬼拾遺』　国書刊行会　1992　中国の『山海経』の影響を受けている。P192
注９「人魚伝説」　佐渡に住む女性が本土に住む男性と恋仲になり、男性の灯す明かりを目印に毎晩通っていたが、
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男性に別な女性が現れ、ある夜は明かりをつけなかった。そのため女性は目印を失って溺れ死んだが、その後
人魚になったという伝説が新潟県上越市にあるという。
注 10　吉岡郁夫「人魚の進化」『比較民俗研究』８　比較民俗研究会　1993
注 11　九頭見和夫『日本の人魚像』　和泉書院　2012
注 12　中野新治「『一つのメルヘン』成立に関する一考察　－宮沢賢治「やまなし」との比較から－」日本文学研究
33　梅光女学院大学　
注 13　青木健「もうひとつの「銀河」物語」　別冊太陽中原中也　平凡社　2007　
受理日　　2019 年 11 月 16 日
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Bull. Mukogawa Women’s Univ. 2019， 67， pp.79－82.
武庫川女子大学紀要
対人コミュニケーションスキルとしてのファッションの役割
丹　田　佳　子
（武庫川女子大学生活環境学部情報メディア学科）
The role of fashion as interpersonal communication skills
Keiko TANDA
Department of Informatics and Mediology, School of Human Environmental Sciences,
Mukogawa Women’s University
This study examined whether fashion can function as an interpersonal communication skill. A total of 35 
female university students enrolled in a non-fashion related department produced fashion outfits (including 
clothes, accessories, hairstyles, and makeup) as a form of self-expression to represent their impressions of a 
theme, and 64 other students gave the resulting ensembles a five-step evaluation using image-rating adjective 
pairs. We tested the alignment between the studentsʼ self-expression and the impression that others received. 
The results showed rates of conformity of 62.8% and 74.3% at the 5% and 1% significance levels, respec-
tively. Impressions were communicated at a high level of accuracy, thus demonstrating that fashion can func-
tion as an interpersonal communication skill.
緒言
ファッションは，対人コミュニケーションスキルとして人の第一印象を決める重要なツールであるに
もかかわらず，印象という情報の送受信に関する研究がなされていない．従来のファッションの役割に
関する研究として，中川，高木 1）はアイデンティティの確立が衣服による自己実現を喚起することを，
上村 2）はこのアイデンティティの確立には自己受容と他者受容が重要であることを明らかにした．堀毛 3）
は自己受容と他者受容における衣服の印象管理を社会的スキルの下位概念として置づけ，山中 4）は対人
関係において装いを工夫する行動を「ファッションによる印象管理」とし，松原 5）が着装行動における要
因を確認している．
ファッションによる印象管理として，磯井，小田，風閒 6）は衣服の視覚判定評価に関連する形容語と
衣服要素の関連を明らかにし，増田，森，村田 7）は衣服のデザインと基本イメージを関連づけ，諸岡，
廣村，長岡，諸岡 8）は，衣服を客観評価するためのデータベースを作成している．さらに井上，佐藤 9）
は衣服と香りの印象の関連を，石原，山縣 10）は衣服イメージに関与する色彩の影響について検討して
いる．
対人コミュニケーションスキルとして関連がある研究は，ファッションの専門家と素人の印象評価に
おける一致性を磯井，小田，風閒 11）が検討したのみである．この研究におけるファッションの専門家は，
情報の受信者としての対場である．自己のアイデンティティをファッションというツールを使って情報
発信者として表現した結果が，他者に的確に伝達されたかという研究はない．本研究ではファッション
を専門としない学科に在籍する女子大学生を一般消費者と想定し，テーマに基づいた印象をファッショ
ンで表現した作品（印象という情報の発信）と，他者の評価（印象という情報の受信）との一致を検証する
ことによりファッションが対人コミュニケーションスキルとしての役割を果たしているのかを明らかに
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する．ファッションが対人コミュニケーションスキルとしての役割を果たことが証明され，衣服要素と
印象の関連を明らかにすれば自己表現のツールとして「若々しい自分」「知的な自分」など自己演出を的
確に他者に伝えることが可能になる．
方法
評価試料はファッションを専門としない学科に在籍する女子大学生 35 名が，自由に企画したテーマ
やコンセプトに基づき衣装や付属物を製作した．製作にあたり，型紙作成ソフト LookStailorX，
DressingSim（デジタルファッション株式会社）を使用した．完成品を製作者が着用し，その姿を正面か
らグレーバックで写真撮影し評価試料とした．例えば「ダンテの神曲－煉獄編－」をテーマに花嫁をコン
セプトとしたファッションなどがある．
調査は，自己評価と他者評価の 2 種類の評価を 2019 年 5 月から 6 月にかけて実施した．自己評価と
して，ファッションの製作者が他者に伝えたい印象をイメージ評価形容詞 20 対の中から選択させた．
他者評価は女子大学生 2 年生 64 名を対象とし，35 試料について（1 回当たり 5 試料）Table 1 のイメージ
評価形容詞 20 対を用いて 5 段階評定の官能検査を行った．左側の形容詞について「そう思う」場合は評
価値「1」，右側の形容詞について「そう思う」場合は評価値「5」，「どちらともいえない」場合は「3」を与えた．
結果および考察
他者評価 64 名間のイメージ評価結果の平均値と標準偏差を Table 1 に示した．この他者評価 64 名間
の評価が一致しているかを検証するため，イメージ評価形容詞対ごとに検定値と 64 名の評価平均値に
差はないという帰無仮説をたて，1 サンプルの t 検定を行った．Table 2 に例（試料 1，検定値 4 の結果）
を示した．表中に有意確率 5％で差がない形容詞対をグレーの網掛けで示した．この結果，64 名の評価
が有意確率 5％で差がない（一致）と判定された形容詞は，Table 1 の平均値より「暗い」「冷たい」「大人っ
ぽい」「きつい」の 4 形容詞であった．35 試料について同様の検定を実施した．他者がファッションを
見ることにより受けた印象は，検定値 2 以下が Table 2 のイメージ評価形容詞対の左側の形容詞と 4 以
Table 2　The calculation of the t-test (sample 1)Table 1　The sample statistic (sample 1)
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上で右側の形容詞と評価が一致したとした．その結果，有意確率 5％では 174 語，有意確率 1％では
231 語で他評価者が左側（あるいは右側）の形容詞で評価が一致したと判定された．
次に他者評価が一致した形容詞対とファッションの製作者が他者に伝えたい印象として選んだ形容詞
対の適合性を検討する．例えば試料 1 の場合，ファッション製作者が伝えたい印象は「鮮やかな－淡い」
「明るい－暗い」「温かい－冷たい」「近寄りがたい－親しみやすい」「子供っぽい－大人っぽい」「優し
い－きつい」の 6 形容詞対であった（太字は製作者が選んだ形容詞を表す）．検定値 4 で自己と他者の印
Table 3　Suitability of the designed person intention and the evaluation of others
D11759_72001047_丹田佳子.indd   81 2020/03/27   13:59:30
（丹田）
－ 82 －
象が適合しているのは，「明るい－暗い」「温かい－冷たい」「子供っぽい－大人っぽい」「優しい－きつ
い」の 4 形容詞であった。このように 35 試料 20 形容詞対について検定値ごとに適合性を照らし合わせ
た結果を Table 3 に示した．ファッション製作者が他者に伝えたい印象は，35 試料× 20 形容詞対（計
700 形容詞対）中 84 形容詞対であった。その中で他者評価が有意確率 5％で一致したものと適合した形
容詞対は 71 語，有意確率 1％の場合は 84 語，両者が適合しなかった形容詞対は 29 語であった．ファッ
ションを製作した情報の発信者が伝えたい印象の適合率は有意確率 5％の場合 62.8％，有意確率 1％の
場合 74.3％であった．一般消費者として想定したファッションを専門としない学科に在籍する女子大学
生が製作したファッションに込めた印象が，60％から 70％の確率で他者に受容されることがわかった．
このことよりファッションが対人コミュニケーションスキルとしての役割を果たしていると考えられ
る。
まとめ
一般消費者を想定したファッションを専門としない学科に在籍する女子大学生が製作したファッショ
ンに込めた印象は，60％から 70％という高い確率で他者に受容されていることがわかった．このこと
からファッションが対人コミュニケーションスキルとして情報の送受信の役割を果たしていると考えら
れる．ファッションに関連する専門知識を習得した人や専門家であれば更に高い確率で他者に印象を伝
えることが可能であると推測される．本研究では35試料と限定された範囲内での検証である．今後，様々
な研究者による発展を期待する．
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Abstract
This article summarizes past literatures to identify issues related to overseas market development by Japanʼ
s die and mold industry. It has expanded its production overseas in response to the globalization of its exist-
ing clients. It has long been argued that it is necessary to expand Japanʼs die and mold industry business base 
to other non-Japanese companies. However, contrary to expectations, despite Japanʼs technological advan-
tage the reality is that competition from other countries has intensified. 
The review focuses on the following areas: International business activities of Japanese SMEs （small and 
medium sized enterprises）, international business activities of Japanʼs die and mold industry, competitors in 
the industry from other regions, and global procurement practices of automobile companies and parts produc-
ers. The theoretical framework of overseas business development of industrial commodities is also reviewed. 
The conclusion reveals that further research is required on the difference in behaviors of overseas market 
development of the die and mold industry between Japanese and other regions. Current discussions tend to 
focus on the mindset of management, which alone limits the explanation. It also points out the need to incor-
porate analysis from the procurerʼs perspective.
1．既存研究の論点整理と分析課題の抽出
本稿は、日本の金型産業の海外需要開拓に関する先行研究レビューを通じて、それらの論点整理と必
要な課題抽出を行うことを目的とする。
かねてから、金型産業は海外市場において日系企業以外の企業への需要開拓に取り組む必要性を指摘
されている。日本国内市場の縮小と既存国内取引先のグローバル化に対応して海外生産を展開してきた
金型産業は、取引先による部品調達のグローバル化に伴い、新たな需要開拓を迫られている。その認識
は以前から共有されながらも、実態は進展していない。むしろ他国・地域の金型産業との競争は激化し
ている。しかし、金型産業の海外需要開拓に関する研究は少なく、海外において需要開拓が停滞する原
因は解明されていない。その点を明らかにすることが筆者の問題意識である。本稿は、現在までの先行
研究の到達点と、今後の課題及び研究の方向性を明確にするものである。
本稿の構成は以下の通りである。金型産業は大半が中小企業によって構成されるため、まず中小製造
業の海外事業展開に関する研究蓄積について確認する。次に、日本の金型産業の海外事業展開に焦点を
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当て既存研究を整理する。第三に、自国以外の企業の需要開拓に積極的とされる韓国、台湾など海外の
金型産業についての研究を取り上げる。
他方、金型の需要開拓を行う側と反対の立場として、金型を調達する側にも視点を置く必要がある。
そこで次に、欧米・第三国の自動車メーカー・大手部品メーカーの海外拠点における調達と取引形態に
関する研究について整理する。さらに、金型のような産業財を対象とした海外における需要開拓に関す
る理論的フレームワークの研究についてまとめる。最後に、これら既存研究からの課題を抽出し、筆者
が今後取り組むべき研究課題について考察する。 
2．中小企業の海外事業展開に関する研究 1）
まず、金型産業を含む中小製造業の海外事業展開を対象とした研究を取り上げる。寺岡（2013）は、プ
ラザ合意以降 2000 年代を通じた、グローバリゼーションの進展における中小企業の事業活動に関する
研究成果をまとめ論評している。中小企業研究において、アジアへの生産シフトに伴う国内の生産分業
や下請取引関係の変化、技術継承の問題、国内の空洞化問題に加え、海外進出先における多国籍化・現
地化の問題が多く取り上げられている。今後異文化への視点と、中小企業の組織文化についての国際比
較研究が必要である。中小企業の海外現地法人のネットワークが現地法人間、あるいはアジア諸国間の
中でネットワーク形成が可能か、という点も研究課題である。
寺岡は、2000 年以降の中小企業研究におけるグローバリゼーションについての議論を主要研究の解
題を通じて明解に整理し、今後の研究の方向性を提示している。日系中小自動車部品メーカーが地場の
市場開拓を行ううえで、地場のパートナー企業が重要とする研究を紹介しつつ、その主張を裏付けるた
めにはより現実の問題に即応するケースの提示が必要であると指摘している。
しかし、その具体的な研究手法について深く議論が及んでいない点が惜しまれる。海外における市場
開拓にあたり、進出企業がどのような資源を必要としており、パートナーとなる主体とどのようにネッ
トワークが形成されるのか、そのためにどのような研究手法が有効であるかが示されることが望ましい。
また、自動車部品産業に関する研究が多いと指摘しているものの、金型産業に特化した研究については
紹介、論評がされていない。
額田・山本（2012）は、中小企業の国際化の必要性と手法について取り上げている。生産、市場、地域
という 3 つの観点から、事例分析を通じて中小企業の国際化戦略について論じている。第一に国際化戦
略の実行には資源の蓄積を待つよりまず一歩踏み出すことが蓄積となる。第二に、国内活動で培ってき
た技術や技能の蓄積の深さが海外展開のドライビングフォースとなる。第三に、海外市場での活動の不
確実性を低下させるために外部の主体との情報交換や連携を活用できる、としている。
本研究では、国際化している中小企業の方がそうでない企業より良いパフォーマンスを示しているこ
とを確認している。海外市場の開拓などを通じて、国際化を企業と地域に利益をもたらす機会として捉
えている点で注目される。
一方、中小企業の国際化を推進するにあたっての要因分析が十分ではない。本研究では J. バーニー
（Barney）による経営資源ベース視角（Resource-Based View of the Firm）の議論を援用して、経営者が比較
的早い段階から海外市場を意識した方策を採ることにより、海外需要の獲得に成功している例が少なく
ない、と論じている。しかし経営者の意識が海外需要の獲得において十分条件であるかについては、詳
細に検証されなければならない。
また、生産財の市場開拓に関する事例調査を通じて、海外企業から受注を獲得し、取引関係を国際化
させるためには経営者自身が海外市場・海外企業との間に有している「心理的な障壁」を克服することで
あると結論づけられている。しかし、心理的な障壁がない企業がすべからく海外需要を獲得できるわけ
ではない。各企業の持つ資源、取引行動、販売先の行動などについてより詳細な分析が必要であると考
えられる。
丹下（2015）は、アジアに展開する中小製造業に焦点を当て、中小企業の海外展開について先行研究の
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整理を行っている。海外展開に関する研究を①海外展開プロセス、②現地拠点の機能、③海外進出形態、
④日本国内への影響、⑤国際経営論との関係という 5 つの視点から分析している。その結果①海外から
の撤退研究の必要性、②多様な進出形態に関する研究の必要性、③現地市場開拓に着目した研究の必要
性、④国内事業への波及プロセスの深掘、⑤国際経営論における蓄積を中小企業研究に採り入れる必要
性、を指摘し、中小企業研究が実際の中小企業の海外展開における変化に対応できていないとしている。
丹下は、地場の企業や第三国企業に対する販売に取り組む必要性は各種研究で指摘されているものの、
海外市場開拓に焦点を当てた研究が十分とはいえず、その実態も十分に明らかになっていない点を指摘
している。
しかし、中小企業特有の海外展開に関する理論の考察が十分に行われているわけではない。特に、必
要とされる海外市場開拓についての有効な分析視角が明確に提示されていない。
3．日本の金型産業の海外事業展開と海外需要開拓に関する研究
前節では中小製造業の海外事業展開全般に関する研究を整理した。本節では、日本の金型産業におけ
る海外事業展開と新規需要開拓に焦点を当て、既存研究を整理する。
（1）金型産業の海外市場開拓に関する研究
横田（2005）は、金型産業の海外市場開拓について論じている。金型市場のグローバル化は①専門の営
業部門、②語学力不足による海外情報収集能力、③海外取引ノウハウ、④海外メンテナンス方法、の欠
如が問題であると指摘している。
本研究では、金型産業の将来像として需要市場のターゲット範囲を広げることが求められ、営業力の
強化しか方法はないとしている。比較的早い時期から金型市場のグローバル化が進展することを見据え
ている点が貢献として評価される。
日本の金型産業は、自動車関連および電気機械関連産業を主とする国内取引先の海外進出に合わせて
海外拠点の設立を進めてきた。つまりほとんどの金型企業にとって海外拠点の主たる機能は、国内取引
先の海外拠点に対する製品・サービスの提供であり、市場拡大は第一義の動機ではなかったといえる。
金型企業の営業力が不足している要因はその点に求めうると考えられるが、その点についての言及や分
析がないことが本研究の課題である。
（2）業界団体による海外市場開拓の把握
日本金型工業会（2007）は、業界が策定した『金型産業ビジョン』において海外市場開拓を論じている。
同ビジョンは、前年の 2006 年に先だって策定された『素形材産業ビジョン』で示された方向性のうち「海
外への展開」という柱を受けたものである。同ビジョンでは、需要獲得の一環として国内、海外に関係
なく需要を獲得できる環境の整備が必要だと言及している。『金型産業ビジョン』は、金型業界として初
めて海外需要獲得の必要性について明確に述べている。しかし、表現としては曖昧であり、海外需要開
拓が必要な理由や現状分析、具体的な支援方策は記載されていなかった。
その後 2013 年に、金型を含む素形材産業全般について『新素形材産業ビジョン』が策定された。同ビ
ジョンでは、金型を含む素形材産業が国内需要の縮小と輸入増加に直面する中で、目指すべき方向性と
して 6 点を挙げている。そのうち海外市場開拓については、競争力の高い現場を国内に維持しながら旺
盛な海外需要の確保を目指した海外展開を行い、海外市場を取り込みグローバル企業を目指すべきであ
る、としている。
『新素形材産業ビジョン』では、目指すべき方向性の 1 つとして海外市場開拓を明確に位置付けている
ことが注目される。海外拠点が国内拠点の高度化や雇用拡大につながる側面を強調し、取引先と「直接
的な取引を通じて情報を入手することができ、自社技術を活かした提案も行いやすくなる」と述べ、そ
の意義を強調している。以前の議論と比較して、海外展開の必要性と課題について分析を加えている点
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に認識の深化がみられる。一方で、素形材産業特有の課題についての分析は行われておらず、企業に対
して海外を視野に入れた事業展開の検討を奨励するに留まっている。
その後日本金型工業会（2014）の『新金型産業ビジョン』でも、国際化に言及している。金型産業の国際
化は、重要な 3 つの柱の 1 つである。「国内の金型づくりをベースとして、海外はそのノウハウを活か
した営業拠点の設立、海外金型企業との業務提携や技術提携による金型販売も視野に入れた海外展開」
も方法である。海外金型企業との業務提携や技術提携を主体に考えることで、海外金型企業が競合先で
はなく日本に仕事を提供してくれる味方となる、と論じている。
『新金型産業ビジョン』は、それまでと比較すると、海外需要開拓の具体的な手法について踏み込んだ
記述がみられる。一方、『素形材産業ビジョン』策定以降 7 年が経過しているが、両者の間で現状認識に
大きな変化はみられない。つまり、金型企業にとって海外市場開拓は重要な課題として認識され続ける
一方で、実際にその活動を阻害する要因や、促進する方策については分析が十分といえない。
（3）金型産業の国際化に関する研究
金型企業の国際化を論じた研究に河野（2014）がある。日本の金型産業が他国の企業が行っているよう
な海外での市場開拓がなぜできないのかという問いを考察している。グローバル化を図るための方策が
必要である。さらに、金型価値の訴求力を高めるために付加価値金型技術を向上させる必要性を強調し
ている。単純な費用削減を超えたメリットを提供することが海外からの需要獲得において重要だと論じ
ている。
河野は、海外市場開拓にあたって日本の金型企業の商習慣、取引慣行が特殊であることを明確にして
いる。事業観や経営マインドの面や、下請企業意識という発想からの脱却、価格競争力維持のための本
気のコストダウン、コミュニケーション力向上への努力、異なるビジネス・商習慣への理解と意識改革、
といった方策を提示しており、需要先の下請としての性格を強く持つ金型産業が、製造と取引の慣行を
見直すことが必要とする点で貴重である。
しかし、金型企業における海外市場開拓が不十分な原因が明らかにされていない。河野はその原因を、
あくまで経営者の発想や意向が問題の根底にあるとしているが、経営者の努力不足のみが海外市場開拓
の障壁なのかという点が解明される必要がある。
（4）金型企業の海外における受注事例の研究
兼村（2014）は、タイにおける系列外メーカーの受注例について調査研究を行っている。日系企業が海
外においても系列取引を維持する必要性を持つ要因として①日本本社への依存、②トヨタ生産システム
の理解、③日本での取引実績を挙げながら、系列外メーカーが受注する事例について検討を加えている。
「親車」がタイにあるモデルについては、系列外の金型企業が日本本社への依存や日本での取引実績にと
らわれることなく受注していることが明らかにされている。金型企業はトヨタに対してタイ国外の第三
国における生産支援や生産技術の共有化、支払い面での融通などにおいて便益を提供しており、新しい
取引関係が周辺に広がっている。
兼村はトヨタと系列外の金型企業が取引を行う要因を詳細に分析しており、一定の条件のもとで金型
メーカーにとって既存の取引先以外の取引が可能であることを明らかにしている。ただ、受注に至るプ
ロセスは明確でなく、発注側企業の立場からの分析が必要である。また、同様の状況がトヨタと現地タ
イのメーカーとの間でも可能かどうかについても課題である。それは日系の金型企業からみると、日系
以外の自動車メーカーとの取引が可能となるかという点にも繋がる。
海外拠点において既存取引先以外から受注した事例研究に斉藤（2015）がある。逝江省において現地の
プラスチック金型のメーカーが、品質重視の方針を強調して欧米系企業との取引を拡大している状況を
明らかにした。さらに、中国・天津および大連において、新規取引先に中国地場の完成車メーカーが加
わった日系の自動車向け金型メーカーを調査した。
斉藤は、中国における欧米系、地場の自動車メーカーに対して現地の金型企業が取引拡大を進めてい
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ることと、中国の自動車メーカーから受注した日系金型企業が存在することを確認している。日系企業
以外の自動車メーカーが価格より品質重視に傾くなか、日系の金型企業にも事業機会が得られることが
示唆されている。
一方で、日系の自動車部品産業の集積が高いとされる天津、大連地区においても、日系の金型企業が
積極的に日系企業以外の需要開拓を行う例は多くない。日系企業と日系以外の企業について、需要開拓
行動の違いを解明する必要がある。
以上の事例研究では、少数の企業が特定の条件の下で、既存の取引先である日系企業以外の欧米系企
業や現地企業からの受注を獲得している現状が明らかになった。また、海外企業との提携などを通じて
従来有していなかった経営資源の確保が有効であることも確認できる。それでもなお、産業全体として
の認識と、海外需要開拓を行う企業が少数に留まっている現状との間に乖離が生じる理由は、いずれの
研究からも明らかになっていない。
4．諸外国・地域の金型産業に関する研究
（1）韓国における金型産業の需要開拓に関する研究
本節では、自国外の需要開拓に積極的であり、海外市場において日本の金型産業と競合する可能性の
ある諸外国・地域の金型産業に関する研究を取り上げる。　
山本（2009）は、韓国の金型産業における輸出競争力の形成について考察している。調査対象の韓国光
州の金型企業 6 社においては、金型製作能力の高さはもとより、ネットワークづくりの能力の高さがみ
られる。大企業の購買部出身である経営者の広い人脈、ISO 取得の積極化、語学に堪能な人材の採用、
産学官連携の実施、といった具体例が観察された。
山本は、インタビュー調査を通じて輸出比率が高い韓国の金型企業の実態を明らかにしている。海外
需要開拓を行っている複数の企業では、技術面での優位性だけでなく、海外への営業を行う人材の活用
が奏功している。日本の金型産業における需要開拓とは異なる活動形態を明らかにした点は意義深い。
一方課題としては、韓国の金型産業が海外需要開拓に成功している要因を、人材と技術面のみから論
じられていることが指摘できる。海外需要開拓の動機について、経営者が韓国国内の需要に限界を感じ
たとする企業が取り上げられている。なぜ同国企業の海外拠点向けのみでなく、韓国以外の企業への営
業活動が行われたのか。さらにその活動が販売先の要求にいかに応え、需要開拓の成功に結び付いてい
るのか、といった点をさらに掘り下げて考察する必要がある。
（2）各国の金型産業の競争力に関する研究
日本の金型産業は技術面で長らく優位に立っていたとされているが、各国の金型産業の競争力にも変
化が生じている。
馬場（2016）は、アジア及び南米諸国の金型企業の競争力について論じている。インド、ブラジル、タ
イ、中国、韓国の金型産業の国際競争力の変化を、国際競争力係数を用いて 1994 年と 2014 年の 2 時点
で分析している。韓国は世界的な金型供給大国に成長している。韓国企業の海外進出の影響もあるが、
韓国金型の品質が向上したことや、積極的な営業活動を行ったことなども大きい。
馬場は貿易構造と国際競争力の観点から、主要金型生産国の競争力比較を詳細に行っている。対象各
国の分析から、日本一極集中であった金型供給構造が、中国、韓国の台頭により多極化している時系列
の変化を客観的に明らかにした功績は多大である。
ただし、本研究には輸出先国内における販路開拓行動の変化を捉えるという視点はない。例えば、中
国において日系企業からユーザー向けに供給していた金型が、韓国企業からの供給に切り替わったと
いった事象は、この分析からは把握できない。一国内において金型産業の供給元が変化する過程を明ら
かにできれば、競争力の変化をより詳細に捉えることが可能となる。
また、日本一極集中からの構造変化が起こった要因については本研究で深く分析されているわけでは
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ない。韓国の金型輸出増加の要因として、品質向上とともに積極的な営業活動が挙げられているが、営
業活動によって日本から韓国への金型調達の変化を可能にした要因をさらに検証する必要があると考え
られる。
5．金型調達に関する研究
（1）自動車産業の調達行動の相違に関する研究
金型産業にとっての主要取引先は自動車産業である。金型産業の海外需要開拓を検討するうえでは、
自動車メーカーの調達行動や調達方針との関連が重要である。本節では、日本国外における自動車メー
カーの金型調達に関する研究を取り上げ整理する。
春日他（2003）は、タイにおける現地調査に基づき、欧米系と日系自動車メーカーの調達行動の違いを
分析している。
タイの自動車部品産業を事例として、日系自動車部品メーカーの事業環境変化と今後の方向性につい
て提言している。受注を欧米系部品メーカーに奪われるケースや、日系企業の買収、日系完成車メーカー
の出身者の配置、技術者のヘッドハンティングにより日系完成車メーカーとの取引を開始する欧米系部
品メーカーのケースを確認している。
本研究では、日系と欧米系の部品メーカーの比較を行い、1990 年代からすでに完成車メーカーの調
達方針の変化が、日系部品メーカーの競争状況に変化を与えていることを明らかにしている。また、日
系部品メーカーにも能動的な営業力強化の取り組みや他社との提携が必要であるとする提言も重要であ
る。
一方、欧米系完成車メーカーの調達方針と日系部品メーカーが欧米系完成車メーカーへ参入できない
要因との関係は明らかとなっていない。特に金型調達についてその製品特性を踏まえた詳細な言及はみ
られない。また、欧米系部品メーカーについての情報も限定的である。タイへの欧米系部品メーカーの
進出は当時活発化し始めた段階で事例が少なく、共通の一般的な特徴によって分析されている。その後
の実際の変化に関する研究も見受けられない。
（2）日本企業以外の金型調達に関する研究
川邊（2016b）は、日本企業以外の企業による金型調達についての分析を行っている。欧米系企業の事
例から、欧米の自動車会社やサプライヤーはそれまで内製が中心であった金型を外部委託しており、良
い技術を持っている会社であれば欧米の自動車会社からも発注される。一度個々の自動車会社との関係
が築かれれば傘下のサプライヤーとも親しくなり、自動的にビジネスが拡大している。日本人経験者が
海外で外国人のサポートをしているため、日本製金型のブランド力は近い将来強みとはいえなくなるこ
とが弱みとして挙げられる。営業力とアフターケアに優れた韓国、中国、タイ、インドが日本の脅威と
して台頭している。
川邊は、日本企業以外の金型調達について分析した貴重な成果を提示している。特に欧米自動車会社
による金型の調達について他の研究では言及が少なく、日本の他国の金型企業との行動の違いを示して
いる意味で重要な視点である。
しかし、金型調達のプロセスや、調達基準についての分析は行われていない。日本の金型事業会社は
メガ部品サプライヤーに営業を展開すべきという主張に対して、その論拠や具体的な手法までは触れら
れていない。
6．海外における新規需要開拓の理論的フレームワークに関する研究
前節までは、中小製造業なかでも金型産業の海外事業展開と、競合相手である国・地域の金型産業の
需要開拓、ならびに需要側の金型調達に関する研究を取り上げた。金型産業の海外需要開拓を捉えるう
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えでは、適切な分析枠組みを適用することが重要である。本節では、中小企業の海外市場における新規
需要開拓に関する既存の理論について取り上げ、整理する 2）。
（1）リソース・リポジショニング・フレーム
臼井（2012）は、中小企業の海外展開における生産性向上の仕組みの解明を試みている。顧客が高い価
値として認知している中小製造業者の経営資源が希少な場合、競争優位の源泉となるが、環境変化によっ
てポジショニングは変化する。海外進出により、市場環境の違いによって、現地の市場において経営資
源に新たな位置付けが与えられる（リポジショニング）。経営資源配置の工夫と希少性によって、既存顧
客と新規顧客、そして新しい業務範囲の拡張が実現される。事業領域の拡張は、変化する市場を分析し、
俊敏に市場機会を捉え、自社の経営資源を活用、増強して市場を創造していく組織能力である市場セン
シング能力によっても実現される。
臼井は、海外市場開拓が国内経営に与える影響を明らかにするとともに、経営資源と現地市場の関係
を分析するための枠組みであるリソース・リポジショニング・フレーム（RRF）の概念を用いて、新規顧
客の獲得による事業領域の拡張が実現されていることを明らかにしている。
ただし、本研究の調査対象企業は海外展開に積極的に取り組んでいる企業であり、金型企業に適用さ
れうるかについては議論の余地が残る。どのような場合、条件のもとで経営資源の希少性が高まり、リ
ポジショニングが発生するのかというメカニズムは十分に説明されていない。また、市場センシング能
力が形成される要因についても不明確である。
 （2）現地マーケティング資源
守屋（2018）は、アジアで新規顧客開拓に成功した中小製造業を対象に、寄与した経営資源とその獲得
プロセスについての研究を行っている。中小製造企業が現地販売を拡大するためにはものづくりの経営
資源に加え、進出後に現地で獲得した現地マーケティング資源を組み合わせる枠組みが必要である。そ
の形成には日本の本社と現地進出先との連携力が重要な役割を果たしている。また、新たなマーケティ
ング資源の獲得過程は、経営者の海外市場への強いコミットメント、事業責任者のリーダーシップによ
る本社と現地の連携力強化、現地での知名度の醸成というステップであることを明らかにしている。
本研究は、海外進出した中小製造業の活動内容、なかでも新規需要開拓に着目した数少ない研究であ
る。海外進出先でのマーケティング能力を分析するうえで、既存研究から現地マーケティング資源とい
う概念を抽出することで、新たな枠組みの構築を試みた点は大きな貢献である。
ただし、事例研究を通じて提示された新たな分析枠組みの有効性、汎用性については明らかではない。
進出後に現地において獲得されるとしていた現地マーケティング資源や、連携力の内容については不明
確さが残る。日本国内の経営資源がそのまま現地でのマーケティング資源となるのか、進出先における
人材や提携先の企業といった資源との関係についても明らかにされるべきである。さらに、現地マーケ
ティング資源の形成・獲得過程で経営者の方針とコミットメントが重要であるとしているが、分析枠組
みの出発点として有効な要素かどうかを検証する必要がある。
（3）中小企業のリバース・イノベーション
吉田（2018）は、ゴビンダラジャン・トリンブル（Govindarajan=Trimble）が提唱した「リバース・イノベー
ション」の概念・定義を援用しつつ、日本の中小製造業のイノベーション戦略について検討している。
日本中小企業の進出国の子会社や合弁会社などの現地拠点から、全社全体に知識移転や組織変革を行い
成長を目指す国際経営戦略を「中小企業のリバース・イノベーション戦略」と定義している。事例研究の
結果、海外進出に伴い現地発でビジネスモデルのイノベーション及び組織のイノベーションが起こって
いることが確認された。リバース・イノベーション実現の要因である現地への権限委譲や現地資源の活
用には、抜本的な変革を厭わないアントレプレナーシップにかかわる能力構築とその発揮、そしてマイ
ンドセットが求められるとしている。
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吉田は中小企業の海外事業展開の効果を考察するうえでリバース・イノベーションという概念を用い
て分析しており、新たな視点を提供している。日本の中小製造業が海外において新規需要開拓を行うう
えで、現地法人の役割を検討することは重要である。しかし、経営者のマインドセットの違いがどのよ
うにリバース・イノベーションの一つの表れである海外需要開拓の成否に影響するかについては明らか
にしていない。今後さらなる検証が必要である。
7．既存研究からみる課題
本稿では、日本の金型産業による海外需要開拓が進展しない要因を明らかにするうえで、今後の方向
性を示すべく既存研究を整理、論評した。中小企業の海外事業展開全般に関する研究には、寺岡が示す
ように豊富な蓄積がみられた。しかし金型産業に特化して、海外における日系企業以外への需要開拓を
取り上げた研究は少ない。その点を踏まえ、金型産業の海外需要開拓に必要な研究課題を以下のように
指摘することができる。
（1）経営者のマインドセット以外の海外需要開拓要因の解明
額田・山本、横田、河野といった上述の研究は、日本国外において中小製造業による既存の取引先以
外への需要開拓活動がみられない主因として、経営者の意欲や姿勢（マインドセット）を挙げている。も
ちろん、それが一つの大きな要因であることは否定できない。しかし、マインドセット以外の要因も明
らかにしたうえで、それらがどの程度需要開拓活動に影響を与えるのかについて論じられるべきである。
金型産業の特性を踏まえて、海外需要開拓が課題として認識されているにも関わらず、実際に行われて
いない要因を解明する必要がある。
（2）金型調達の側面からの分析
金型産業の海外事業活動については、馬場や兼村、斉藤の研究にみられたとおり、実態を踏まえた蓄
積が一定確認された。一方で、自動車完成品メーカーや大手部品メーカーを含む金型を調達する側から
の分析については、研究が極端に少ない。そのなかでも、グローバル調達の進展に伴い、従来日系企業
から調達していた金型が、海外企業の金型に切り替わっている状況がみられるが、そうした現象を分析
した研究は春日他などごくわずかに過ぎない。
海外拠点における系列外企業からの部品調達の進展など、自動車部品全般の調達方針については特に
金型との関連で論じられている研究はほとんどみられない。調達側の方針や行動の変化が、日本の金型
産業の海外需要開拓に具体的にどのように影響しているかを明らかにすべきである。
（3）有効な分析視角の探索
金型産業の海外需要開拓を分析するうえで、適切な分析枠組みを確立することが重要である。産業財
の海外における需要開拓については、本稿で取り上げた臼井、守屋、吉田など、国際マーケティングの
観点を含め多くの研究蓄積がある。しかしながら、金型産業の海外需要開拓については、取引先となる
調達側の行動や、競合相手となる他国・地域の金型企業との比較を踏まえなければならない。上述の
RRF や現地マーケティング資源といったフレームワークを応用することが可能か、あるいは取引関係
に着目した分析視点を採るべきかを検討する必要がある。
注
1）中小企業の国際化全般について詳細に論じたレビューには、この他にも関（2015）がある。
2）産業財のマーケティング全般については高島・南（2006）などが詳細に論じているが、ここでは中小製造業の海外
進出に伴う新規需要開拓についての議論に特化している。
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「武庫川女子大学紀要」投稿細則
令和 2 年 2 月 27 日　紀要編集委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．ただし，本学
専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．なお，本紀要に掲載された論
文は、武庫川女子大学リポジトリに搭載し，インターネットを通して公開する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．書　　式　 　一段組みの横書きを原則とし，紀要編集委員会が必要と認める場合には，縦書きも可
とする．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．原稿は，一編につき，刷り上がり 9 頁以内とする．
投稿にあたっては，原稿正本 1 部，副本 2 部に USB メモリーまたは CD を添え，必要
事項を記入した投稿申込書とともに提出する． 
7 ．審　　査　 　紀要編集委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は
論文の総合評価について，掲載の可否の判断，および審査意見を付する．論文の採否は
査読者の評価を参考に紀要編集委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ）別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ）その他の必要事項は，紀要編集委員会が定める．
　　　　　　　ｅ）紀要編集委員会の開催は，紀要編集委員長が発議する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1）原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁となるよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジし
て，原稿の中に組み込みいれておく．ただし，必要に応じて図，表を別に添付して提出してもよい．
2）提出原稿は A4 判で作成する．
3）原稿の第１頁は次の順に従って作成する．
i） まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
中央に書く）の順に書く．
ii）和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii）次に欧文要旨（200 語前後）を置き，以下本文を続ける．
4）緒言，方法，結果，考察，謝辞および参考文献などの大見出しは 2 行取りとする．
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5）原稿は以下の要領で書く．
i） 和文原稿では，1 頁 46 字× 45 行　1 段 
ただし，縦書きが認められた場合，1 頁 32 字× 31 行　2 段
ii）欧文原稿では，1 頁 96 字前後× 45 行　1 段
6）和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること．
外国語音訳，生物の和名などはカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
7）脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側に
挿入すること．行間は 1 スペースとする．
8）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2）写真は図として取り扱い，図，表にはそれぞれ番号と見出しを記入すること．
3）図の番号および見出しは図の下に，表の番号および見出しは表の上に記入すること．
4）原則として，図・表・写真はモノクロ印刷とする．
3 ．参考文献・引用文献
1）本文中の各引用箇所には，語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
2）文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
3）参考文献・引用文献の記入は，原則として「科学技術情報流通技術基準（SIST02）」に従うこと．
i）雑誌の場合
1. 著者名．2. 論文名．3. 誌名（欧文誌名はイタリック）．4. 出版年，5. 巻数，6. 号数，7. 始めのペー
ジ－終わりのページ．
［例 1］ 岡本かおり．心理臨床家が抱える困難と職業的発達を促す要因について．心理臨床学研究．
2007，Vol.25，No.5，pp.516-527．
［例 2］Oberman,R.P. Fused voices: Narrated monologue in Jane Austenʼs Emma. 
Nineteenth-century literature. 2009, 64(1), pp.1-15.
ii）図書の場合
1. 著者名．2. “ 章の見出し ”．3. 書名（欧文書名はイタリック）．4. 版表示（初版の場合は不要），5. 
出版社，6. 出版年，7. 始めのページ－終わりのページ．
［例 1］図書の１章または一部
湯浅幸代．“物語を切り開く磁場 ”．源氏物語の生成と再構築．竹林舎，2014，pp.190-208．
［例 2］図書全体
Peters,Pam. The Cambridge guide to English usage. Cambridge University Press, 2004, 608p.
iii）ウェブサイトの場合
1. 著者名．2. “ ウェブページの題名 ”．3. ウェブサイトの名称．4. URL，（参照年月日）．
［例 1］ 内閣府．“ 第 1 章 少子化をめぐる現状 ”．令和元年版 少子化社会対策白書．https://www8.
cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2019/r01webgaiyoh/html/gb1_s1.html, 
(accessed 2020-02-10).
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に頁数を書き入れること．
2）本文の最後に，紀要編集委員会にて原稿受理日を入れる．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌および書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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「武庫川女子大学紀要」第　　巻 投稿申込書
紀要編集委員会　殿
　　　　下記のとおり，紀要に投稿したいので申し込みます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　@mukogawa-u.ac.jp
₁ 　表題
　　　　和文：
　　　　欧文：
₂　著者名（共同執筆の場合は，次頁に投稿者を含め全員記入）
₃　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　・　　欧文
₄　原稿枚数
　　　　本文　　　　　　　　　　枚 
　　　　本文以外の添付資料　（図　　　　　　枚 ／ 写真　　　　　　枚 ／ 表　　　　　　枚）
5 　提出メディア
　　　　USB ／ CD ／ その他　　　　　　　　
　　　　（この他，附属図書館事務室　tosyk@mukogawa-u.ac.jp 宛に Word 形式の原稿データを送付すること）
6 　別刷り希望部数
　　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　計　　　　　　部
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編集後記
『武庫川女子大学紀要』第 67 巻をお届けいたします。
『武庫川女子大学紀要』の本巻のために研究論文をご投稿くださいました皆様方にお礼を申し上げます。本
巻については、11 篇の投稿論文がございました。厳正かつ公平な論文査読を経て、10 篇の論文を本『紀要』
に掲載するに値する論文としてお認めし採択いたしました。
『武庫川女子大学紀要』は、論文査読制を採用し、学内外の研究者の方々に査読をお願いし、本紀要の学術
的質の向上に努めています。
『武庫川女子大学紀要』は、従来、「人文・社会科学編」と「自然科学編」に分冊して発行しておりましたが、
今年度の第 67 巻より１冊にまとめ合冊して発行することになりました。合冊後の紀要名は『武庫川女子大
学紀要』となります。
こうした編集方針の変更の理由として、一つには、現在武庫川女子大学では「武庫川女子大学リポジトリ」
において電子版にて本紀要が公開され、学内外の大学や研究・教育機関に公表されていますので、あえて
分冊にする根拠が希薄となりました。
もう一つの大きな理由として、来年度より幾つかの新しい学部が増設されたことを踏まえて、『武庫川女
子大学紀要』を研究分野横断的な研究成果を発表する機関誌として発展させることを目指したいと存じま
す。もちろん従来どおり、各学部・各学科における研究分野に基づいた研究成果を収録し掲載していきま
すが、既存の学術誌や学会誌に掲載してもらえない性格の研究論文が、最近、多数出てきております。『武
庫川女子大学紀要』は、そうした特質をもった研究成果をも掲載できる、研究分野横断型の、あるいは学際
的な研究成果をも受け入れることのできる学術誌として発展することを願っております。
なお、従来掲載しておりました、他の学術雑誌にて本年度に発表された研究論文の「抄録」は、本巻より掲
載を割愛することになりました。本学の研究者の皆様には「教員情報検索システム」のご活用をお考えいた
だきたく存じます。また、各学部・各学科におけるホームページ等で、所属教員の皆様方の一年間にわた
る研究状況を「抄録」のかたちで掲載するなどをして、研究活動をより一層活性化されることを期待したい
と願っております。
本紀要の次巻の論文投稿の締め切りは2020年９月上旬です。その詳細は後日に発表いたしますので、皆様、
奮ってご投稿ください。皆様方からのご投稿をお待ち申し上げております。
武庫川女子大学紀要編集委員会
委員長　玉井　暲
D11759_72001047_奥付.indd   1 2020/03/13   11:11:15
